
国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
平
成
二
十
一
年
度
と
二
十
三
年
度
に
、
篠
田
融
氏
旧
蔵

の
能
狂
言
関
係
の
写
本
を
購
入
し
た
。
総
計
は
七
十
七
点
で
、
大
半
は
本
狂
言
の
写

本
で
あ
る
が
、
間
狂
言
の
写
本
も
数
点
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
そ

の
う
ち
の
一
点
で
、
貞
享
二
年
に
書
写
さ
れ
た
、
大
蔵
流
の
間
狂
言
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
。
所
収
曲
数
は
四
十
三
曲
と
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
大
蔵
流
と
し
て
は
寛
永

十
年
前
後
・
寛
永
十
二
～
十
三
年
・
万
治
二
年
の
虎
明
の
本
に
次
ぎ
、
松
井
本
（
貞

享
二
年
写
）
・
鞍
貫
本
（
貞
享
四
年
写
）
・
西
村
本
（
貞
享
四
年
以
前
写
）
と
並
ぶ
時

期
の
間
狂
言
台
本
と
し
て
、
参
看
す
べ
き
資
料
と
言
え
よ
う
。

書
誌
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
横
本
一
冊
（
十
三
・
五
×
十
九
・
五
四
。
折
紙
列

帖
装
で
あ
る
が
、
後
補
表
紙
の
上
か
ら
右
端
を
糸
で
縢
っ
て
あ
る
。
そ
の
た
め
咽
の

両
側
の
行
で
は
、
文
字
の
一
部
が
綴
じ
目
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
料
紙
は
楮

紙
。
丁
数
八
十
丁
（
遊
紙
な
し
）
。
毎
半
葉
十
四
～
十
九
行
。

奥
書
に
よ
り
、
貞
享
二
年
二
月
二
十
八
日
に
宇
佐
宮
の
賀
徳
氏
が
、
豊
後
臼
杵
の

大
蔵
又
左
衛
門
の
宿
所
で
書
写
し
た
こ
と
、
親
本
は
又
左
衛
門
の
正
本
で
あ
り
、
そ

の
内
容
は
大
蔵
弥
右
衛
門
の
伝
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
賀
徳
氏
に
つ
い
て
は

未
勘
で
あ
る
が
、
「
宇
佐
宮
住
」
と
あ
る
の
で
、
宇
佐
神
宮
の
神
人
で
狂
言
も
勤
め
た

翻
刻
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
貞
享
二
年
写
『
大
蔵
流
能
間
』

力
と
く

人
物
で
あ
ろ
う
か
。
宇
佐
神
宮
近
辺
に
加
徳
姓
の
家
が
あ
り
、
本
書
の
筆
者
と
の
何

（
注
Ｉ
）

ら
か
の
繋
が
り
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
大
蔵
又
左
衛
門
は
詳
伝
不
明
な
が
ら
、
上
方

在
住
の
狂
言
役
者
ら
し
く
、
臼
杵
藩
稲
葉
家
の
お
抱
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
「
稲
葉
右
京
様
」
は
、
当
時
の
臼
杵
藩
主
稲
葉
貞
通
で
あ
る
。
弥
右
衛
門
（
大

蔵
本
家
当
主
の
通
り
名
で
、
こ
こ
は
虎
明
か
）
の
伝
を
受
け
て
い
る
の
で
、
大
蔵
本

家
の
一
族
で
は
あ
ろ
う
。
な
お
前
見
返
に
も
奥
書
と
同
年
月
日
の
宇
佐
宮
の
津
久
井

氏
の
書
写
記
が
あ
る
が
、
本
文
や
奥
書
と
は
筆
跡
が
異
な
り
、
後
の
書
き
入
れ
か
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
奥
書
と
同
じ
年
月
日
の
書
写
記
の
形
に
し
た
理
由
は
明
ら
か
で

な
い
。大

部
分
は
一
筆
と
見
ら
れ
る
が
、
前
見
返
の
津
久
井
氏
の
書
写
記
と
永
喜
多
此
右

衛
門
の
署
名
、
目
録
の
曲
名
下
の
片
仮
名
、
目
録
に
な
く
「
作
左
衛
門
写
之
」
と
あ

る
冒
頭
の
「
善
千
鳥
間
」
、
お
よ
び
一
部
の
注
記
は
後
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
推

（
注
２
）

察
さ
れ
る
。
表
紙
の
貼
紙
の
朱
書
は
旧
蔵
者
篠
田
氏
に
よ
る
整
理
番
号
で
、
一
丁
表

の
貼
紙
の
ペ
ン
書
は
篠
田
氏
が
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
際
の
メ
モ
で
あ
ろ
う
。
題
篭

の
文
字
も
篠
田
氏
の
筆
ら
し
い
。
な
お
題
篭
に
「
大
蔵
流
狂
言
」
と
あ
る
が
、
本
狂

言
で
は
な
く
能
の
間
狂
言
の
テ
キ
ス
ト
な
の
で
、
仮
に
『
大
蔵
流
能
間
』
の
書
名
を

落
合
博
志
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用
い
た
。
貞
享
二
年
松
井
兵
右
衛
門
書
写
の
本
を
「
貞
享
松
井
本
」
、
貞
享
四
年
鞍
貫

勘
四
郎
書
写
の
本
を
「
貞
享
鞍
貫
本
」
と
呼
ぶ
例
に
倣
い
、
「
貞
享
賀
徳
本
」
と
呼
ぶ

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

当
館
収
蔵
後
に
作
製
さ
れ
た
布
張
り
の
峡
に
収
め
る
。
「
篠
田
融
旧
蔵
能
狂
言
写
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
内
。
請
求
番
号
“
‐
脚
。

な
お
主
と
し
て
時
間
的
な
都
合
に
よ
り
、
今
回
は
翻
刻
の
み
に
止
め
、
解
題
は
次

号
に
回
す
こ
と
と
し
た
。
こ
の
点
を
諒
と
さ
れ
た
い
。
次
号
に
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全

体
の
目
録
も
付
す
予
定
で
あ
る
。

（
注
１
）
寛
文
八
年
以
降
の
宇
佐
神
宮
に
お
け
る
神
能
（
九
月
二
十
日
を
式
日
と
す
る
風
除
奉

饗
祭
の
能
）
等
の
記
録
で
あ
る
『
宇
佐
八
幡
宮
神
能
明
覧
』
に
よ
れ
ば
、
天
保
元
年
と
二

年
に
「
汕
雌
瑞
太
郎
」
が
狂
言
や
能
の
間
狂
言
を
演
じ
て
い
る
が
、
井
本
哲
一
氏
凧
和
肛

卜
九
孵
し
〃
宇
佐
神
宮
風
除
奉
撫
祭
奉
能
出
仕
者
及
屋
号
並
所
在
地
図
面
」
（
『
磯
Ⅱ
史
学
』

第
庇
卜
胤
巻
一
号
、
平
成
二
年
正
月
）
で
は
こ
の
人
物
を
「
加
徳
氏
」
と
注
記
し
て
い
る
。

ま
た
同
稿
付
救
の
宇
佐
神
宮
門
前
の
町
場
の
図
面
に
よ
れ
ば
、
油
屋
の
あ
る
新
町
と
そ
の

北
の
米
町
に
、
加
徳
姓
の
家
が
計
三
軒
見
ら
れ
る
。
本
書
の
筆
者
は
岩
太
郎
の
何
代
か
前

の
先
祖
の
可
能
性
も
あ
り
、
然
ら
ず
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
家
と
同
族
か
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
住
所
は
不
明
な
が
ら
、
明
治
三
十
一
年
一
月
十
六
日
付
の
宇
佐
神
宮
社
務
所
の
棟
札

に
、
「
泥
工
頭
加
徳
千
代
次
郎
」
の
名
が
見
え
る
（
佐
藤
正
彦
氏
「
近
世
宇
佐
神
宮
建

築
工
匠
の
係
累
と
足
跡
」
、
『
宇
佐
神
宮
の
研
究
』
平
成
七
年
八
月
）
。

（
注
２
）
『
宇
佐
八
幡
宮
神
能
明
覧
』
に
よ
り
、
永
北
此
淌
衛
門
が
明
和
四
年
か
ら
寛
政
十
一
年

に
か
け
て
、
〈
翁
〉
の
千
歳
、
狂
言
や
能
の
間
狂
詩
を
波
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
同
番
に
よ
れ
ば
、
此
右
衛
門
の
孫
に
永
北
作
庄
衛
門
が
お
り
、
文
政
十
一
年
か
ら
明

治
八
年
ま
で
の
出
演
記
録
が
見
ら
れ
る
。
「
善
千
鳥
間
」
を
加
筆
し
た
「
作
左
衛
門
」
は

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、
曲
名
の
字
下
げ
、
曲
と
曲
の
間
の
空
行
な
ど
、
書
式
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
統

一
す
る
。

一
、
ワ
キ
と
の
問
答
部
分
や
和
歌
の
引
用
の
前
、
独
白
の
切
れ
目
な
ど
に
お
い
て
底

本
が
空
白
を
置
い
て
い
る
箇
所
は
、
翻
刻
で
も
空
白
を
設
け
る
。

て
改
行
は
、
本
文
に
つ
い
て
は
意
図
的
に
改
行
し
て
あ
る
所
で
の
み
行
い
、
奥
書

禅
は
底
本
通
り
改
行
す
る
。
問
答
部
分
で
文
と
文
の
間
の
空
白
か
意
図
的
な
改
行

か
判
別
し
に
く
い
場
合
は
、
適
宜
に
判
断
す
る
。

一
、
演
出
注
記
等
の
注
記
類
は
、
二
行
ま
た
は
三
行
の
短
い
割
書
の
場
合
は
そ
の
形

に
翻
刻
し
、
他
は
続
け
書
き
に
改
め
る
。

一
、
行
間
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
別
の
詞
章
は
、
そ
の
形
の
通
り
翻
刻
す
る
。
な
お
、
「
一
・

卜
五
飛
雲
」
に
お
い
て
冒
頭
か
ら
途
中
ま
で
の
行
間
に
書
か
れ
た
詞
章
（
表
記
は

異
な
る
が
当
初
の
本
文
と
ほ
ぼ
同
文
）
は
、
当
初
の
本
文
の
後
に
翻
刻
す
る
。

く
表
紙
等
の
貼
紙
や
題
篭
に
普
か
れ
た
字
は
、
「
」
で
括
る
。

一
、
丁
の
表
裏
の
変
わ
り
目
を
」
、
丁
の
変
わ
り
目
を
』
で
示
す
（
表
紙
も
こ
れ
に

こ
の
人
物
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
「
善
千
鳥
間
」
の
書
か
れ
た
頁
と
後
見
返
に
「
永
北
」
お

よ
び
「
永
北
／
之
印
」
の
朱
円
印
を
捺
し
た
の
も
、
恐
ら
く
作
左
衛
門
と
思
わ
れ
る
．
な

お
永
北
氏
の
本
姓
は
津
久
井
氏
で
あ
り
（
注
１
佐
藤
氏
稿
参
照
）
、
前
見
返
の
貞
享
二
年

の
書
写
記
も
永
北
氏
の
誰
か
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
此
右
衛
門
の
子
で
作

左
衛
門
の
父
の
良
右
衛
門
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
署
名
と
筆
致
は
異
な
る
も
の
の
、
此
右

術
門
飛
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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准
ず
る
）
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
余
白
を
残
し
て
改
丁
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
特

に
注
記
し
な
い
。
な
お
、
丁
次
を
』
の
如
く
表
示
す
る
。

一
、
本
文
に
は
私
意
に
よ
り
句
読
点
を
打
つ
。
な
お
。
十
八
氷
室
」
に
は
途
中
ま
で

「
。
」
点
が
ほ
ぼ
句
読
点
に
相
当
す
る
位
置
に
打
た
れ
て
い
る
が
（
同
曲
に
多
い
改

訂
と
並
行
し
て
、
後
の
所
持
者
に
よ
り
施
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
）
、
必
ず
し
も
完
全

で
は
な
く
、
ま
た
後
ろ
三
分
の
一
ほ
ど
は
全
く
打
た
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
は

翻
刻
せ
ず
別
に
句
読
点
を
打
つ
。

一
、
演
出
注
記
に
お
け
る
謡
詞
章
の
引
用
な
ど
は
、
「
」
で
括
る
。

一
、
「
七
う
き
舟
」
「
十
三
あ
こ
ぎ
」
「
十
七
道
盛
」
「
二
十
一
げ
ん
ざ
い
夜
鳥
」
「
二
十
五
飛

雲
」
「
三
十
六
富
士
山
」
の
各
曲
に
は
、
所
々
に
「
。
」
ま
た
は
「
③
」
の
記
号
が
見

ら
れ
る
（
「
二
十
五
飛
雲
」
に
は
「
②
是
よ
り
」
「
②
是
ま
で
」
と
あ
る
）
。
こ
れ
は
、
そ

の
間
の
詞
章
を
省
略
し
て
も
よ
い
こ
と
を
表
す
ら
し
い
が
、
「
。
」
は
句
点
と
紛
ら

わ
し
い
の
で
、
便
宜
「
▽
」
と
「
△
」
に
置
き
換
え
て
示
す
。

一
、
漢
字
・
仮
名
と
も
通
行
の
字
体
を
用
い
る
（
「
よ
り
」
の
合
字
は
開
く
）
。
な
お
、

「
鴫
」
な
ど
一
般
性
の
強
い
漢
字
の
異
体
字
等
を
併
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

一
、
漢
字
・
仮
名
の
い
ず
れ
と
も
解
釈
可
能
な
字
は
、
適
宜
に
判
断
す
る
。

一
、
片
仮
名
字
体
お
よ
び
片
仮
名
・
平
仮
名
共
通
の
字
体
の
う
ち
二
・
ハ
・
ミ
は
、

片
仮
名
と
し
て
翻
刻
す
る
。

一
、
片
仮
名
の
繰
り
返
し
は
「
と
「
貸
」
を
用
い
る
。

一
、
「
見
」
の
下
の
「
へ
」
か
「
え
」
か
判
じ
難
い
仮
名
は
、
「
へ
」
と
す
る
。

一
、
底
本
に
濁
点
が
あ
る
場
合
は
、
字
の
右
に
「
・
」
を
付
す
。
た
だ
し
振
り
仮
名

ゼ
ガ
イ

の
濁
点
に
つ
い
て
は
「
・
」
を
省
く
（
具
体
的
に
は
、
目
録
の
「
善
堺
」
、
「
二
女

ｒ
）
卜
今
入
ノ

に
や
う
ぽ
う
あ
ぢ
わ
浄

郎
花
」
の
「
女
ら
う
」
、
「
十
七
道
盛
」
の
「
女
房
立
」
、
三
十
猩
さ
の
「
味
」

毎
や
う
ざ
い
あ
か
ざ
し
ら

「
長
お
ん
」
、
「
三
十
四
岸
洞
」
の
「
御
在
陳
」
「
赤
頭
」
、
「
（
四
十
）
三
会
盟
」
の
「
り

》
）
／
、

ん
国
」
）
。
濁
点
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
り
、
墨
汚
れ
と
区
別
し
に
く
い
場
合
も
あ
る

が
、
適
宜
に
判
断
す
る
。

一
、
底
本
の
濁
点
の
ほ
か
に
、
私
意
に
よ
り
濁
点
・
半
濁
点
を
打
つ
。
清
濁
に
つ
い

て
時
代
等
に
よ
る
相
違
が
あ
る
語
は
、
原
則
的
に
謡
曲
の
本
来
的
な
発
音
に
従
う
。

謡
曲
に
現
れ
な
い
語
は
適
宜
に
判
断
す
る
。

一
、
虫
損
・
墨
抹
等
で
読
め
な
い
字
は
、
□
を
当
て
る
。

一
、
字
形
は
明
瞭
で
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
字
は
、
■
を
当
て
る
。

一
、
右
二
項
に
お
い
て
、
推
定
で
き
る
場
合
は
、
（
某
ヵ
）
と
注
記
す
る
。

一
、
墨
抹
・
見
セ
消
チ
符
号
や
上
書
き
等
に
よ
っ
て
消
さ
れ
た
字
は
、
［
×
某
］
と
し

て
示
す
（
読
め
な
い
字
は
□
を
当
て
る
）
。
た
だ
し
、
書
き
さ
し
で
完
全
な
字
を
成

し
て
い
な
い
場
合
や
、
字
形
や
位
置
の
修
正
の
た
め
に
同
じ
字
を
書
き
直
し
た
場

合
は
示
さ
な
い
。

一
、
補
入
さ
れ
た
字
は
、
〔
〕
で
括
っ
て
示
す
．
行
末
な
ど
で
位
置
的
に
補
入
か
ど

う
か
判
別
し
に
く
い
場
合
は
、
墨
色
に
よ
っ
て
判
断
す
る
。

一
、
誤
字
・
脱
字
・
術
字
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
ま
た
は
推
定
さ
れ
る
場
合
は
、
そ

の
旨
を
注
記
す
る
。
た
だ
し
他
本
と
の
比
校
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
誤
字
・
脱
字

等
に
つ
い
て
は
、
解
題
に
お
い
て
言
及
す
る
こ
と
と
し
、
原
則
と
し
て
注
記
し
な

い
。
な
お
誤
字
・
脱
字
を
指
摘
ま
た
は
推
定
す
る
場
合
の
仮
名
は
、
原
則
と
し
て

歴
史
的
仮
名
遣
い
（
濁
点
を
打
つ
）
に
よ
る
。

一
、
字
形
の
不
整
や
字
画
の
欠
損
等
に
よ
り
翻
字
が
必
ず
し
も
確
実
で
な
い
場
合
は
、
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な
お
、
底
本
に
は
通
常
は
読
み
難
い
訓
字
や
正
格
で
な
い
崩
し
字
が
少
な
く
な
い
が
、

一
々
は
指
摘
せ
ず
著
し
い
も
の
の
み
注
記
す
る
こ
と
と
し
、
な
る
べ
く
筆
者
の
意
図

に
添
っ
て
読
ん
だ
こ
と
を
特
に
断
っ
て
お
く
。

一
、
翻
刻
に
関
す
》

刻
の
後
に
記
す
。

（
？
）
を
付
す
。

翻
刻
に
関
す
る
補
記
を
、
当
該
箇
所
に
（
１
）
（
２
）
…
の
番
号
を
付
し
て
、
翻

一
一

一
女
郎
花

貞
享
弐
年
二
月
廿
八
日
書
之

豊
前
宇
佐
宮
津
久
井
氏

御有此
覧之本
可候書
有間違
事見落

合字
せ

一

一
鍾
埴

永
喜
多
此
右
衛
門
（
花
押
）
』
（
前
見
返
）

「
十
四
年
五
月

伊
賀
上
野
沖
森
よ
り

［
×
五
］
タ
、
ル
ル
」
（
貼
紙
に
ペ
ン
書
）
」

列
棚
（
帖
ヵ
）
改
装

「
大
蔵
流
狂
言
貞
享
一
犀
」
（
題
淡
こ
（
炎
紙
）

四
十
三
稀

「
狂
言
第
百
四
拾
四
号
一
冊
」
（
貼
紙
に
朱
瞥
）

二
拾
五

一
飛
雲

二
拾
四

一
湿
衣
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一
二
ゼ
ガ
イ

ー
善
堺

四
一
遊
行
柳

七
一
う
き
舟

↓
、

ユ
ノ

ー
野
々
宮

五
一
う
れ
め

九
タ
エ
マ

ー
た
ゑ
ま

十
一
野
守

八
一
玉
か
づ
ら

十
一一

鵜
飼

十
二一

熊
坂

十
四一

舟
橋

十
三一

阿
漕

毛
一
、

４
‐
ユ
ノー

あ
ら
し
山

十
五一

白
楽
天

三
拾
八

一
氷
室

二
拾
七

一
賀
茂

二
拾
六

一
紅
葉
持
（
狩
ヵ
）

三
拾
三

一
草
薙
劫
封

三
拾
二

一
樒
墳
シ
キ
ミ

三
拾
一

一
に
し
き
堂

三
拾一

老
松

え
拾
九

一
白
髪

三
拾
六

一
富
士
山

三
拾
五
（
１
）

一
生
勢
［
×
イ
ク
セ
］
イ
ヶ
ニ
ヘ

三
拾
四

一
岸
洞
ガ
ン
ト
ゥ

拾

|謨上
普
写
山

１
丁

』

十
七一

道
盛

十
九一

か
ね
ひ
ら

十
八一

田
村

二
拾一

猩
々

善
千
鳥
間

外
が
浜
ざ
ひ
処
之
者
と
の
御
尋
者
、
い
か
様
成
御
用
二
而
候
ぞ
。
シ
カ
く
．
さ
ん
候
、

あ
れ
二
見
へ
た
る
高
茂
が
り
や
の
内
こ
そ
、
其
り
よ
ふ
し
や
二
而
候
間
、
あ
れ
へ
御
出

有
て
お
た
ず
ね
候
へ
。
シ
カ
く
．
又
御
用
の
事
候
へ
者
、
仰
〔
×
ご
候
へ
。
心
得

申
候
。
（
印
記
「
永
北
」
二
穎
）

２
丁

作
左
衛
門
写
之
（
印
記
「
永
北
／
之
印
」
）
』

二
拾
三

一
犀
サ
イ

二
拾
二

一
刈
茅
カ
ル
ヵ
ャ

二
拾
一
ゲ
ン
ザ
イ
ヌ
ヱ

ー
現
幸
（
在
ヵ
）
鵺

一
鐘
埴

是
ハ
此
あ
た
り
に
住
居
す
る
者
二
て
候
。
此
間
は
天
気
も
し
か
ノ
ー
と
も
無
御
座
候

に
よ
り
、
薪
を
は
こ
ば
せ
不
申
候
。
今
日
は
一
段
の
天
気
二
て
侯
ほ
ど
に
、
た
き
茸

三
拾
九

一
億
（
侭
ヵ
）
夫
［
×
ヲ
ク
ご
ヲ
ク
ブ

三
拾
八

一
千
引
チ
ピ
キ

四
拾
二

一
太
世
太
子

四
拾
一

一
鷺
サ
ギ

四
拾一

寒
山
カ
ン
ロ
ン

四
拾
三

一
会
盟
ク
ハ
ィ
メ
ィ

L＝
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を
は
こ
ば
せ
申
さ
ば
や
と
存
ル
。
誠
二
、
そ
れ
が
し
も
此
あ
た
り
二
て
は
か
く
れ
も

な
き
山
持
二
て
候
が
、
人
ま
か
せ
に
仕
候
得
（
用
木
を
き
っ
て
た
き
笈
（
に
脱
ヵ
）
仕

候
間
、
今
日
は
そ
れ
が
し
が
参
、
薪
を
は
こ
ば
せ
申
さ
う
と
ぞ
ん
ず
る
。

（
２
）

い
や
是
成
御
方
ハ
、
此
他
に
て
は
み
な
れ
申
さ
ぬ
御
方
二
て
候
が
、
い
づ
く
よ
り
出

た
ま
ひ
て
候
ぞ
。
」
是
は
存
も
よ
ら
ぬ
事
を
御
た
づ
ね
被
成
侯
も
の
哉
。
我
等
も

此
処
二
は
住
候
へ
ど
も
、
く
わ
し
く
ハ
不
存
候
。
乍
去
、
御
た
づ
ね
被
成
候
事
を
ぞ

ん
ぜ
ぬ
と
申
も
い
か
笈
な
れ
（
ば
脱
）
、
凡
聞
及
た
る
通
り
、
物
語
申
さ
う
ず
る
二
て
候
。

去
程
に
、
鍾
埴
と
申
た
る
御
方
の
出
さ
せ
ら
れ
た
る
所
は
、
し
う
な
ん
山
ノ
他
よ
り

御
出
あ
り
た
る
様
申
伝
へ
候
。
籾
そ
の
せ
う
き
と
申
た
る
御
方
は
、
少
年
の
時
よ
り

も
学
文
御
透
な
さ
れ
、
夜
ひ
る
の
さ
か
ひ
も
け
い
せ
つ
の
ま
ど
に
む
か
い
て
、
学
文

３
１

の
い
と
ま
な
く
被
成
た
る
故
に
、
何
事
〔
×
も
］
に
』
て
も
く
ら
き
事
ハ
御
ざ
な
か
つ

た
る
と
申
。
さ
あ
上
（
術
ヵ
）
る
に
よ
っ
て
、
其
上
た
い
そ
う
の
御
時
仕
へ
申
さ
れ
た

る
臣
下
の
様
に
承
り
候
ハ
、
ぶ
と
く
年
中
と
や
ら
ん
に
、
そ
の
時
の
し
ん
じ
に
ゑ
ら

ミ
出
さ
れ
、
き
う
だ
い
を
□
□
た
ま
い
た
る
と
申
。
誠
ニ
け
い
じ
ゆ
つ
く
ら
か
ら
ず

と
い
へ
ど
も
、
其
時
の
御
仕
合
如
何
御
座
あ
り
け
ん
、
其
き
う
だ
い
か
な
わ
ず
し
て
、

す
で
に
ら
く
だ
い
［
×
の
］
に
及
給
ひ
け
れ
ば
、
鍾
埴
の
お
ぽ
し
め
し
け
る
様
は
、
き

う
だ
い
か
な
わ
ず
、
日
比
の
学
文
ま
で
も
無
に
な
る
う
へ
は
、
何
の
め
ん
ぽ
く
あ
っ

て
こ
き
や
う
へ
返
り
、
弐
度
」
し
ん
ぞ
く
ほ
う
ゆ
ふ
に
ま
見
へ
申
さ
ん
や
と
て
、
な

ん
ぽ
う
心
の
た
け
き
御
方
二
て
候
ぞ
、
則
で
ん
か
い
一
一
て
か
う
べ
ヲ
く
だ
き
、
つ
い
に

む
な
し
く
な
り
た
ま
ひ
て
候
。
さ
れ
ば
御
事
じ
や
う
ぶ
ん
に
達
仕
す
れ
ば
、
て
ん
し

其
心
指
ヲ
ゑ
い
が
ん
有
て
、
か
た
じ
け
な
く
も
し
が
ひ
に
り
よ
く
ぽ
う
を
給
わ
っ
て
、

都
の
う
ち
に
ほ
う
む
り
給
ひ
た
る
と
申
。
左
様
の
事
誠
一
一
て
も
や
候
ひ
け
ん
、
錘
埴

弐
女
郎
花

是
ハ
や
わ
た
の
山
下
に
住
居
仕
る
者
二
て
候
。
誠
二
此
所
の
お
ミ
な
く
し
は
、
さ
す

が
名
草
な
れ
ば
、
ほ
ど
と
お
き
か
た
よ
り
も
比
（
皆
ヵ
）
見
物
二
参
る
に
、
所
二
あ
り

な
が
ら
見
申
さ
ぬ
は
お
ろ
か
な
る
事
二
て
候
。
幸
坤
ロ
§

先
い
に
し
へ
、
此
所
二
小
野
々
頼
風
と
も
う
す
ひ
と
の
御
座
あ
り
た
る
が
、
そ
せ
う

の
子
細
あ
っ
て
な
が
ノ
ー
～
ざ
い
京
被
成
候
間
、
と
あ
る
御
方
と
よ
り
合
、
其
時
は
た

亘
か
り
そ
め
の
様
（
に
脱
ヵ
）
御
ざ
候
へ
ど
も
、
後
に
は
た
に
こ
と
な
く
ち
ぎ
り
を
こ

め
ら
れ
、
か
な
ら
ず
ゆ
く
す
へ
ま
で
も
あ
い
か
わ
る
ま
じ
な
ど
出
、
念
比
に
御
約
束

被
成
た
る
と
申
。
然
所
二
、
」
よ
り
か
ぜ
そ
せ
う
の
事
も
お
ぽ
し
め
す
ま
ふ
に
か
な
ひ
、

此
や
わ
た
へ
御
く
だ
り
候
へ
ど
も
、
せ
上
ひ
ま
な
き
御
身
な
れ
ば
、
久
鋪
御
い
ん
し

の
為
に
は
き
う
だ
い
ヲ
御
し
す
ま
し
あ
り
た
る
よ
り
は
い
や
ま
し
の
様
に
、
い
ま
に

●
０
勺
１
Ｊ

お
い
て
も
申
な
ら
わ
し
候
。
さ
れ
ど
も
鍾
埴
の
ば
う
』
し
ん
、
し
う
な
ん
山
に
鬼
わ

う
と
な
っ
て
、
今
に
お
い
て
御
座
有
由
申
候
へ
ど
も
、
是
ハ
何
と
や
ら
ん
誠
し
か
ら

ぬ
御
事
一
一
て
候
。
惣
じ
て
鍾
埴
の
御
事
は
、
色
々
さ
ま
か
、
に
申
せ
ど
も
、
先
わ
れ

ら
の
き
上
お
よ
び
た
る
は
、
大
方
如
此
二
て
候
。
唯
今
の
御
尋
、
太
ふ
し
ん
二
存
候
。

（
マ
マ
）

是
ハ
義
思
（
不
思
議
ヵ
）
成
事
を
仰
候
物
哉
。
此
他
二
左
様
の
人
は
御
ざ
な
く
候
が
、

籾
は
せ
う
き
の
御
ぽ
う
し
ん
あ
ら
わ
れ
給
ひ
、
こ
ゑ
言
葉
を
〔
御
〕
か
わ
し
被
成
た

る
と
推
量
仕
候
。
左
様
の
事
も
、
ぞ
う
く
わ
ん
の
被
成
た
る
［
×
ヲ
］
か
た
じ
け
な
さ

を
わ
す
れ
た
ま
わ
ず
、
何
事
な
り
と
も
」
間
の
他
二
き
ど
く
を
見
せ
給
ふ
ず
る
と
お
ぽ

し
め
し
、
■
（
顕
力
）
た
ま
ひ
た
る
と
ぞ
ん
じ
候
問
、
し
ば
ら
く
此
所
二
御
逗
留
被
成
、

５
１

鍾
埴
の
御
あ
と
を
御
弔
ひ
あ
れ
か
し
と
存
候
。
』
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ん
も
な
く
候
間
、
あ
る
時
都
の
御
方
此
八
幡
へ
尋
下
り
、
よ
り
か
ぜ
の
方
へ
御
出
あ

り
け
れ
ば
、
お
り
ふ
し
よ
り
か
ぜ
山
上
に
御
入
あ
る
御
留
主
の
事
な
れ
ば
、
内
よ
り

（
マ
マ
〉

も
事
あ
ら
上
か
成
返
事
ヲ
申
。
か
の
御
方
あ
き
れ
は
て
、
初
は
み
や
こ
二
て
位
お
か

れ
た
る
は
皆
い
つ
わ
り
二
て
あ
る
も
の
、
女
〔
［
×
心
］
ご
ふ
ろ
ノ
〕
は
か
な
さ
は
、
是

ま
で
尋
下
り
た
る
口
お
し
さ
よ
、
も
は
や
命
あ
り
て
も
せ
ん
な
し
と
て
、
あ
の
放
生

Ｆ
、
》
、
０
。
●

川
ゑ
身
ヲ
な
げ
ら
れ
候
間
、
あ
た
り
』
の
者
ど
も
お
ど
ろ
き
さ
わ
ぎ
、
頓
テ
取
あ
げ

候
へ
ど
も
、
は
や
む
な
し
く
な
り
た
ま
ひ
候
。
と
か
く
申
内
二
、
よ
り
か
ぜ
山
上
よ

り
御
く
だ
り
候
が
、
放
生
川
の
ほ
と
り
に
入
お
ふ
く
こ
ぞ
り
候
を
ふ
し
ん
二
お
ぽ
し

め
し
、
た
ち
よ
り
御
覧
じ
け
れ
ば
、
都
二
て
よ
り
合
ま
い
ら
せ
ら
れ
た
る
御
方
一
一
て

候
間
、
き
も
け
し
せ
ん
ぴ
ヲ
く
い
た
ま
へ
ど
も
か
な
わ
ず
し
て
、
籾
あ
る
べ
き
に
あ

ら
ざ
れ
ぱ
、
此
野
辺
の
土
中
に
つ
き
こ
め
、
そ
の
ま
ふ
よ
り
か
ぜ
も
身
ヲ
な
げ
ら
れ

候
間
、
是
ヲ
も
取
あ
げ
、
か
の
つ
か
と
お
し
な
ら
べ
て
つ
き
こ
め
、
則
男
づ
か
、
女

じ
よ
・
う

づ
か
（
と
脱
）
申
な
ら
わ
し
候
。
ま
た
女
郎
花
と
申
は
、
か
の
女
ら
う
」
の
身
ヲ
な
げ

ら
れ
し
お
り
ふ
し
、
山
ぷ
き
色
の
き
ぬ
ヲ
〔
め
〕
さ
れ
し
お
［
×
り
ふ
し
］
、
そ
の
ま
ふ

つ
か
に
つ
き
こ
め
た
る
が
（
？
）
、
そ
の
き
い
草
と
な
っ
て
お
い
出
た
る
ゆ
へ
に
、
此

所
の
お
ミ
な
く
し
ハ
名
草
二
て
御
ざ
候
・
籾
唯
今
の
御
た
づ
ね
、
ふ
し
ん
二
存
ル
。

そ
れ
は
う
た
が
い
も
な
き
、
よ
り
か
ぜ
ノ
御
ぽ
う
し
ん
二
て
御
ざ
あ
ら
う
ず
る
と
存

■
一
▲
Ｕ
●
■
■
早

候
。
つ
れ
ノ
ご
と
く
。
』

三
善
堺

是
ハ
ひ
ゑ
ひ
山
い
む
ろ
の
僧
正
の
坊
に
仕
へ
申
、
能
力
一
一
て
候
。
そ
れ
が
し
此
く
わ

ん
じ
ゆ
ヲ
持
是
へ
出
ル
事
、
よ
の
儀
二
あ
ら
ず
。
籾
も
た
い
と
う
の
天
狗
の
し
ゆ
り
や

う
善
界
坊
と
申
者
、
是
ハ
大
唐
二
て
候
（
ハ
ヵ
）
か
く
れ
な
き
天
狗
二
て
候
が
、
日
本
へ

渡
テ
仏
法
二
さ
ま
た
げ
ヲ
さ
そ
う
ず
す
（
？
）
と
の
事
二
て
我
朝
へ
こ
し
被
申
侯
が
、
先

あ
た
ご
山
へ
参
り
、
太
郎
坊
二
案
内
ヲ
こ
い
被
申
候
。
太
郎
坊
い
で
合
、
こ
な
た
へ
と

（
３
）

せ
う
ぜ
〔
ら
〕
れ
候
所
に
、
是
界
ぼ
う
は
あ
た
ご
山
の
気
色
ヲ
見
て
、
近
比
見
事
な

る
所
二
て
、
我
等
ご
と
き
の
者
の
す
ま
ふ
ず
る
所
」
二
て
候
、
是
に
う
へ
こ
し
〔
テ
〕

。
（
４
）

有
間
鋪
い
と
ほ
め
申
さ
れ
て
、
如
此
大
唐
二
も
、
い
わ
う
山
、
し
や
う
り
う
寺
、
は

ん
に
や
だ
い
一
一
至
（
？
）
る
ま
で
、
こ
と
ハ
ー
く
我
道
に
引
入
候
、
う
け
た
ま
わ
れ
ば
、

日
本
は
左
様
の
事
も
な
き
よ
し
一
一
て
候
が
、
何
と
て
太
郎
坊
は
さ
ま
た
げ
給
わ
ん
（
ぬ

ヵ
）
、
［
×
然
者
］
し
か
れ
ば
我
等
が
さ
ま
た
げ
申
さ
ん
と
存
、
是
ま
で
参
り
て
候
が
、
何

と
御
座
あ
る
べ
き
［
×
と
］
ぞ
、
同
じ
く
御
心
ヲ
一
シ
と
し
て
力
を
そ
へ
給
へ
か
し
と

被
申
け
れ
（
、
太
郎
坊
、
其
事
二
て
候
、
わ
れ
ら
も
内
々
は
左
様
二
存
じ
候
へ
ど
も
、

８
丁

先
以
日
本
は
小
国
と
い
へ
ど
も
神
国
也
、
殊
更
仏
法
も
さ
か
ん
成
間
、
左
様
の
儀
』

さ
り

如
何
な
、
乍
去
同
心
は
申
さ
う
ず
か
（
る
ヵ
）
、
ま
づ
あ
れ
に
見
へ
た
る
ハ
比
ゑ
い
山
と

ミ
ヤ

て
け
ん
み
つ
け
ん
が
く
の
所
也
、
先
々
〔
×
□
〕
都
こ
ゑ
御
出
あ
っ
て
、
其
後
ひ
ゑ
い

山
へ
御
出
被
成
、
心
の
ま
ふ
に
う
か
笈
い
申
さ
れ
候
へ
と
て
、
さ
っ
と
た
い
さ
ん
い

た
さ
れ
候
・
さ
る
ほ
ど
に
か
の
是
界
坊
、
都
二
て
様
ノ
ー
の
き
ど
く
ヲ
な
し
申
さ
れ

て
候
ほ
ど
に
一
二
術
）
、
僧
正
の
坊
に
、
御
出
あ
っ
て
御
き
と
う
あ
れ
と
の
御
事
二
て
候
・

僧
正
も
御
車
ヲ
は
や
め
ら
れ
候
へ
ど
も
、
先
々
少
も
は
や
く
此
く
わ
ん
じ
ゆ
ヲ
持
テ
参

れ
と
の
御
事
な
る
に
よ
り
、
是
ま
で
罷
出
た
。
い
そ
ひ
で
参
ら
う
。
誠
二
我
朝
ハ
か

い
ひ
や
く
よ
り
こ
の
か
た
神
国
二
て
、
」
殊
二
仏
法
は
ん
じ
や
う
の
御
国
二
て
有
二
、

是
界
ぽ
う
が
ぶ
ん
と
し
て
、
我
朝
二
さ
ま
た
げ
ヲ
な
さ
う
ず
る
と
の
事
は
、
か
た
は

ら
い
た
ひ
事
じ
や
。
錘
礎
ふ
き
、
い
や
、
つ
ぢ
風
が
吹
て
と
お
っ
た
れ
ぱ
、
身
ノ
け
が
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四
遊
行
柳

此
当
に
住
居
仕
る
者
二
て
候
・
此
間
ハ
」
い
づ
か
た
へ
も
出
ず
候
間
、
今
日
ハ
ふ
る

つ
か
の
柳
の
あ
た
り
へ
罷
出
、
上
下
の
旅
人
お
も
見
て
、
心
ヲ
ロ
（
慰
ヵ
）
ば
や
と
存

ル
。
ひ
ま
さ
へ
あ
ら
ば
毎
日
出
申
さ
う
ず
る
事
な
れ
ど
も
、
か
な
た
此
方
（
？
）
と
い

た
し
、
ゅ
さ
ん
ニ
出
る
事
も
無
御
座
候
。

去
程
に
、
是
成
柳
の
子
細
と
申
は
、
仁
皇
七
拾
四
代
［
×
□
］
鳥
羽
院
の
下
北
［
×
西
］

面
の
侍
二
さ
と
う
兵
衛
の
り
き
よ
と
申
た
る
御
方
の
〔
御
〕
座
有
た
る
が
、
ほ
つ
し

ん
の
お
こ
し
、
其
名
ヲ
西
行
ほ
う
し
と
付
給
ひ
、
諸
国
ヲ
し
ゆ
ぎ
や
う
被
成
候
が
、

陸
奥
へ
御
下
向
之
時
、
此
所
ヲ
御
通
り
被
成
候
。
比
は
六
月
の
じ
ぷ
ん
二
て
も
や
あ

。
０
ｒ

り
た
る
が
、
』
此
川
下
よ
り
此
辺
の
御
覧
ず
れ
（
、
川
ぞ
い
二
く
ち
木
の
柳
の
あ
［
×

り
］
る
を
御
ら
ん
じ
□
（
て
ヵ
）
、
定
而
す
宜
し
く
や
有
ら
ん
と
て
此
辺
へ
来
り
た
ま
へ

よ
だ
つ
て
お
そ
〔
ろ
〕
し
う
な
っ
た
。
是
ハ
か
の
ぜ
が
い
ぽ
う
が
ふ
か
す
る
と
見
ゑ

た
。
此
分
で
は
ま
い
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
い
そ
［
×
ひ
］
い
で
参
ら
う
。
こ
と
に
太
郎
ぽ

う
の
我
朝
の
事
を
よ
く
御
ぞ
ん
じ
で
、
今
ま
で
何
の
り
や
う
じ
お
も
め
さ
れ
い
で
、

た
と
へ
是
界
が
申
さ
る
れ
ば
と
て
、
同
心
申
さ
う
ず
る
と
あ
る
事
ハ
、
是
ハ
太
郎
坊

９
丁
・

の
ふ
ん
別
［
×
ら
〕
ち
が
い
か
と
存
ル
。
わ
上
、
是
ハ
い
か
な
事
、
大
風
』
で
道
す
じ
が

見
ゑ
ぬ
。
是
で
は
中
ノ
、
ゑ
ま
い
る
ま
ひ
。
と
か
く
ぜ
が
い
ぼ
う
と
ね
ぢ
や
う
事
は

な
る
ま
い
ほ
ど
に
、
先
こ
れ
よ
り
罷
返
ら
う
ず
る
間
、
も
し
た
の
ふ
だ
人
の
御
尋
侯

く
わ
ん
じ
ゆ

ハ
笈
、
［
×
大
士
風
］
く
わ
ん
じ
ゆ
ヲ
持
是
ま
で
参
り
候
へ
ど
も
、
大
土
風
が
ふ
い
て
道

す
ぢ
が
見
へ
が
た
い
に
よ
り
、
是
よ
り
か
へ
り
た
る
よ
し
、
御
ぞ
ん
じ
の
方
Ｊ
１
は

御
申
あ
っ
て
た
ま
わ
り
候
へ
。
其
分
心
得
候
へ
、
ノ
ー
。

五
う
れ
め

先
当
社
春
日
大
明
神
と
申
は
、
ぢ
ん
ご
け
い
う
ん
弐
年
に
、
か
わ
ち
の
国
ひ
ら
岡
の

せ
う
よ
り
飛
う
つ
り
御
申
被
成
た
□
（
る
ヵ
）
と
申
。
其
お
り
ふ
し
は
此
山
も
葉
山
」

に
て
御
〔
ざ
〕
有
た
る
が
、
其
時
の
御
た
く
せ
ん
に
、
木
ヲ
う
へ
て
ゑ
さ
せ
よ
、
お

ば
、
あ
ん
の
ご
と
く
木
影
よ
り
風
す
〔
ず
〕
敷
吹
候
程
に
、
し
ば
ら
く
此
柳
の
も
と

に
立
や
す
ら
い
テ
、
こ
の
や
な
ぎ
に
む
か
い
一
首
の
う
た
ヲ
あ
そ
ば
し
た
る
と
申
。

其
時
の
御
う
た
ハ
、
道
の
べ
に
清
水
流
る
ぁ
柳
影
、
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
と
ま
り
け

（
５
）
・

れ
、
と
か
様
二
あ
そ
ば
さ
れ
た
る
と
申
。
誠
一
一
〔
さ
す
が
御
■
■
〕
で
ん
じ
や
と
は

申
な
が
ら
、
か
ふ
る
か
じ
ん
の
言
葉
に
あ
づ
か
〔
×
り
］
■
（
る
ヵ
）
ほ
ど
の
木
な
れ
ば

と
て
、
今
に
ふ
る
つ
か
の
□
（
柳
ヵ
）
と
申
て
、
皆
ひ
と
名
木
の
様
に
申
な
ら
わ
し
候
。

い
づ
れ
も
こ
の
や
」
な
ぎ
は
子
細
あ
り
そ
ふ
一
一
見
へ
申
に
よ
り
、
は
じ
め
て
御
通
り

の
か
た
ト
ー
は
、
御
ふ
し
ん
被
成
る
Ｌ
御
事
二
て
候
・
去
程
に
、
む
か
し
は
あ
の
道

（
マ
マ
）

な
く
し
て
、
あ
れ
に
見
へ
た
る
一
村
の
か
此
方
の
川
ぎ
し
よ
り
、
是
成
道
へ
通
申
た

る
げ
に
候
。
左
様
二
候
得
ぱ
こ
そ
、
先
年
遊
行
上
人
お
く
へ
御
下
向
の
時
も
、
此
ふ

る
道
ヲ
御
と
を
り
あ
り
た
る
と
申
候
。
し
か
と
は
不
存
候
。
籾
は
我
等
の
す
い
り

や
う
二
は
、
う
た
が
い
も
な
き
く
ち
木
の
柳
の
せ
い
｜
一
て
御
ざ
あ
ら
う
ず
る
と
ぞ
ん

ひ
つ
・

じ
候
・
誠
二
草
木
心
な
し
と
は
申
せ
ど
も
、
心
の
御
座
あ
る
は
し
つ
じ
や
う
二
て
候
・

ｎ
丁

そ
れ
こ
い
か
に
と
申
に
、
ふ
る
つ
か
の
柳
の
も
と
一
一
て
す
が
た
ヲ
見
う
し
な
わ
れ
□

は
、
う
た
が
ひ
も
な
き
く
ち
木
の
柳
の
せ
い
一
一
て
御
座
あ
ら
う
ず
る
と
ぞ
ん
じ
候
。

左
様
二
候
ハ
笈
、
し
ば
ら
く
御
逗
留
あ
り
、
［
×
か
」
御
き
や
う
お
も
御
ど
く
じ
ゆ
被
成
、

ぶ
つ
く
わ
に
い
た
ら
し
め
て
御
と
お
り
あ
れ
か
し
と
存
候
。
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（
６
）

も
ふ
所
望
を
か
な
へ
ん
と
の
御
た
く
せ
ん
二
て
候
間
、
我
［
×
を
］
も
ｊ
‐
、
と
木
ヲ
う

へ
し
ん
じ
申
ほ
ど
に
、
か
様
の
み
や
ま
と
成
た
る
と
申
。
又
只
今
御
た
づ
ね
被
成
た

る
う
ね
め
と
申
御
方
は
、
雨
ノ
み
か
ど
に
仕
へ
御
申
あ
り
た
る
と
や
ら
ん
申
が
、
は

じ
め
は
き
ミ
の
ゑ
い
り
よ
に
か
な
い
、
く
ん
ぺ
ん
の
少
■
（
も
ヵ
）
さ
り
た
ま
わ
ず
、

御
な
さ
け
あ
さ
か
ら
ず
御
ざ
あ
り
た
る
が
、
何
と
や
ら
ん
ち
と
す
さ
め
ま
い
ら
せ
ら

れ
候
間
、
女
生
の
は
か
な
さ
は
、
御
心
か
わ
り
ゆ
き
て
は
し
ょ
せ
ん
命
あ
り
て
も
せ

２
ｒ

ん
な
し
と
や
思
召
け
』
ん
、
此
さ
る
さ
わ
へ
御
身
ヲ
な
げ
ら
れ
侯
。
左
様
の
御
事
お

も
ぞ
ん
ぜ
ず
候
所
に
、
あ
れ
成
柳
の
木
に
め
し
た
る
き
ぬ
ヲ
か
け
お
か
せ
ら
れ
候
間
、

ふ
し
ん
の
な
し
、
い
け
の
内
ヲ
見
わ
た
せ
ば
、
う
ね
め
の
身
ヲ
な
げ
給
ふ
。
お
ど
ろ

き
さ
わ
ぎ
、
頓
而
そ
う
も
ん
申
け
れ
ば
、
君
き
こ
し
め
し
、
あ
わ
れ
と
や
お
ぽ
し
け

ん
、
今
壱
度
う
ね
め
の
す
が
た
ヲ
ゑ
い
ら
ん
あ
る
べ
き
と
て
、
此
さ
る
さ
わ
へ
み
ゆ

き
あ
り
た
る
と
申
。
則
う
ね
め
の
す
が
た
ヲ
ゑ
い
ら
ん
被
成
候
へ
（
、
は
や
に
う
わ

の
す
が
た
ひ
き
か
へ
、
い
け
の
も
く
ず
な
ど
御
ぐ
し
に
み
だ
れ
相
、
あ
わ
れ
な
る
様

躰
を
ゑ
い
ら
ん
被
成
た
る
と
申
。
左
様
」
の
事
ヲ
さ
る
人
の
御
寄
に
、
わ
ぎ
も
〔
こ
〕

が
ね
ぐ
た
れ
が
ミ
ヲ
さ
る
さ
わ
の
、
い
け
の
た
ま
も
と
見
る
ぞ
〔
か
〕
な
し
き
、
と

か
様
に
よ
ま
れ
た
る
と
申
。
籾
只
今
ハ
何
と
［
×
て
］
お
ぽ
し
め
し
御
た
づ
ね
候
ぞ
、

ふ
し
ん
二
存
候
。
そ
れ
は
う
た
が
い
も
な
き
、
う
ね
め
の
御
ぽ
う
し
ん
二
て
御
ざ
あ

ら
う
ず
る
と
存
ル
。
聿
坤
》
・
一
丁

六
野
々
宮

先
此
野
々
宮
と
申
子
細
は
、
い
せ
さ
い
く
う
に
た
ゞ
せ
た
ま
ふ
ひ
と
、
か
り
に
う
つ

り
ま
し
ま
す
を
し
や
う
［
×
□
］
じ
ん
屋
二
て
御
ざ
候
・
此
所
二
て
御
身
ヲ
き
き
（
よ
ヵ
）

め
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
か
つ
ら
の
は
ら
い
に
あ
わ
せ
ら
れ
、
い
せ
へ
御
下
向
あ
り
、
た

（
７
）

け
の
み
や
こ
に
住
た
ま
ふ
・
古
へ
せ
ん
ぼ
う
の
御
ひ
め
宮
さ
い
く
う
に
御
立
あ
ら
う
ず

る
と
て
、
此
の
当
宮
ゑ
う
つ
ら
せ
ら
れ
た
る
と
申
。
ま
た
み
や
す
所
う
つ
ら
せ
ら
れ

た
る
や
う
だ
い
は
、
せ
ん
ぼ
う
に
お
く
れ
さ
せ
た
ま
い
て
よ
り
、
光
源
氏
み
や
す
所

を
ち
や
う
あ
い
被
成
、
御
ち
ぎ
り
あ
さ
」
か
ら
［
×
ぬ
］
ず
御
座
有
［
×
お
］
た
る
が
、

ち
と
す
〔
さ
〕
め
参
ら
せ
ら
れ
候
間
、
み
や
す
所
お
ぽ
し
め
す
は
、
源
氏
の
御
心
も

か
わ
り
ゆ
き
、
よ
る
ず
た
よ
り
な
く
な
ら
せ
ら
れ
候
間
、
都
に
御
ざ
あ
り
て
も
せ
ん

な
し
、
し
ょ
せ
ん
御
ひ
め
み
や
と
も
る
と
も
に
い
せ
へ
御
下
向
有
く
し
と
て
、
此
野

。
（
８
）

々
宮
へ
う
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。
源
氏
此
由
き
こ
し
め
し
、
み
や
す
所
の
御
こ
と
［
×
ぱ
］
ハ
さ

す
が
■
（
っ
ヵ
）
ら
き
も
の
に
は
お
ぽ
し
め
し
は
て
た
ま
わ
［
×
せ
］
ぬ
御
事
な
れ
（
、

今
壱
度
御
た
い
め
ん
あ
り
、
か
の
御
し
ん
中
を
と
む
ら
い
た
ま
わ
う
ず
る
と
お
ぽ
し

Ｍ
丁
・

め
し
、
長
月
七
日
之
比
、
げ
ん
じ
此
所
へ
ま
ふ
で
さ
せ
た
ま
ふ
。
』
然
ど
も
さ
す
が

御
し
や
う
じ
ん
や
の
御
事
な
れ
ば
、
い
が
き
よ
り
う
ち
へ
は
か
な
い
不
申
候
間
、
其

時
源
氏
の
御
手
に
榊
の
ゑ
だ
ヲ
い
さ
ふ
か
も
た
せ
ら
れ
、
か
わ
ら
ぬ
色
ヲ
し
る
ベ
ー
ー
と

仰
ら
れ
、
い
が
き
の
内
に
さ
し
お
き
た
ま
へ
ぱ
、
み
や
す
所
御
ら
ん
じ
て
御
う
た
に
、

か
ミ
が
き
は
し
る
し
の
杉
も
な
き
も
の
を
、
い
か
に
ま
が
へ
て
お
れ
る
榊
ぞ
、
と

（
９
）

か
様
に
よ
ミ
た
ま
ヘ
バ
、
頓
而
源
氏
の
御
寄
に
、
お
と
め
こ
が
か
ざ
し
と
思
ヘ
バ

榊
葉
の
、
か
を
な
つ
か
し
〔
×
き
］
み
と
め
て
こ
そ
お
れ
、
と
あ
そ
ば
し
、
明
日
御
帰

り
候
時
も
、
な
ご
り
お
し
げ
に
御
返
り
あ
り
た
る
と
申
せ
ど
も
、
源
氏
な
ど
の
御
事

は
」
う
へ
つ
か
た
の
人
は
御
存
知
有
べ
け
れ
ど
も
、
我
等
ご
と
き
の
も
の
は
さ
だ
か

成
子
細
は
存
ぜ
ず
候
が
、
只
今
（
の
脱
ヵ
）
御
尋
、
ふ
し
ん
二
存
［
×
候
］
ル
。
そ
れ

は
う
た
が
ふ
所
も
な
き
、
み
や
す
所
■
御
ぽ
う
し
ん
二
て
御
座
あ
ら
う
ず
る
と
存
候
。
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七
う
き
舟

先
う
き
舟
と
申
た
る
御
方
は
、
八
の
宮
の
三
番
め
の
御
そ
く
女
一
一
て
御
ざ
あ
り
た
る

と
申
。
則
あ
げ
ま
き
の
大
き
ミ
、
中
の
君
、
三
ノ
君
と
申
て
三
お
わ
し
ま
ま
（
術
）
し

た
る
が
、
中
の
君
は
に
わ
う
兵
部
の
き
や
う
と
夫
婦
の
御
か
た
ら
い
を
な
し
た
ま
ふ
。

ま
た
三
の
君
は
源
氏
第
弐
の
御
子
に
か
お
る
大
し
や
う
ど
の
と
申
御
方
と
ち
ぎ
り
、

ひ
よ
く
れ
ん
り
の
御
か
た
ら
い
不
浅
御
ざ
あ
り
た
る
と
申
。
然
所
二
、
あ
る
夕
暮
二
に

わ
う
兵
部
き
や
〔
×
き
］
（
犯
、
三
の
君
ヲ
御
覧
じ
て
お
ぽ
し
め
し
ま
ど
わ
れ
、
い
」
ろ

ノ
ー
～
の
ゑ
ん
の
頼
ミ
、
か
お
る
太
じ
や
う
に
ま
ぎ
れ
ゆ
め
か
と
の
ミ
の
御
ち
ぎ
り
二

て
、
そ
れ
よ
り
互
二
御
心
ヲ
う
つ
さ
れ
、
あ
る
時
ハ
御
舟
に
め
し
て
、
た
ち
ば
な
の

小
嶋
の
あ
た
（
り
脱
ヵ
）
へ
御
出
あ
り
、
兵
部
き
や
う
の
御
う
た
に
、
と
し
ふ
と
も
か

わ
ら
ぬ
（
ん
ヵ
）
物
か
た
ち
ば
な
の
、
こ
じ
ま
の
さ
き
に
ち
ぎ
る
心
は
、
と
よ
ミ
た
ま

ヘ
バ
、
そ
の
御
返
寄
に
、
た
ち
ば
な
の
小
嶋
の
色
は
か
わ
ら
じ
を
、
此
う
き
舟
ぞ
ゆ

く
ゑ
し
ら
れ
ぬ
、
と
あ
そ
（
し
て
よ
り
、
三
の
君
ヲ
う
き
舟
と
申
な
ら
わ
し
候
。
左

様
二
た
び
も
か
さ
な
り
、
は
や
世
上
に
か
く
れ
な
け
れ
ば
、
う
き
舟
お
も
は
ゆ
く
お
ぼ

６
１

し
め
し
、
』
有
夜
御
ね
や
ヲ
忍
び
出
、
此
う
ぢ
が
わ
へ
身
を
な
げ
ん
と
し
た
ま
ふ
所

二
、
お
り
ふ
し
川
な
ミ
あ
ら
く
物
す
さ
ま
じ
く
候
間
、
さ
す
が
御
身
ヲ
な
げ
［
×
お
］

そ
れ
ヲ
い
か
に
と
申
に
、
み
や
す
所
の
御
心
中
お
そ
ろ
し
き
御
方
な
り
、
殊
に
源
氏

此
所
へ
ま
ふ
で
さ
せ
給
ひ
し
長
月
七
日
、
則
け
ふ
に
あ
た
り
候
間
、
古
ヘ
ヲ
ゆ
か
し

ぐ
お
ぽ
し
め
し
、
あ
ら
わ
れ
た
ま
ひ
た
る
と
存
候
間
、
あ
り
が
た
き
御
御
（
術
）
経
な
ど

も
御
ど
く
じ
ゆ
被
成
、５

１

つ
ね
の
ご
と
く
。
』

八
玉
か
づ
ら

先
た
ま
か
づ
ら
と
申
た
る
御
方
は
、
御
〔
×
は
こ
ち
上
ハ
と
う
の
中
将
ど
の
と
申
［
×

た
る
］
て
、
御
は
上
〔
ハ
〕
夕
貝
の
う
へ
と
申
た
る
御
方
に
て
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
。
籾

そ
の
御
母
夕
貝
の
う
へ
は
、
都
何
が
し
の
い
ん
二
て
う
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
よ
る
づ

た
よ
り
な
く
な
ら
せ
ら
れ
、
［
×
御
］
つ
く
し
に
さ
る
子
細
あ
り
て
、
め
の
と
の
女
方

玉
か
づ
ら
の
四
才
の
時
つ
く
し
へ
御
と
も
申
さ
れ
、
久
敷
で
ん
じ
や
の
御
住
居
被
成
、

は
や
御
と
し
も
拾
八
九
に
も
御
成
候
所
二
、
つ
く
し
人
に
太
夫
の
げ
ん
と
申
て
」
い

る
ど
の
ミ
成
あ
く
道
人
あ
り
し
が
、
玉
か
づ
ら
の
御
事
を
問
テ
め
の
と
に
色
ノ
ー
～
申

せ
ど
も
、
さ
ら
に
が
て
ん
も
な
く
候
間
、
さ
あ
ら
ば
む
ば
い
と
り
可
申
と
し
き
り
に

有
し
ほ
ど
に
、
め
の
と
お
も
わ
れ
候
は
、
兎
角
是
に
お
き
ま
い
ら
せ
て
は
あ
し
か
る
べ

た
ま
ふ
事
も
な
ら
ず
、
い
か
な
る
へ
ん
げ
の
物
な
り
と
も
、
我
を
取
う
せ
よ
か
し
と

な
げ
き
▽
た
ま
ヘ
バ
、
御
一
ね
ん
も
通
じ
け
る
か
、
こ
く
う
に
つ
か
ん
で
う
せ
た
る

が
、
ま
た
此
う
ぢ
の
里
に
す
て
お
き
ま
い
ら
せ
候
。
△
そ
れ
よ
り
〔
御
〕
心
う
つ
上

く
（
術
ヵ
）
な
く
な
り
た
ま
ひ
し
（
て
力
）
候
。
其
お
り
ふ
し
、
横
川
の
僧
都
の
御
は
Ｌ

初
瀬
へ
御
参
り
あ
り
け
る
が
、
御
下
向
に
う
き
舟
ヲ
見
付
た
ま
ひ
、
御
む
す
め
を
う

し
な
い
た
ま
ふ
二
見
め
か
た
ち
す
こ
し
［
×
を
〕
も
ち
が
い
」
た
ま
わ
ね
ば
、
頓
而
お

の
上
里
へ
つ
れ
ま
い
ら
せ
ら
れ
、
則
僧
都
御
物
の
け
ヲ
御
い
の
り
あ
り
、
そ
の
後
に

は
御
ぐ
し
を
お
ろ
さ
れ
、
す
ミ
ぞ
め
に
御
身
ヲ
や
［
×
く
］
つ
し
、
つ
い
に
お
の
の
里

二
て
わ
う
じ
や
う
を
と
げ
た
ま
ひ
た
る
と
申
。
先
我
等
の
き
ふ
及
た
る
は
、
如
此
二

て
候
。
只
今
（
の
脱
力
）
御
た
づ
ね
、
ふ
し
ん
□
（
ニ
ヵ
）
存
ル
。
そ
れ
は
う
た
が
い
も

な
き
、
う
き
ふ
れ
の
御
ぽ
う
し
ん
二
て
御
ざ
あ
ら
う
ず
る
◎
率
小
口
。
］
‐
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し
と
て
、
は
や
舟
ヲ
こ
し
ら
へ
都
を
さ
し
て
の
ぼ
せ
ら
る
歩
を
、
太
夫
の
げ
ん
間
て
、

お
ひ
て
舟
ヲ
こ
し
ら
へ
お
っ
か
け
申
せ
ど
も
か
な
わ
ず
、
玉
か
づ
ら
ハ
都
の
地
二
御

着
あ
る
が
、
舟
ぢ
に
も
な
ん
ぎ
の
御
ざ
候
間
、
御
り
う
ぐ
わ
ん
な
く
て
は
か
の
ふ
ま
じ

８
ｒ

い
と
て
、
当
寺
は
っ
瀬
の
く
わ
ん
お
ん
は
』
も
ろ
こ
し
ま
で
も
其
き
こ
ゑ
候
得
ば
、

都
の
地
二
な
ん
な
く
御
付
あ
ら
ば
、
当
寺
へ
御
参
あ
る
べ
き
と
の
御
事
な
れ
ば
、
御

り
う
ぐ
わ
ん
の
き
ど
く
に
や
、
何
事
な
く
御
ふ
れ
付
申
候
間
、
則
当
寺
へ
御
参
り
あ

り
た
る
所
に
、
ま
た
都
ニ
タ
貝
の
う
へ
の
御
め
の
と
ど
に
う
こ
ん
と
（
脱
ア
ル
ヵ
）
女
房
、

夕
貝
の
う
へ
に
お
く
れ
さ
せ
給
ひ
て
よ
り
源
氏
の
御
か
た
に
候
へ
し
が
、
今
壱
度
た

ま
か
づ
ら
に
あ
い
た
き
と
、
此
事
い
の
り
に
初
瀬
へ
月
ま
ふ
で
し
た
ま
い
し
が
、
当

寺
の
御
り
し
や
う
一
一
や
、
弐
本
の
す
ぎ
の
も
と
に
て
う
こ
ん
玉
か
づ
ら
に
ゆ
き
相
、

た
が
い
に
な
の
め
な
ら
ず
の
御
よ
ろ
こ
び
一
一
て
、
其
ま
上
」
当
寺
よ
り
都
へ
御
と
も

申
さ
れ
、
す
へ
は
ん
じ
や
う
に
さ
か
ゑ
た
ま
ふ
事
も
、
当
寺
の
御
り
し
や
う
な
る
よ

し
う
け
た
ま
わ
り
候
。
只
今
の
御
た
づ
ね
、
ふ
し
ん
二
存
候
。

そ
れ
は
う
た
が
い
も
な
き
、
た
ま
か
づ
ら
の
御
ぽ
う
し
ん
二
て
御
座
あ
ら
ふ
ず
る
。

此
所
に
て
は
御
は
て
な
く
候
得
ど
も
、
当
寺
ヲ
事
外
し
ん
が
ふ
被
成
た
る
げ
に
候

間
、
こ
れ
に
御
し
う
し
ん
〔
ヲ
〕
の
こ
［
×
し
］
さ
れ
た
る
と
ぞ
ん
じ
候
間
、
つ
れ
ノ
ご

凹
丁

と
く
。
』

九
た
ゑ
ま

門
前
の
者
と
御
た
づ
ね
は
、
い
か
様
な
る
御
用
一
一
て
候
ぞ
。
つ
れ
ノ
ご
と
く
。
先
中
将
姫

と
申
御
方
は
、
は
い
た
い
天
皇
の
御
宇
に
、
よ
こ
は
ぎ
の
右
太
臣
と
よ
成
と
申
御
方

の
御
そ
く
じ
よ
二
て
御
ざ
あ
り
た
る
と
申
が
、
け
い
ぽ
の
御
ざ
ん
げ
ん
に
よ
り
、
ひ
ぱ

り
山
に
す
て
お
き
ま
い
ら
せ
ら
れ
た
る
と
申
。
さ
れ
ど
も
中
将
姫
、
左
様
の
御
事
ヲ

も
い
と
い
た
ま
わ
ず
、
只
一
心
に
ひ
も
の
御
ぽ
だ
い
の
為
き
や
う
念
仏
あ
り
、
月
日

ヲ
お
く
り
た
ま
ふ
が
、
有
時
父
の
大
臣
ど
の
み
か
り
を
御
さ
た
有
、
ひ
ぱ
ぱ
（
術
）
り

や
ま
へ
わ
け
入
た
ま
へ
ば
、
」
た
に
相
に
し
ば
の
い
お
り
を
む
す
び
、
う
つ
く
し
き
ひ

め
君
一
人
お
わ
し
ま
す
。
太
臣
ど
の
ふ
し
ぎ
に
お
ぽ
し
め
し
、
い
か
様
な
る
御
方
ぞ

と
尋
た
ま
へ
ば
、
我
わ
と
よ
な
り
の
そ
く
女
な
る
が
、
け
い
ぽ
の
は
か
ら
い
に
よ
り

此
山
へ
す
て
お
か
れ
、
如
此
な
る
御
住
居
有
由
仰
ら
れ
け
れ
ば
、
太
じ
ん
ど
の
き
こ

し
め
し
、
ご
ん
■
（
ご
ヵ
）
道
■
（
断
ヵ
）
の
事
、
左
様
の
こ
と
我
わ
ゆ
め
二
も
し
ら
ぬ

な
り
、
た
宮
何
事
も
ゆ
る
し
た
ま
へ
と
て
、
そ
の
ま
ふ
な
ら
の
み
や
こ
ゑ
御
供
あ
り
、

い
ね
う
か
つ
が
ふ
御
申
有
、
然
ど
も
中
将
は
ご
せ
ぽ
だ
い
の
事
を
の
ミ
お
ぽ
し
め
し
、

釦
ｒ
。

な
ら
の
都
を
し
』
の
び
出
、
か
ち
は
だ
し
二
て
此
寺
へ
き
た
り
、
是
二
て
御
ぐ
し
を

お
ろ
し
、
御
名
を
に
ん
ら
い
と
付
、
我
正
身
の
あ
ミ
だ
如
来
ヲ
ぢ
き
に
お
が
ミ
不
申

は
、
此
だ
う
ぢ
や
う
お
御
出
あ
る
ま
じ
き
と
の
き
ん
そ
く
の
ぐ
わ
ん
ヲ
お
こ
し
た
ま

ふ
所
に
、
有
時
念
仏
ど
つ
き
や
う
の
お
り
ふ
し
、
老
女
壱
人
御
前
に
き
た
り
た
ま
ふ
。

中
将
姫
ふ
し
ぎ
二
お
ぽ
し
め
し
、
い
か
様
な
る
御
方
ぞ
と
尋
た
ま
へ
ぱ
、
我
を
御
よ

び
有
ほ
ど
に
来
り
た
る
と
御
申
候
得
（
、
中
将
姫
、
我
は
念
仏
ヲ
申
候
が
、
籾
は
あ

ミ
だ
女
来
一
一
て
ま
し
ま
す
か
と
御
ぢ
や
う
候
へ
ぱ
、
中
ノ
ー
の
事
、
御
身
女
人
な
る

に
よ
り
、
老
」
女
と
げ
ん
じ
来
り
た
る
と
御
申
候
得
ば
、
中
将
、
籾
は
我
日
比
の
ね

ん
ぐ
わ
ん
か
な
い
、
正
身
の
あ
ミ
だ
女
来
ヲ
じ
き
に
お
が
ミ
申
事
の
あ
り
が
た
さ
よ

と
、
か
ん
る
い
ヲ
お
さ
へ
が
た
く
て
、
と
て
も
の
御
事
に
、
ま
つ
せ
の
し
ゆ
じ
や
う

さ
い
ど
の
為
、
き
ど
く
お
の
こ
し
お
か
る
べ
き
と
御
申
候
得
ば
、
さ
あ
ら
ば
は
す
の

い
と
二
て
、
ご
く
ら
く
の
ミ
や
う
そ
う
を
ま
ん
だ
ら
に
お
り
あ
ら
わ
し
て
ま
い
ら
せ
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十
の
も
り

か
様
二
候
者
は
、
南
都
た
る
い
あ
た
り
に
住
居
す
る
も
の
二
て
候
。
今
日
（
？
）
は
」

春
日
の
シ
あ
た
り
へ
罷
出
、
心
を
慰
ば
や
と
存
ル
。
佃
ヲ
見
付
、
つ
れ
ノ
ご
と
く
。
「
見
な
れ

申
さ
ぬ
御
佃
成
が
、
何
方
よ
り
御
出
峡
ぞ
．
」

先
此
春
日
野
に
お
い
て
、
の
守
の
か
笈
ミ
と
申
〔
ハ
〕
、
則
是
成
水
ヲ
申
な
ら
わ
し
候
。

そ
の
子
細
は
、
此
の
を
ま
も
る
者
の
候
い
し
が
、
其
か
げ
を
う
つ
し
見
申
に
よ
り
、

の
も
り
の
か
質
ミ
と
も
、
ま
た
は
の
守
の
水
と
も
申
侯
。
然
ば
む
か
し
、
あ
る
人
此

野
に
お
い
て
み
か
り
ヲ
御
さ
た
候
い
し
時
、
御
た
か
ヲ
見
う
し
な
い
、
髪
か
し
こ
ヲ
御

尋
被
成
れ
ど
も
、
御
た
か
の
ゆ
く
ゑ
し
れ
不
申
候
所
に
、
一
人
の
の
も
り
の
あ
り
し

理
丁

ほ
ど
に
、
御
た
か
の
ゆ
く
』
ゑ
や
し
り
て
あ
る
と
尋
候
へ
ぱ
、
か
の
者
こ
た
ゑ
申
様
、

さ
ん
候
、
御
た
か
は
あ
れ
成
水
の
そ
こ
に
候
と
申
け
れ
ば
、
か
り
人
ふ
し
ん
二
お
ぽ

し
め
し
、
た
ち
よ
り
て
御
覧
候
得
ば
、
水
の
そ
こ
に
は
御
た
か
の
候
ら
（
は
脱
）
ず
し

て
、
そ
の
う
へ
な
る
木
に
［
×
こ
い
お
と
っ
て
）
い
申
た
る
が
、
水
に
う
つ
り
て
ま
さ
し

ん
と
て
、
た
て
よ
こ
一
ぢ
や
う
五
尺
の
ま
ん
だ
ら
ヲ
お
り
立
た
ま
ふ
。
な
ん
ぽ
う
あ

り
が
た
き
御
事
二
て
候
。
先
当
寺
に
お
い
て
ま
ん
だ
ら
お
り
給
ひ
し
ら
い
れ
き
、

大
〕
１
方
如
此
二
て
候
・

そ
れ
が
し
の
す
い
り
や
う
に
は
、
老
女
は
あ
ミ
だ
女
来
、
今
一
人
の
女
人
は
中
将
姫

に
て
御
ざ
あ
ら
ふ
ず
る
と
ぞ
ん
じ
候
。
是
と
申
も
お
ひ
じ
り
た
つ
と
く
ま
し
ま
す
に

よ
り
、
あ
ら
わ
れ
出
御
こ
と
ば
ヲ
か
わ
さ
れ
た
る
と
存
候
間
、
是
に
御
逗
留
あ
り
、

し
ん
卜
Ｉ
わ
た
く
し
な
く
、
か
さ
ね
て
中
将
姫
の
誠
の
御
す
が
た
ヲ
御
ら
ん
あ
れ
か

し
と
存
候
。

十
一
鵜
飼

此
せ
り
ふ
、
ぬ
ゑ
と
少
も
た
が
わ
ず
。
ぬ
ゑ
に
は
、
す
さ
き
の
だ
う
と
巾
。
是
ハ
、
川
さ
き
の
だ
う
と
申
。

又
ば
け
も
の
海
か
ら
あ
が
る
と
申
所
ヲ
、
川
よ
り
ひ
か
り
も
の
あ
が
る
と
申
．
こ
れ
ば
か
り
ち
が
い
な
り
．

存
も
よ
ら
ぬ
事
ヲ
御
た
づ
ね
候
物
哉
。
さ
れ
ど
も
此
様
躰
ハ
よ
く
ぞ
ん
じ
て
候
ほ
ど

に
、
語
て
き
か
せ
申
さ
う
。

そ
う
く
つ
此
い
さ
わ
川
と
申
は
、
上
下
三
里
が
間
は
か
た
く
せ
つ
し
や
う
き
ん
だ
ん

の
所
二
て
、
む
さ
と
う
を
歩
と
る
事
な
ら
ず
候
。
然
所
に
何
者
と
も
し
れ
ず
、
よ
る

ノ
’
１
此
川
へ
し
の
び
出
う
お
つ
か
ふ
ほ
ど
に
、
此
所
の
わ
か
い
も
の
ど
も
聞
付
、
に

く
い
こ
と
二
て
候
程
二
、
ぜ
ひ
と
も
と
ら
ゑ
て
か
う
だ
い
の
」
た
め
し
に
せ
い
ぱ
い

殺
生
禁
制
ノ
所
成
事
、
い
さ
わ
川
上
下
三
里
が
間
の
氏
神
八
幡
二
て
御
ざ
候
故
、
殺
生
ノ
利
ヲ
以
テ
せ
つ
し

３
今２

１

や
う
ヲ
と
む
る
也
。
』

く
見
ゑ
候
〔
を
、
い
ま
の
の
も
り
は
、
御
た
か
水
の
そ
こ
に
い
申
と
こ
た
へ
候
〕
。
こ

こ
を
も
っ
て
御
う
た
に
、
は
し
た
〔
か
〕
の
の
も
り
の
か
笈
ミ
ゑ
て
し
が
な
、
思

ひ
お
も
わ
ず
よ
そ
な
が
ら
見
ん
、
と
か
様
に
よ
ま
せ
ら
れ
た
る
と
申
。
ま
た
誠
の
の

（
マ
マ
｝

も
り
の
か
笈
ミ
と
申
［
×
□
］
子
細
は
、
こ
れ
成
つ
か
に
き
ぢ
ん
経
候
が
、
其
お
に
の

持
た
る
か
亘
ミ
が
誠
の
野
守
の
か
質
ミ
［
×
み
］
｜
一
て
御
ざ
あ
る
よ
し
申
。
先
」
此
春

日
の
に
お
い
て
の
も
り
の
か
笈
ミ
の
子
細
、
我
等
の
承
り
た
る
ハ
如
此
一
一
て
侯
。

そ
れ
は
う
た
が
い
も
な
き
、
此
つ
か
に
す
む
き
ぢ
ん
に
て
御
ざ
あ
ら
ふ
ず
る
と
存
候
。

左
様
二
候
ハ
笈
、
し
ば
ら
く
御
逗
留
あ
り
、
是
二
て
御
つ
と
め
な
ど
御
さ
た
候
い
て
、

か
さ
ね
て
き
ど
く
を
御
ら
ん
あ
れ
か
し
と
存
候
。
何
二
て
も
御
用
候
ハ
蛍
、
仰
付

ら
れ
候
へ
。
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い
た
さ
う
ず
る
と
申
て
、
み
な
，
１
１
申
合
、
あ
る
夜
此
川
の
つ
ま
り
八
、
に
待
う
け

い
申
所
ヲ
、
う
ん
の
き
わ
め
の
か
な
し
さ
は
、
か
の
鵜
つ
か
い
ね
ろ
ふ
所
ヲ
ゆ
め
に

も
し
ら
ず
、
う
お
つ
か
ふ
て
上
る
。
待
ま
ふ
け
た
る
事
な
れ
ば
、
其
ま
上
ひ
つ
と
ら

へ
Ｌ
令
勺

へ
て
見
れ
ば
、
此
川
下
に
岩
立
と
申
所
の
う
つ
か
い
な
り
。
か
の
者
と
ら
へ
ら
れ
て

め
い
わ
く
し
、
か
様
の
せ
つ
せ
う
き
ん
だ
ん
の
所
と
は
不
存
、
鵜
〔
ヲ
〕
つ
か
い
申

た
。
此
以
後
つ
か
い
申
ま
じ
い
ほ
ど
に
、
此
た
び
は
ひ
□
（
ら
ヵ
）
に
御
め
ん
候
へ
と

て
、
手
ヲ
あ
わ
せ
色
々
わ
び
こ
と
い
た
し
か
な
し
ミ
候
ほ
ど
に
、
か
た
は
し
よ
り
申

馴
丁

事
ハ
、
』
老
人
の
身
（
と
脱
ヵ
）
い
上
あ
ま
り
い
た
わ
し
き
事
な
れ
ば
、
ま
づ
此
度
は

た
す
け
よ
と
申
も
の
も
あ
り
、
い
や
ノ
ー
か
ほ
ど
の
と
が
人
を
何
と
て
た
す
く
べ
き
、

た
蟹
こ
ろ
せ
よ
と
申
人
も
あ
り
、
と
り
ハ
ー
に
申
ほ
ど
に
、
兎
角
頓
而
一
せ
っ
た
し

や
う
の
利
に
ま
か
せ
、
こ
ろ
す
に
何
の
子
細
の
あ
る
べ
き
ぞ
と
て
、
ま
づ
竹
ヲ
と
り

よ
せ
、
よ
く
わ
ら
せ
て
す
に
あ
ま
せ
、
か
の
鵜
つ
か
い
ヲ
そ
の
上
に
ね
さ
せ
て
、
く

る
り
ノ
ー
１
と
ひ
ん
ま
い
て
、
よ
所
五
所
し
っ
か
と
い
わ
せ
、
大
き
成
い
し
を
く
く
り

付
、
此
い
さ
わ
川
の
一
の
ふ
か
き
所
に
だ
ん
ぶ
と
な
げ
い
れ
、
ふ
し
づ
け
二
仕
候
が
、

只
今
の
御
た
づ
ね
、
ふ
し
ん
二
存
［
×
候
］
ル
。
籾
は
是
へ
上
る
ひ
か
り
物
ハ
、
其
の

（
マ
マ
）

う
つ
」
飼
の
ぽ
う
し
ん
二
て
御
ざ
あ
る
よ
な
。
是
と
申
も
、
お
僧
た
つ
と
く
ま
し
ま

す
に
よ
り
、
一
ぺ
ん
の
ゑ
か
う
も
あ
づ
か
り
た
く
ぞ
ん
じ
、
す
が
た
を
ま
見
ゑ
、
が

う
り
き
の
鵜
ヲ
つ
か
ふ
て
御
目
に
か
け
た
る
と
ぞ
ん
じ
候
間
、
何
も
け
ち
ゑ
ん
ハ
お

な
じ
事
に
て
候
得
ば
、
か
の
鵜
つ
か
い
の
あ
と
を
御
と
む
ら
い
あ
れ
か
し
と
存
候
。

そ
れ
は
近
比
二
て
候
・
さ
や
う
に
候
ハ
萱
、
み
な
ノ
ー
ま
い
り
、
い
し
ヲ
ひ
ろ
ふ
て

溺
丁

ま
い
ら
せ
う
ず
る
二
て
候
・
』

十
二
熊
坂

か
様
（
に
脱
力
）
候
者
は
、
み
の
上
国
赤
坂
の
宿
二
住
居
す
る
も
の
一
一
て
候
。
今
日
ハ
あ

を
の
が
原
の
あ
た
り
へ
参
り
、
心
ヲ
な
（
ぐ
脱
）
さ
ま
ば
や
と
存
る
。
稲
窪
硯
諦
啄
か
。

此
当
に
左
様
の
人
は
な
く
候
が
、
い
や
御
尋
に
つ
い
て
お
も
ひ
出
た
る
事
の
候
・
い

に
し
へ
熊
坂
の
ち
や
う
は
ん
と
申
て
、
た
る
い
大
は
か
の
あ
た
り
二
て
、
夜
打
が
う

だ
う
さ
ま
ハ
ー
、
の
あ
く
〔
ヲ
〕
な
し
た
る
も
の
上
候
が
、
こ
の
人
の
事
二
て
候
ハ
笈
、

か
た
は
し
う
け
た
ま
」
わ
り
た
る
通
り
物
語
申
さ
う
。

先
熊
坂
の
ち
や
う
は
ん
と
申
人
は
、
北
（
？
）
国
が
た
よ
り
出
ら
れ
た
る
と
申
が
、
国

々
の
い
す
人
の
た
う
り
や
う
二
て
、
国
土
の
も
の
を
あ
つ
め
、
こ
上
か
し
こ
二
て
あ

く
た
う
ヲ
い
た
さ
れ
た
る
が
、
は
て
さ
ま
二
は
此
あ
を
野
が
原
の
か
た
わ
ら
二
住
た
ま

い
た
る
と
申
。
そ
う
じ
て
ち
や
う
は
ん
は
、
は
じ
め
は
し
や
う
じ
き
成
人
二
て
あ
り

つ
る
が
、
太
事
の
事
二
て
候
ぞ
、
あ
る
時
し
ん
る
い
の
中
二
て
、
い
へ
ぬ
し
の
見
る

ま
へ
二
て
、
蔵
の
か
ぎ
ヲ
と
つ
ぱ
し
り
出
ら
れ
候
間
、
し
ん
る
い
は
か
ぎ
ヲ
と
り
か
へ沁

丁

さ
ん
と
お
っ
か
け
候
間
、
か
の
ち
や
う
は
ん
、
道
の
し
る
き
所
二
て
と
り
お
と
し
た
』

る
て
い
二
て
、
か
ぎ
ヲ
ふ
ミ
付
て
に
げ
ら
れ
候
間
、
し
ん
る
い
は
か
ぎ
ヲ
と
り
か
へ
し

た
る
と
よ
ろ
こ
び
た
ち
か
へ
り
候
得
バ
、
彼
ち
や
う
は
ん
、
ふ
ミ
付
た
る
か
ぎ
の
あ

と
〔
手
〕
本
に
さ
せ
合
か
ぎ
ヲ
こ
し
ら
へ
、
彼
者
の
所
［
×
’
二
へ
し
の
び
入
、
蔵
お

あ
け
一
せ
き
を
と
り
、
そ
れ
よ
り
い
す
ミ
は
も
と
で
も
い
ら
ず
面
白
き
も
の
と
心
得
、

愛
か
し
こ
に
て
あ
く
た
う
ヲ
い
た
さ
れ
た
る
と
申
。
ま
た
此
所
二
て
は
て
ら
れ
た
る

様
躰
は
、
い
に
し
へ
都
に
三
条
の
吉
次
信
高
と
て
、
〔
こ
〕
が
ね
お
あ
き
の
ふ
あ
き
人

の
あ
り
け
る
が
、
毎
年
高
に
ヲ
作
り
お
く
へ
下
り
候
を
、
か
の
ち
や
う
は
ん
是
ヲ
よ

く
ぞ
ん
じ
、
何
様
と
り
申
さ
ん
と
て
、
く
」
つ
き
や
う
の
い
す
人
ヲ
七
拾
人
あ
つ
め
、
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是
ハ
此
当
の
者
二
て
候
。
今
日
ハ
ち
と
は
ま
へ
出
テ
、
心
ヲ
慰
ば
や
と
存
ル
。
佃
ヲ
兄
付
、

つ
れ
ノ
ご
と
く
。

先
此
浦
の
惣
名
を
、
ふ
た
ミ
の
う
ら
と
や
ら
ん
申
。
ま
た
は
あ
こ
ぎ
が
う
ら
と
も
申

で
、
今
う
（
》
。
〉
）

候
。
則
そ
の
子
細
は
、
此
浦
の
う
を
堅
太
神
宮
へ
御
供
に
へ
上
申
に
よ
り
、
つ
れ
の

時
は
か
た
く
せ
つ
せ
う
き
ん
だ
ん
二
て
、
む
さ
と
う
を
シ
と
る
事
ハ
な
り
不
申
候
。

然
所
に
、
こ
の
当
に
あ
こ
ぎ
と
申
狩
師
の
御
ざ
あ
り
た
る
が
、
よ
る
ノ
ー
此
浦
に
し

胡
丁

の
び
出
あ
ミ
ヲ
引
候
を
、
始
ハ
人
も
不
存
候
へ
ど
も
、
た
び
も
重
り
』
け
れ
ば
、
此

浦
の
も
の
見
付
存
知
て
、
ぜ
ひ
と
も
此
者
ヲ
と
ら
ゑ
て
後
代
の
た
め
し
に
せ
い
ば
い

其
ま
ふ
夜
と
う
を
か
け
ら
れ
候
間
、
う
ん
の
き
わ
め
の
か
な
し
さ
は
、
彼
吉
次
所
に

う
し
わ
か
ど
の
と
申
御
方
の
御
ざ
あ
り
た
る
が
、
吉
次
ヲ
頼
ミ
お
く
へ
御
下
り
候
を
、

か
の
者
ど
も
是
ヲ
ゆ
め
に
も
し
ら
ず
、
我
さ
き
一
一
と
み
だ
れ
入
候
を
、
う
し
わ
か
ど

の
こ
わ
き
に
か
ま
へ
、
む
か
ふ
い
す
人
を
不
残
こ
ろ
し
た
ま
ふ
。
の
こ
る
も
の
ど
も
、

あ
る
い
ハ
愛
か
し
こ
に
か
買
ミ
、
う
し
わ
か
ど
の
ニ
わ
た
り
相
も
の
も
な
く
候
所
に
、

か
の
ち
や
う
は
ん
う
し
わ
か
ど
の
二
渡
り
相
、
ひ
じ
ゆ
つ
と
つ
く
し
た
坐
か
い
け
れ
ど

や
ら
－
Ｊ
◆

も
、
そ
れ
に
も
か
な
』
わ
ず
し
て
、
牛
若
ど
の
に
う
た
れ
、
六
拾
三
と
申
に
あ
し
た

の
露
と
き
ゑ
た
ま
ひ
た
る
と
申
が
、
御
尋
ふ
し
ん
一
一
存
ル
。
そ
れ
は
う
た
が
い
も

な
き
、
熊
坂
の
長
半
の
ゅ
ふ
れ
い
一
一
て
御
ざ
あ
ら
ふ
ず
る
。
あ
く
た
う
人
の
事
な
れ

ば
、
一
入
つ
ミ
も
ふ
か
か
ら
う
ず
る
問
、
此
度
お
僧
に
ま
見
へ
、
一
ぺ
ん
の
ゑ
か
ふ

二
も
あ
づ
か
り
た
く
ぞ
ん
じ
、
姿
を
ま
見
ゑ
た
る
と
存
間
、
此
〔
×
度
］
所
に
御
た
う

り
う
あ
り
、
ち
や
う
は
ん
の
あ
と
ヲ
御
と
む
ら
い
あ
れ
か
し
と
存
ル
・
」

十
１
あ
こ
ぎ

十
四
舟
橋

是
ハ
此
当
に
住
居
す
る
者
二
て
候
。
今
日
ち
と
罷
出
、
心
ヲ
慰
ば
や
と
存
ル
。
い
や
、

是
二
見
な
れ
申
さ
ぬ
若
（
零
）
僧
の
御
入
候
。
事
坤
〕
・
先
寄
の
お
こ
り
ヲ
い
か
に
と

申
に
、
い
に
し
へ
此
所
二
し
の
（
び
脱
）
づ
ま
に
あ
こ
が
れ
た
る
も
の
Ｌ
御
座
有
た
る

が
、
所
は
は
し
ヲ
へ
だ
て
Ｌ
、
女
は
む
か
い
の
者
、
男
は
此
方
の
も
の
二
て
御
ざ
あ

り
つ
る
が
、
毎
夜
此
は
し
の
う
ヘ
ニ
て
出
合
申
た
る
と
承
り
候
。
然
所
に
両
人
の
お

や
是
ヲ
き
ふ
、
如
何
様
然
べ
き
」
ゑ
ん
お
も
む
す
ば
ん
と
存
所
二
、
か
様
の
ふ
る
ま

い
く
せ
ご
と
二
て
あ
る
と
申
て
、
色
々
き
や
う
ぐ
ん
申
候
へ
ど
も
、
さ
ら
に
が
て
ん

仕
ら
ふ
ず
る
と
て
、
毎
夜
ね
ら
い
申
事
を
、
か
の
あ
こ
ぎ
ゆ
め
に
も
し
ら
ず
し
て
、

ま
た
有
［
×
時
］
夜
し
の
び
出
あ
ミ
を
引
申
所
を
、
ね
ら
ふ
も
の
共
ば
つ
と
よ
っ
て
と

ら
へ
、
日
比
の
ね
ん
り
き
こ
そ
と
笈
い
た
れ
と
よ
ろ
こ
び
、
籾
〔
い
〕
か
様
一
一
し
て

こ
ろ
す
べ
き
ぞ
と
申
せ
ば
、
か
た
は
し
よ
り
申
は
、
此
う
ら
の
う
を
Ｌ
い
す
ミ
た
る

者
な
れ
ば
、
ふ
し
付
に
せ
よ
と
［
×
て
］
申
せ
ば
、
尤
と
竹
を
取
よ
せ
す
に
あ
ま
せ
、

彼
あ
こ
ぎ
を
其
上
に
引
た
を
し
、
か
た
は
し
よ
り
く
る
り
ノ
ー
ー
と
ひ
ん
ま
い
て
、
四

所
五
と
こ
ろ
ほ
ど
し
っ
か
と
」
ゆ
わ
せ
、
籾
大
き
成
い
し
ヲ
く
上
り
付
て
、
此
浦
の

一
の
ふ
か
き
所
（
に
脱
ヵ
）
だ
ん
ぶ
と
し
づ
め
た
る
と
申
。
則
そ
の
狩
師
が
名
に
よ
せ

て
、
▽
あ
こ
ぎ
が
浦
と
申
な
ど
Ｌ
承
り
候
。
さ
れ
ど
も
△
御
寄
に
、
い
せ
の
海
あ
こ
ぎ

が
う
ら
に
引
あ
ミ
も
、
た
び
か
さ
な
れ
ば
あ
ら
わ
れ
〔
×
や
せ
ん
］
ぞ
す
る
、
と
よ
ま

せ
ら
れ
た
る
▽
御
評
の
候
得
ば
、
い
に
し
へ
よ
り
あ
こ
ぎ
が
浦
と
申
た
る
か
な
ど
上

申
人
も
御
ざ
候
が
、
△
委
は
不
存
候
。
そ
れ
は
う
た
が
い
も
な
き
、
い
に
し
へ
の
阿

９
・
Ｉ

こ
ぎ
が
ゆ
ふ
れ
い
二
て
御
ざ
あ
ら
う
ず
る
と
存
ル
。
率
鍵
》
》
』
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も
い
た
さ
ず
、
毎
よ
出
合
候
間
、
中
一
一
も
男
の
お
や
の
存
ル
ハ
、
し
ょ
せ
ん
橋
が
あ

れ
ば
こ
そ
か
れ
ら
が
出
合
候
得
、
兎
角
此
橋
い
た
ヲ
弐
三
間
と
り
は
な
し
お
き
候
を
、

か
の
者
是
ヲ
ゆ
め
に
も
し
ら
ず
、
先
男
の
か
た
よ
り
も
、
迎
の
女
は
お
そ
く
き
た
る

ふ
し
ん
な
り
と
存
、
む
か
い
へ
ぱ
か
り
に
目
を
付
ゆ
く
ほ
ど
に
、
彼
と
り
は
な
し
た

る
所
へ
だ
ん
ぶ
と
入
、
む
な
し
く
成
て
候
・
迎
の
女
は
此
よ
し
も
し
ら
ず
、
橋
ノ
ほ

犯
丁

と
〔
り
〕
に
人
か
げ
の
見
ゑ
た
る
は
ま
さ
し
く
我
つ
ま
二
て
あ
る
と
』
お
も
ひ
、
そ

の
ま
Ｌ
は
し
り
ゆ
く
ほ
ど
に
、
是
も
か
の
と
り
は
な
し
た
る
所
へ
だ
ん
ぶ
と
落
、
む

な
し
く
成
申
て
候
・
な
ん
ぽ
う
い
た
わ
し
き
事
一
一
て
候
ぞ
。
籾
弐
（
？
）
人
の
お
や
ど

も
此
よ
し
ヲ
聞
、
お
ど
ろ
き
さ
わ
ぎ
、
い
そ
ぎ
は
し
り
て
あ
こ
が
れ
候
得
ど
も
か
な

わ
ず
。
せ
め
て
し
が
い
な
り
と
も
見
申
度
と
て
、
し
が
い
ヲ
尋
候
へ
ど
も
見
ゑ
不
申

候
処
二
、
あ
る
人
の
申
さ
れ
候
は
、
水
に
し
づ
ミ
て
し
が
い
の
見
へ
ざ
る
に
は
、
に

は
鳥
ヲ
舟
に
の
せ
て
こ
ぎ
ま
わ
れ
ば
、
必
し
が
い
の
上
二
て
鳥
が
な
（
く
脱
ヵ
）
よ
し
被

蚊
間

申
け
れ
ば
、
さ
あ
鼻
（
術
ヵ
）
ら
ば
と
て
庭
鳥
ヲ
た
づ
ね
候
得
ど
も
、
此
さ
の
上
の
（
術
）

り
や
う
に
は
庭
鳥
御
ざ
な
く
候
間
、
愛
ヲ
以
テ
御
う
た
に
、
あ
づ
ま
ぢ
の
さ
の
Ｌ
舟

（
川
）

ば
し
と
り
［
×
は
］
は
な
し
、
ま
た
橋
を
と
り
は
な
し
」
た
る
所
ヲ
も
っ
て
と
り
は
な

し
と
も
、
二
せ
つ
に
承
り
候
が
、
い
づ
れ
が
本
ぜ
つ
ぞ
、
我
等
も
委
は
不
存
候
が
、

御
尋
ふ
し
ん
二
存
ル
。

籾
は
う
た
が
い
も
な
き
、
い
に
し
へ
の
し
の
び
づ
ま
ふ
う
ふ
の
ゆ
ふ
れ
い
に
て
御
ざ

あ
ら
ふ
ず
る
と
存
［
×
侯
］
間
、
二
人
の
者
の
あ
と
（
を
脱
ヵ
）
御
と
む
ら
い
あ
り
、
そ

訓
丁

れ
よ
り
い
づ
か
た
へ
も
御
と
を
り
あ
れ
か
し
と
存
候
。
』

十
五
白
楽
天

是
ハ
せ
つ
し
う
住
吉
の
明
神
に
仕
へ
申
、
末
社
の
し
ん
二
て
候
・
申
ま
で
も
な
き
事

な
が
ら
、
我
朝
は
小
国
と
は
申
せ
ど
も
、
神
国
二
て
候
ヘ
バ
、
何
事
も
目
出
度
御
国

二
て
候
・
さ
あ
る
に
よ
っ
て
、
た
い
と
う
よ
り
我
て
う
ヲ
う
か
茸
い
申
候
。
其
子
細

は
、
唐
の
た
い
し
の
ひ
ん
か
く
白
楽
天
と
申
者
、
是
ハ
太
唐
二
て
も
ち
ゑ
第
一
ノ
も

の
｜
一
て
候
が
、
日
本
へ
わ
た
り
、
日
本
の
も
の
Ｌ
ち
ゑ
ヲ
は
か
ら
う
ず
る
と
申
て
、

我
朝
へ
お
も
む
き
候
を
、
住
吉
太
明
神
御
存
知
有
て
、
彼
白
楽
天
ヲ
日
本
の
ぢ
へ
入

た
て
Ｌ
は
か
な
ふ
ま
じ
い
と
有
て
、
い
か
に
も
い
や
し
き
ぎ
よ
ふ
の
す
が
た
に
み
ヲ
」

げ
ん
じ
、
小
舟
に
と
り
乗
、
西
の
海
松
浦
が
お
き
に
待
給
ふ
。
然
所
二
、
か
の
白
楽

天
は
じ
ゆ
ん
ぷ
う
に
ほ
ヲ
あ
げ
て
来
ル
ほ
ど
に
、
程
な
く
松
ら
が
沖
に
付
。
明
神
つ

り
ヲ
た
れ
て
御
ざ
あ
る
ヲ
見
付
テ
、
あ
れ
は
日
本
の
も
の
か
と
と
い
か
け
た
。
明
神
、

日
本
の
ぢ
に
付
て
日
本
の
者
か
と
た
う
ほ
ど
［
×
の
］
お
ろ
か
成
も
の
二
て
候
ほ
ど
に
、

か
れ
が
ち
ゑ
の
ほ
ど
も
し
れ
た
り
、
心
安
し
と
お
ぽ
し
め
し
、
い
か
に
も
お
し
だ
ま

っ
て
、
是
こ
そ
日
本
の
も
の
よ
、
籾
御
身
は
唐
の
白
楽
天
か
と
仰
ら
れ
け
れ
（
、
白

楽
天
大
き
に
お
ど
る
［
×
き
〕
ゐ
て
、
わ
れ
は
じ
め
て
此
土
に
来
ル
に
、
白
楽
天
と
見

型
ｒ

る
事
ふ
し
ん
な
る
と
』
申
、
先
日
本
に
は
何
ヲ
も
て
あ
そ
ぶ
ぞ
、
と
と
ひ
か
け
た
。

明
神
、
日
本
に
は
評
お
よ
ミ
て
あ
そ
び
〔
候
、
籾
唐
に
は
何
事
ヲ
も
て
あ
そ
び
〕
給

ふ
ぞ
〔
と
〕
御
申
候
得
バ
、
唐
に
は
詩
ヲ
作
り
て
心
ヲ
な
ぐ
さ
む
、
さ
ら
ぱ
も
く
ぜ

ん
の
せ
（
け
ヵ
）
し
き
ヲ
詩
に
作
り
て
き
か
せ
う
ず
る
と
も
う
し
て
、
白
楽
天
ハ
頓
而

詩
ヲ
作
る
。
明
神
〔
も
〕
そ
れ
に
よ
そ
へ
て
野
ヲ
よ
ミ
た
ま
〔
×
ふ
］
ゑ
ば
、
白
楽
天

大
き
に
お
ど
ろ
き
て
、
籾
々
日
本
に
は
あ
れ
て
い
の
い
や
し
き
も
の
だ
に
も
評
ヲ
よ

ミ
候
ほ
ど
に
、
ぢ
や
う
ろ
ふ
立
は
さ
ぞ
あ
あ
（
術
）
る
ら
ん
と
申
。
明
神
、
中
ノ
ー
１
の

事
、
日
本
に
は
我
等
ご
と
き
の
者
〔
×
か
］
ハ
申
に
不
及
、
鳥
る
い
ち
く
る
い
ま
で
野
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十
六
あ
ら
し
山

か
様
二
候
者
は
、
和
州
三
吉
野
の
ざ
お
う
ご
ん
げ
ん
に
仕
へ
申
、
末
社
の
し
ん
一
一
て

候
。
申
ま
で
も
な
き
事
な
が
ら
、
我
等
の
す
む
み
よ
し
の
上
山
は
、
天
下
二
か
く
れ

も
な
き
花
の
み
や
ま
ニ
て
候
・
其
中
二
も
ち
も
と
の
桜
は
、
取
わ
き
か
く
れ
も
な
き

力

を
よ
ミ
侯
と
て
、
そ
の
正
寄
ど
も
お
御
物
語
被
成
候
へ
ば
、
さ
ば
か
り
の
ち
ゑ
第
一

の
白
楽
天
も
、
大
明
神
に
」
た
ば
か
ら
れ
よ
は
ノ
‐
～
と
成
候
折
ふ
し
、
明
神
御
申
候

は
、
た
蟹
日
本
の
み
や
こ
へ
御
出
あ
っ
て
は
御
た
め
い
か
笈
成
、
是
よ
り
そ
ろ
り
と

御
も
ど
り
あ
れ
と
御
申
候
得
バ
、
白
楽
天
も
が
て
ん
せ
ら
れ
、
す
で
に
も
ど
る
べ
き

と
せ
ら
れ
候
ヲ
、
明
神
、
し
ば
ら
く
御
待
候
得
、
此
ほ
ど
か
い
る
に
お
も
む
き
給
ふ

り
ょ
は
く
の
つ
れ
方
～
ヲ
な
ぐ
さ
め
御
申
あ
ら
う
ず
る
と
て
、
少
の
間
御
と
め
被
成

た
。
其
間
に
、
我
等
が
様
成
ま
つ
し
や
に
も
罷
出
、
よ
そ
な
が
ら
な
ぐ
さ
め
申
せ
と

の
御
事
に
よ
り
、
是
ま
で
出
テ
候
。
い
そ
い
で
参
ら
う
。
誠
白
楽
天
が
い
か
に
ち
ゑ

３
画３

１

第
一
の
者
な
り
と
も
、
明
神
〔
と
〕
は
な
る
ま
い
ぞ
。
』
い
や
、
じ
ん
づ
う
ヲ
ゑ
た

れ
ば
、
せ
つ
な
が
間
二
松
ら
は
（
が
ヵ
）
お
き
に
つ
い
た
が
、
白
楽
天
が
舟
は
ど
こ
に

あ
る
ぞ
し
ら
ぬ
。
い
や
、
あ
れ
に
見
ゆ
る
太
せ
ん
が
白
楽
天
と
見
へ
た
。
ち
か
ハ
ー

よ
っ
て
何
事
ぞ
と
ひ
か
け
ら
れ
て
は
い
か
園
ぢ
や
程
に
、
只
是
か
ら
か
な
で
Ｌ
も
ど

ら
う
。
め
で
た
か
り
け
る
時
と
か
や
。
や
ら
ノ
‐
～
め
で
た
や
Ｉ
～
な
、
唐
土
に
ま

さ
る
神
国
な
れ
ば
、
楽
天
が
ち
ゑ
か
な
わ
ず
し
て
、
も
ど
る
べ
き
と
の
御
事
な
れ
ば
、

是
ま
で
な
り
と
て
末
社
の
し
ん
ハ
、
ノ
、
１
，
本
ノ
や
し
ろ
に
か
ゑ
り
け
れ
。

（
マ
マ
）

巳
持
テ
出
テ
、
ま
い
や
う
あ
り
。
そ
れ
成
は
、
う
た
い
や
う
も
せ
り
ふ
も
か
わ
る
。
も
り
久
の
き
り
も
う
た

ふ
。
つ
れ
ノ
末
社
の
う
た
い
二
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。
」

名
木
二
て
候
・
是
ヲ
き
ミ
き
こ
し
め
［
×
し
］
さ
れ
、
ゑ
い
ら
ん
あ
り
た
く
お
ぽ
し
め
［
×

し
］
せ
ど
も
、
ゑ
ん
ま
ん
十
里
の
ほ
か
ゑ
は
み
ゆ
き
な
り
が
た
く
候
得
ば
、
ち
も
と

の
桜
の
た
れ
ヲ
取
て
、
都
の
に
し
あ
ら
し
山
ゑ
う
へ
お
か
せ
ら
れ
、
そ
れ
へ
御
ゆ
き

あ
っ
て
花
ヲ
御
ゑ
い
ら
ん
］
（
脱
ア
ル
カ
）
被
成
候
が
、
花
も
心
あ
り
て
よ
く
さ
か
へ
申

（
マ
マ
｝

侯
。
然
ぱ
当
今
に
仕
へ
御
申
有
神
下
ど
の
、
花
の
盛
ヲ
御
ら
ん
じ
て
そ
う
も
［
×
の
］

ん
あ
れ
と
の
せ
ん
じ
ヲ
か
ふ
む
り
、
只
今
あ
ら
し
山
ゑ
御
付
二
て
候
所
に
、
こ
も
り

か
つ
て
の
両
神
か
り
二
い
や
し
き
も
の
と
げ
ん
じ
、
こ
ゑ
こ
と
ば
ヲ
か
わ
さ
れ
候
が
、

重
而
き
ど
く
ヲ
［
×
□
］
を
が
ま
せ
御
申
あ
る
べ
き
と
の
御
事
二
て
候
。
其
間
に
、
只

は
何
と
て
御
ざ
あ
る
べ
き
ぞ
、
我
等
が
や
（
う
脱
）
成
末
社
一
一
も
罷
出
、
何
ぞ
一
き
よ

・
も
と

く
仕
、
な
ぐ
さ
め
申
せ
と
の
御
事
二
よ
り
、
是
ま
で
出
て
候
・
か
の
ま
れ
人
は
ど
こ
本

に
御
座
有
ぞ
。
さ
れ
ば
こ
そ
是
に
御
ざ
候
・
い
そ
ひ
で
御
れ
い
申
さ
う
。
御
礼
申

侯
。
是
（
は
脱
）
み
よ
し
の
ふ
ざ
わ
う
ど
ん
げ
ん
」
に
仕
へ
申
、
末
社
の
し
ん
二
て
候
。

是
ま
で
の
御
出
、
目
出
た
う
［
×
候
］
存
ル
。
最
前
こ
も
り
か
つ
て
の
両
神
か
り
に
あ

ら
わ
れ
た
ま
ひ
て
、
御
こ
と
ば
を
か
わ
さ
れ
候
。
か
さ
ね
て
誠
の
す
が
た
ヲ
（
脱
ア
ル

ヵ
）
申
さ
れ
う
ず
る
と
の
御
事
二
て
候
・
そ
の
間
、
た
蟹
は
何
と
て
御
ざ
あ
ら
う
ず
る
ぞ
、

我
等
が
や
う
成
末
社
二
も
罷
出
、
一
き
よ
く
仕
り
、
御
ね
む
り
の
さ
ま
し
申
せ
と
の

御
事
二
て
候
が
、
何
ぞ
一
き
よ
く
仕
ら
う
ず
る
。
か
し
こ
ま
っ
て
候
。
め
で
た

か
り
け
る
時
と
か
や
。
や
ら
Ｊ
１
め
で
た
や
ノ
＼
な
、
か
坐
る
め
で
た
き
お
り
か
ら

し
ん

。
謁
丁

な
れ
（
、
末
社
の
臣
も
あ
ら
わ
れ
い
で
Ｌ
、
う
た
い
か
な
で
、
是
ま
で
な
り
』
と
て

末
社
の
臣
は
、
ノ
ー
、
も
と
の
や
し
ろ
に
か
へ
り
け
り
。

さ
ら
ば
、
御
暇
申
候
。

50



十
七
道
盛

是
ハ
あ
わ
の
な
る
戸
に
住
居
す
る
者
に
て
候
。
此
所
に
た
つ
と
き
御
僧
の
一
げ
を
お

く
ら
せ
ら
れ
、
毎
日
（
？
）
あ
り
が
た
き
御
経
ヲ
御
ど
く
じ
ゆ
被
成
候
間
、
い
つ
も
参

り
御
き
や
う
ヲ
ち
や
う
も
ん
申
候
間
、
今
日
は
か
な
わ
ざ
る
ひ
ま
入
候
て
、
お
そ
な

わ
り
申
て
侯
。
い
そ
い
で
参
ら
ば
や
と
存
ル
。
今
日
ハ
お
そ
な
わ
り
申
て
候
。
つ
れ

ノ
ご
と
く
。
」
先
こ
ざ
い
せ
う
の
つ
ぼ
ね
と
申
た
る
御
方
は
、
き
う
中
一
の
び
じ
ん
二
て

御
ざ
あ
り
た
る
と
申
。
道
盛
の
き
や
う
と
ふ
う
ふ
に
な
ら
せ
ら
れ
た
る
〔
様
〕
躰
は
、

こ
ざ
い
せ
う
の
つ
ぼ
ね
拾
六
と
申
せ
し
春
の
比
、
女
院
ほ
つ
し
や
う
寺
へ
御
花
見
の

か
う

御
幸
の
あ
り
し
時
、
こ
ざ
い
し
や
う
の
つ
ぼ
ね
御
と
も
な
り
。
道
盛
も
其
時
ぐ
ぶ
被

成
し
に
、
こ
ざ
い
せ
う
の
つ
ぼ
ね
ヲ
只
一
目
御
覧
じ
て
、
其
ま
上
お
ぽ
し
め
し
ま
ど

わ
れ
、
▽
あ
の
女
方
お
と
お
ぽ
し
め
し
そ
め
た
ま
ひ
て
よ
り
、
△
御
ふ
ミ
た
ま
づ
さ
の

蕊
ｒ

か
ず
の
ミ
つ
か
わ
さ
れ
候
得
ど
も
、
と
り
入
た
ま
ふ
』
事
も
な
く
候
所
に
、
女
院
此

由
き
こ
し
め
し
、
か
た
じ
け
な
く
も
ミ
づ
か
ら
御
返
事
ヲ
あ
そ
ば
し
、
道
盛
の
き
や

う
と
ふ
う
ふ
に
御
な
し
あ
り
、
御
ち
ぎ
り
不
浅
御
ざ
あ
り
た
る
と
申
。
籾
ま
た
此
所

二
て
御
は
て
被
成
た
る
や
う
だ
い
は
、
平
家
ハ
せ
つ
つ
の
国
一
ノ
谷
に
ぢ
ん
ヲ
と
り
、

生
田
の
森
と
一
ノ
谷
と
間
ヲ
太
勢
ヲ
も
っ
て
か
た
め
ら
れ
、
用
心
き
び
し
く
被
成
候
所

二
、
源
氏
ハ
六
万
よ
き
を
弐
手
に
わ
け
、
大
手
か
ら
め
手
よ
り
お
し
よ
せ
た
ま
ふ
ほ
ど

に
、
な
に
か
わ
も
っ
て
た
ま
る
べ
き
、
さ
う
の
ふ
う
ち
や
ぶ
り
平
家
の
御
一
門
あ
ま

た
う
た
れ
、
と
る
も
の
も
と
り
あ
へ
ず
御
舟
に
め
し
て
、
」
四
国
西
国
へ
心
ざ
し
落
給

ふ
所
に
、
お
り
ふ
し
な
ミ
風
あ
ら
く
ふ
き
て
、
か
な
た
此
方
［
×
と
］
ゑ
ち
り
八
、
二

な
ら
せ
ら
れ
候
が
、
こ
ざ
い
せ
う
の
め
し
た
る
御
舟
は
、
此
あ
わ
の
な
る
と
へ
ふ
き

来
り
侯
。
其
時
道
盛
の
き
や
う
の
ら
う
ど
う
に
く
ん
だ
の
た
き
口
と
き
か
ず
と
申
も

の
、
こ
ざ
い
せ
う
の
め
し
た
る
御
舟
二
参
り
申
様
、
道
盛
の
き
や
う
は
み
な
と
川
の

あ
た
り
二
て
打
じ
に
被
成
た
る
よ
し
申
け
れ
ば
、
こ
ざ
い
せ
う
の
つ
ぼ
ね
き
こ
し
め

し
、
こ
は
い
か
成
事
と
き
も
た
ま
し
い
も
き
へ
は
て
さ
せ
給
ふ
が
、
も
し
た
す
か
り

諏
丁

た
ま
ふ
事
も
あ
る
べ
き
か
と
て
、
二
三
日
も
な
』
げ
き
く
ら
し
て
御
ざ
候
へ
ど
も
、

ま
た
と
た
よ
り
も
き
こ
ゑ
ね
ば
、
も
は
や
命
あ
り
て
も
せ
ん
な
し
と
て
、
夜
ふ
け
ひ

と
し
づ
ま
り
て
、
月
の
入
か
た
ヲ
に
し
と
さ
だ
め
、
な
む
あ
ミ
だ
仏
と
と
な
へ
、
二

月
十
四
日
の
あ
け
ぼ
の
に
、
身
ヲ
な
げ
む
な
し
く
成
た
ま
ひ
た
る
と
申
。
▽
こ
れ
ヲ
見

に
や
う
ぼ
う

て
、
御
と
も
の
女
房
立
［
×
ヲ
］
も
身
ヲ
な
げ
ら
れ
た
る
と
申
。
△
誠
に
あ
わ
れ
と
申

さ
ぬ
人
も
な
く
、
あ
た
り
の
舟
の
内
ま
で
も
、
な
ミ
だ
ヲ
な
が
さ
い
は
御
ざ
な
か
り

た
る
と
申
。
我
等
の
問
及
た
る
は
、
如
此
二
て
御
ざ
候
。
是
ハ
ふ
し
ぎ
成
事
お
被
仰

候
も
の
哉
。
我
等
の
す
い
り
や
う
に
は
、
女
し
や
う
は
こ
ざ
い
」
せ
う
の
つ
ぼ
ね
、

今
一
人
の
老
人
は
、
道
盛
の
き
や
う
二
て
御
ざ
あ
ら
ふ
ず
る
と
存
ル
。
道
盛
ノ
き
や

う
ハ
此
所
二
て
ハ
御
は
て
な
く
候
得
共
、
こ
ざ
い
せ
う
の
つ
ぼ
ね
と
の
ふ
か
き
御
ち

ぎ
り
な
り
、
そ
の
上
ふ
う
ふ
ハ
五
百
の
ち
ぎ
り
と
や
ら
ん
申
伝
へ
候
ヘ
バ
、
ふ
う
ふ

一
所
に
あ
ら
わ
れ
、
御
き
や
う
を
ち
や
う
も
ん
あ
り
た
る
と
存
候
間
、
弥
々
御
経
ヲ

郷
ｒ

御
ど
く
じ
ゆ
あ
り
、
道
盛
夫
婦
の
御
ぽ
だ
い
ヲ
御
と
む
ら
い
あ
れ
か
し
と
存
候
。
』

か
様
（
に
脱
）
候
者
ハ
、
消
水
の
門
前
二
住
居
す
る
も
の
に
て
候
。
今
日
も
消
水
へ
参
ら
ば
や
と
存
候
。
是

に
は
（
術
ヵ
）
見
な
ら
（
術
ヵ
）
れ
申
さ
ぬ
（
？
）
御
僧
の
御
入
候
。

先
当
寺
清
水
寺
と
申
は
、
仁
玉
（
王
ヵ
）
五
拾
一
代
平
ぜ
い
天
皇
之
御
宇
、
だ
い
だ
う

弐
年
の
御
さ
う
Ｊ
１
、
坂
の
上
ノ
田
村
丸
の
御
ぐ
わ
ん
二
て
立
ら
れ
た
る
と
申
。
其

十
八
田
村
前
二
、
地
主
の
桜
を
お
し
へ
も
す
る
．
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ゆ
へ
は
、
昔
大
和
国
小
嶋
寺
に
ゑ
ん
ち
ん
と
申
し
や
も
ん
の
御
ざ
あ
り
た
る
が
、
我

等
し
や
う
ぢ
ん
の
く
わ
ん
ぜ
お
ん
の
ぢ
き
に
お
が
ミ
た
き
と
明
暮
念
願
被
成
候
所
に
、

あ
る
時
よ
ど
川
の
水
上
に
こ
ん
じ
き
の
ひ
か
り
さ
し
候
間
、
彼
」
し
や
も
ん
ふ
し
ん

ヲ
な
し
、
尋
来
り
て
御
覧
じ
け
れ
ば
、
此
た
き
つ
ぼ
に
い
た
［
×
し
］
り
た
ま
ふ
。
則

せ
ん
じ
ゆ
の
ぶ
つ
ぞ
う
く
わ
う
ミ
や
う
か
生
（
く
ヵ
）
や
く
と
あ
る
ヲ
御
ら
ん
じ
て
、

籾
は
我
日
比
の
ね
ん
ぐ
わ
ん
か
な
ひ
た
る
と
て
ら
い
ヲ
な
し
た
ま
ひ
、
又
そ
れ
よ
り

山
上
ノ
か
た
を
御
ら
ん
ず
れ
ば
、
と
も
し
火
の
か
げ
ほ
の
か
に
見
へ
候
間
、
是
お
も

尋
上
り
見
た
ま
へ
ば
、
壱
人
の
老
翁
こ
つ
ぜ
ん
と
し
て
ま
し
ま
す
。
い
か
や
う
成
御

方
ぞ
と
た
づ
ね
た
ま
ゑ
ば
、
我
ハ
是
ぎ
や
う
ゑ
い
こ
じ
、
と
い
ゑ
り
。
此
地
に
住
で

９
Ｊ

七
百
才
（
？
）
、
な
ん
じ
し
や
も
ん
ハ
』
此
所
に
あ
っ
て
壱
人
の
だ
ん
な
ヲ
待
、
太
が

ら
ん
ヲ
こ
ん
り
う
す
べ
し
と
て
、
東
ヲ
さ
し
て
ゆ
き
給
ふ
ほ
ど
に
、
し
や
も
ん
の
ま

ん
ぞ
く
あ
さ
か
ら
ず
御
ざ
あ
り
た
る
と
申
。
籾
ま
た
田
村
丸
の
御
こ
ん
り
う
の
様
躰

は
、
其
比
せ
い
し
う
す
笈
か
山
に
き
じ
ん
住
で
、
国
土
の
た
ミ
ヲ
な
や
ま
し
候
間
、

田
村
丸
に
ち
よ
く
し
を
立
ら
れ
、
す
茸
か
山
の
き
じ
ん
お
た
い
ら
げ
候
へ
と
の
御
事

な
り
。
田
村
丸
、
て
う
て
き
な
ど
の
御
事
こ
そ
候
得
、
き
じ
ん
ヲ
た
い
ら
げ
候
得
と

の
御
事
は
め
い
わ
く
一
一
存
ら
れ
候
へ
ど
も
、
ち
よ
く
し
の
立
た
る
上
は
ぜ
ひ
に
不
及
、

か
し
こ
ま
っ
た
と
御
請
ヲ
被
申
、
ま
づ
当
寺
へ
」
御
参
り
あ
っ
て
の
御
り
う
ぐ
わ
ん

に
は
、
今
度
す
亘
か
山
の
き
じ
ん
や
す
１
１
と
た
い
ら
げ
候
ハ
亘
、
か
な
ら
ず
当
寺

ヲ
こ
ん
り
う
あ
る
べ
し
と
の
御
り
う
ぐ
わ
ん
ヲ
立
ら
れ
、
籾
す
夏
か
山
へ
御
出
候
へ
ば
、

鬼
神
も
此
由
を
間
、
す
千
（
？
）
ぎ
二
身
ヲ
へ
ん
じ
［
×
て
〕
出
む
か
い
候
得
ど
も
、
太
じ

太
ひ
の
御
ち
か
い
に
や
、
安
々
と
き
じ
ん
の
た
い
ら
げ
給
ふ
。
さ
あ
る
に
よ
っ
て
当

寺
を
御
こ
ん
り
う
あ
り
、
清
水
寺
と
が
く
を
打
、
今
の
世
ま
で
も
あ
り
が
た
き
み
寺

十
九
か
ね
平
太
夫
の
か
い
ヲ
と
り
て
、
左
一
赤
た
げ
て
出
ル
。
又
、
舟
｝
棄
て
か
ら
兇
付
て

も
く
る
し
か
ら
ず
。
一
あ
ら
ふ
し
ぎ
や
、
此
舟
ニ
ハ
人
の
乗
た
る
あ
と
が
あ
る
よ
。
」

か
様
二
候
者
は
、
此
所
の
わ
た
し
も
り
に
て
候
。
今
日
は
そ
れ
が
し
の
渡
し
番
一
一
て

小
イ

候
間
、
い
そ
い
で
渡
さ
ば
」
や
と
存
ル
。
是
成
御
僧
は
む
か
い
へ
御
越
あ
ら
ぱ
、

舟
に
め
さ
れ
候
へ
。
何
と
、
む
か
い
よ
り
此
方
ゑ
こ
し
た
る
と
仰
候
か
。
い
や

（
Ｍ
）

ノ
‐
、
、
左
様
で
は
お
〔
り
〕
や
る
ま
い
。
此
所
の
た
い
ぼ
う
二
て
、
人
の
渡
し
番
を

そ
れ
が
し
の
存
ル
事
｜
一
て
な
し
、
そ
れ
が
し
の
番
ヲ
人
に
し
ら
せ
申
さ
ぬ
大
ほ
う
二
て

候
が
、
御
僧
は
も
ふ
ご
う
（
術
ヵ
）
を
仰
候
か
。
畏
て
候
・
御
た
づ
ね
あ
り
た
き
と

ハ
、
い
か
様
成
御
事
二
て
候
ぞ
。

先
木
曽
さ
ま
の
か
ミ
吉
仲
の
御
さ
い
ご
、
今
井
の
四
郎
か
ね
平
の
御
事
ヲ
い
か
に
と

申
に
、
木
そ
ど
の
ハ
北
国
の
い
ぐ
さ
に
打
勝
、
』
か
つ
に
乗
て
都
へ
打
て
上
ら
せ
ら

れ
、
お
ご
る
平
家
ヲ
西
国
へ
お
い
く
だ
し
、
御
い
せ
い
な
の
め
な
ら
ず
、
せ
い
し
や

う
が
い
に
ま
か
れ
（
せ
ヵ
）
ら
れ
候
間
、
み
か
ど
は
よ
り
と
も
に
、
い
そ
ぎ
木
曽
が
ら

う
ぜ
き
御
し
づ
め
あ
れ
〔
と
〕
の
御
事
な
る
ヲ
、
木
そ
ど
の
御
存
も
な
く
、
一
か
ふ

に
〔
平
〕
家
を
ほ
ろ
ぼ
し
た
ま
わ
ふ
ず
る
と
て
、
げ
ん
り
や
（
く
脱
）
元
年
正
月
拾
三

日
に
都
ヲ
御
た
ち
あ
る
べ
し
と
の
御
事
な
る
二
、
東
国
の
よ
り
と
も
ハ
、
い
そ
ぎ
木

二
て
候
・
先
我
等
の
き
壁
お
よ
び
た
る
は
、
如
此
二
て
候
・
匙
ハ
’
一
言
語
道
断
（
？
）
の

０
マ４

１

事
ヲ
お
ふ
せ
候
も
の
哉
。
則
是
成
ミ
だ
う
』
は
、
田
村
丸
の
御
ゑ
い
ヲ
作
り
こ
め
、

田
村
だ
う
と
申
候
が
、
籾
ハ
お
僧
た
つ
と
く
ま
し
ま
す
に
よ
り
、
田
村
丸
宮
も
り
の

て
い
二
て
あ
ら
わ
れ
、
御
こ
と
ば
ヲ
か
わ
し
御
申
あ
（
肥
た
る
と
存
候
間
、
有
難
き
御

経
な
ど
も
御
ど
く
じ
ゆ
被
成
、
田
村
丸
の
誠
の
や
う
だ
い
ヲ
御
覧
あ
れ
か
し
と
存
候
。
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そ
ど
の
歩
ら
う
ぜ
き
し
づ
め
ん
と
て
、
の
り
頼
、
義
経
ヲ
大
将
と
し
て
、
其
勢
六
万

よ
き
ヲ
さ
し
上
せ
ら
る
上
と
き
こ
ゑ
し
か
ば
、
木
」
そ
ど
の
大
き
ニ
お
ど
ろ
き
給
ひ
、

先
宇
治
、
瀬
田
の
は
し
ヲ
引
て
兵
物
ど
も
二
ふ
せ
が
せ
ん
と
お
上
せ
ら
れ
け
れ
ど
も
、

其
比
［
×
其
］
方
々
へ
さ
し
つ
か
わ
さ
れ
、
木
そ
ど
の
上
御
せ
い
な
か
り
し
か
（
、
せ

（
マ
マ
）

た
は
大
手
二
て
あ
る
ぞ
と
て
、
今
井
ノ
四
郎
は
瀬
む
か
い
給
ふ
。
宇
治
の
か
た
ゑ
は

た
て
の
六
郎
、
ね
の
ひ
の
大
弥
太
、
に
し
な
、
高
な
し
、
山
田
の
次
郎
を
つ
か
わ
さ

る
ふ
・
然
所
に
、
源
氏
に
は
六
万
よ
き
ヲ
弐
手
二
わ
け
、
せ
た
ゑ
は
の
り
頼
（
？
）
大

将
と
し
て
お
し
よ
せ
給
ふ
。
宇
治
方
へ
は
よ
し
つ
れ
大
将
二
て
、
宇
治
橋
の
つ
め
に

旭
丁

ぢ
ん
』
の
と
り
た
ま
ふ
。
宇
治
、
勢
田
共
二
橋
は
ひ
か
れ
た
り
、
お
り
ふ
し
水
は
ま

さ
り
、
そ
う
の
ふ
こ
す
べ
き
や
う
も
な
か
り
し
所
に
、
さ
さ
き
の
四
郎
、
か
ぢ
原
の

源
太
ヲ
さ
き
と
し
て
、
宇
治
川
へ
ざ
っ
と
打
入
こ
さ
る
間
、
我
お
と
ら
じ
と
う
ち
入

ｊ
、
こ
さ
れ
け
れ
ば
、
何
か
わ
も
っ
て
た
ま
る
べ
き
ぞ
、
う
ぢ
橋
の
口
打
や
ぶ
ら
れ

て
、
木
僧
ど
の
の
兵
者
共
ち
り
ハ
ー
に
な
り
た
る
所
に
、
い
な
げ
の
三
郎
は
か
ら
い

二
て
、
勢
田
の
ロ
ヲ
も
打
や
ぶ
ら
れ
、
木
僧
ど
の
京
中
二
て
さ
Ｌ
ゑ
給
ふ
事
も
な
ら
ず
、

今
一
度
か
ね
平
に
御
相
被
成
度
お
ぽ
し
め
し
、
や
う
ノ
Ｉ
京
中
ヲ
か
け
」
の
び
、
せ

た
ヲ
さ
し
て
落
給
ふ
。
ま
た
か
ね
平
は
せ
た
一
一
て
さ
ん
八
－
二
打
も
ら
さ
れ
て
、
今
一

度
木
そ
ど
の
Ｌ
御
目
に
か
Ｌ
り
た
き
と
て
、
都
を
さ
し
て
の
ぼ
ら
る
生
が
、
誠
両
方

の
御
ゑ
ん
も
つ
う
じ
け
る
か
、
大
津
打
出
の
は
ま
ニ
て
木
そ
殿
か
ね
平
に
ゆ
き
合
、

互
に
な
の
め
な
ら
ず
の
御
よ
ろ
こ
び
二
て
、
そ
の
ま
シ
か
ね
ひ
ら
の
は
た
ヲ
上
候
へ

（
、
又
三
百
き
計
あ
つ
ま
り
候
間
、
此
せ
い
一
一
て
さ
い
ご
の
御
か
せ
ん
あ
ら
う
ず
る

と
て
た
上
か
い
た
ま
へ
ど
も
、
は
や
其
勢
も
う
た
れ
、
後
に
は
木
僧
ど
の
と
か
ね
平

〔
と
こ
き
に
御
成
候
得
ば
、
か
ね
平
、
〕
今
は
是
（
ま
で
脱
ヵ
）
な
り
、
あ
の
松
原
へ
お

二
十
猩
々

是
（
は
脱
）
も
ろ
こ
し
き
ん
ざ
ん
じ
の
ふ
も
と
、
や
う
ず
の
里
に
住
居
す
る
者
二
て
候
。

今
日
ハ
此
処
の
市
二
て
候
間
、
罷
出
よ
き
か
い
も
の
も
あ
ら
ぱ
か
い
と
ら
ば
や
と
存

ル
。
ま
た
此
あ
た
り
に
か
う
ふ
う
と
申
人
、
い
つ
も
此
市
に
出
、
酒
ヲ
あ
き
な
い
申

さ
る
上
。
あ
れ
へ
参
り
、
酒
ヲ
も
た
べ
て
心
ヲ
慰
ば
や
と
存
ル
。
や
れ
ノ
ー
、
今
日

ハ
お
び
た
ふ
し
い
市
の
立
や
う
か
な
。
い
か
に
申
候
。
今
日
ハ
天
気
も
能
候
に
よ
り
、

い
つ
ノ
ー
よ
り
も
殊
外
に
ぎ
や
か
に
御
入
候
よ
・
我
等
も
と
く
罷
出
申
さ
う
ず
る

ｌ
ｒ

ヲ
、
内
証
に
』
用
の
事
候
て
、
お
そ
く
出
申
て
候
。
左
様
の
者
ヲ
我
等
も
し
か
と
見

申
た
る
事
も
な
く
候
得
ど
も
、
去
人
の
物
語
ヲ
聞
た
事
の
有
ほ
ど
に
、
語
テ
き
〔
か
〕

せ
申
さ
う
。
惣
じ
て
猩
ノ
‐
～
と
申
者
は
、
畜
類
に
て
あ
る
と
申
。
其
子
細
は
、
唐

の
げ
ん
け
ん
と
申
者
、
は
う
け
い
と
い
ふ
所
に
て
見
た
り
し
は
、
猩
々
は
さ
ん
こ
ぐ

の
間
に
一
所
に
お
ほ
く
あ
つ
ま
り
居
た
る
と
申
ス
が
、
尾
は
長
く
し
て
、
木
に
の
ぼ

り
、
よ
く
物
ヲ
言
と
問
ゑ
候
。
初
か
の
猩
々
ヲ
取
に
は
、
里
人
酒
ヲ
も
っ
て
道
の
か
た

蝿
丁

ち
た
ま
ゑ
、
か
ね
平
も
』
頓
而
ま
い
ら
ん
と
て
、
木
僧
ど
の
ヲ
お
と
し
申
、
ぬ
し
は

あ
と
に
残
テ
さ
ん
ハ
ー
に
た
上
か
い
、
木
曽
殿
う
た
れ
給
ふ
と
問
て
、
其
ま
坐
御
じ

が
い
あ
り
た
る
と
申
。
先
木
そ
ど
の
、
か
ね
平
の
御
さ
い
ご
の
様
躰
、
我
等
の
問
及

た
る
は
如
此
二
て
侯
。

是
ハ
ふ
し
ぎ
成
事
（
を
脱
ヵ
）
仰
候
も
の
哉
。
籾
は
お
そ
う
は
木
そ
の
山
が
よ
り
御
出

と
申
、
殊
更
た
つ
と
き
御
方
な
る
に
よ
り
、
か
ね
平
の
御
ぽ
う
し
ん
舟
人
と
成
、
舟

ヲ
こ
し
申
さ
れ
た
る
と
存
候
。
左
様
二
候
ハ
質
、
し
ば
ら
く
御
逗
留
あ
り
、
木
そ
ど

の
か
ね
ひ
ら
の
御
ぽ
だ
い
ヲ
念
比
に
御
と
む
ら
い
あ
れ
か
し
と
存
候
。
聿
鍵
ロ
。
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わ
ら
に
お
き
、
草
二
て
は
き
も
の
坐
様
成
も
の
を
こ
し
ら
へ
待
候
得
ば
、
か
の
猩
々

酒
ヲ
も
つ
」
て
我
ヲ
と
ら
ん
と
す
る
事
ヲ
し
っ
て
、
其
も
の
Ｌ
名
字
ヲ
呼
テ
云
や
う
は
、

汝
我
を
と
ら
ん
と
す
る
は
か
り
事
ヲ
知
り
た
り
、
い
そ
い
で
そ
れ
ヲ
す
て
ふ
か
へ
れ
、

と
い
ふ
。
里
人
問
い
か
を
［
×
□
］
し
て
待
候
ヘ
バ
、
頓
而
か
の
酒
の
ほ
と
り
に
立
寄

あ
ぢ
わ
い

テ
、
先
心
み
に
酒
ヲ
な
め
其
味
ヲ
見
て
、
さ
い
さ
ん
心
ミ
を
す
る
に
し
た
が
い
次
第

に
ゑ
ふ
る
に
よ
っ
て
、
ま
へ
か
ど
我
を
と
ら
ん
と
す
る
は
か
り
事
ヲ
わ
す
れ
て
、
則

か
の
げ
き
ヲ
と
っ
て
は
く
。
其
時
里
人
、
彼
猩
々
ヲ
と
ら
ゑ
て
、
ベ
ん
す
い
に
て
是
ヲ

幅
丁
も
う

う
っ
て
其
血
ヲ
取
、
せ
い
た
ん
の
そ
む
る
に
、
血
壱
斗
』
あ
る
と
申
。
又
猩
々
毛
ト
テ
、

（
胴
）

其
毛
ヲ
取
、
筆
二
も
ゆ
う
と
申
候
。
山
谷
が
詩
に
云
・
く
わ
う
ら
う
は
く
ら
う
し
て

び
ん
ら
う
く
れ
な
ゐ
な
［
×
る
］
り
・
ほ
う
ゆ
う
あ
い
よ
ん
で
し
ゆ
ち
う
に
お
つ
．
ま

さ
に
た
ち
に
し
て
げ
ん
ぎ
よ
に
た
く
ミ
な
る
ヲ
も
っ
て
・
身
ヲ
し
つ
し
き
た
っ
て
く

わ
ん
じ
や
う
こ
う
。
と
成
、
と
作
ら
れ
て
候
。
か
様
の
事
も
、
畜
類
な
れ
ば
人
間
に

は
智
恵
も
お
と
り
た
る
ゆ
へ
か
と
存
ル
。
然
ど
も
人
間
も
酒
ヲ
す
ご
せ
（
か
な
ら
ず

心
み
だ
［
×
れ
］
る
ゞ
時
は
、
ま
し
〔
て
〕
や
畜
類
の
身
二
て
ハ
尤
か
と
存
ル
。
さ
あ

か
い

る
に
よ
っ
て
仏
も
五
戒
の
内
に
い
れ
、
い
ま
し
め
」
給
ふ
。
さ
り
な
が
ら
有
せ
つ
一
一

ハ
、
酒
は
百
薬
の
て
う
と
ほ
め
、
か
ん
を
ふ
せ
ぎ
心
ヲ
は
ら
し
、
じ
ゆ
ミ
や
う
ヲ
の
べ

ふ
つ
き
と
も
な
り
、
酒
に
十
の
徳
あ
る
と
い
得
（
、
一
段
め
で
た
き
物
成
程
に
、
猩

毎
や
う

々
猩
々
（
一
孚
術
）
酒
ヲ
あ
い
す
る
な
ら
ば
、
じ
ゆ
ミ
や
（
う
脱
）
長
お
ん
二
も
御
ざ
あ

ら
う
ず
る
と
存
候
。
ま
づ
我
等
ノ
承
り
た
る
は
、
如
此
二
て
候
・

籾
は
い
つ
も
此
市
に
出
テ
酒
ヲ
た
べ
申
者
は
、
猩
々
御
ざ
候
な
。
や
れ
ノ
ー
、
是
ハ

め
づ
ら
し
い
事
ヲ
承
候
。
是
と
申
も
、
［
×
口
方
〕
其
方
い
よ
ノ
ー
富
貴
に
御
な
り
あ
ら

・
媚
丁

う
ず
る
ず
い
さ
う
二
て
御
ざ
あ
ら
う
ず
る
』
間
、
弥
々
酒
ヲ
こ
し
ら
へ
、
御
待
あ
れ

二
十
一
げ
ん
ざ
い
夜
鳥

是
（
は
脱
）
源
ノ
頼
政
の
御
内
に
仕
へ
申
も
の
二
て
候
・
去
程
に
そ
れ
が
し
罷
出
る
事
、

よ
の
儀
に
あ
ら
ず
。
そ
れ
が
し
頼
奉
り
た
る
よ
り
ま
さ
の
御
身
の
上
に
、
一
太
事
成

事
の
出
来
た
。
其
や
う
だ
い
ヲ
い
か
に
と
申
に
、
東
山
上
の
森
の
か
た
よ
り
、
夜
半

計
と
お
ぽ
し
き
時
分
に
、
黒
雲
が
き
ん
中
へ
お
里
い
て
、
御
門
お
び
ゑ
」
給
ひ
、
御

の
ふ
し
き
り
に
有
し
程
に
、
貴
僧
高
僧
ヲ
せ
う
じ
、
種
々
さ
ま
人
～
の
御
き
と
う
ど

も
被
成
た
［
×
る
］
れ
ど
も
、
其
し
る
し
更
に
御
ざ
な
く
候
間
、
さ
あ
ら
ば
は
か
せ
ヲ

め
し
う
ら
な
わ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
は
か
せ
う
ら
か
た
に
引
合
テ
申
様
、
是
た
宜
け
し

や
う
の
者
の
わ
ざ
一
一
て
候
間
、
武
家
に
仰
付
ら
れ
い
さ
せ
ら
れ
た
ら
ば
し
か
る
く
し

い
と
［
×
て
］
申
上
る
。
さ
あ
上
（
術
ヵ
）
ら
ば
と
あ
っ
て
、
た
れ
か
け
し
や
う
の
も
の

を
い
つ
く
き
も
の
や
あ
る
と
せ
ん
ぎ
有
て
、
い
や
た
れ
ノ
、
と
あ
っ
て
も
、
此
〔
け
〕

し
や
う
の
物
を
仕
ら
う
ず
る
者
は
、
頼
正
な
ら
で
は
有
間
鋪
と
て
、
よ
り
ま
さ
の
し

靭
丁

た
く
へ
ち
よ
く
し
』
お
た
て
被
成
る
れ
ば
、
頼
正
は
、
て
う
て
き
な
ど
の
御
事
こ
そ

あ
れ
、
目
二
も
見
ゑ
が
た
き
け
し
や
う
の
者
ヲ
仕
れ
と
あ
る
は
め
い
わ
く
な
れ
ど
も
、

ち
よ
く
め
い
の
事
な
れ
者
ぜ
ひ
に
不
及
、
か
し
こ
ま
っ
た
と
御
請
ヲ
被
申
、
今
夜
だ

い
り
に
伺
公
あ
っ
て
、
彼
け
し
や
う
（
の
脱
ヵ
）
者
ヲ
い
て
御
ら
ん
あ
る
べ
し
と
の
御

事
二
て
候
・
▽
た
の
ふ
だ
御
方
も
太
事
二
か
け
、
此
け
し
や
う
ヲ
い
あ
ふ
せ
ず
ハ
弐
度

人
に
面
を
む
け
ま
じ
い
と
の
御
内
ぞ
ん
二
て
候
間
、
△
か
様
の
一
太
事
ハ
あ
る
ま
じ

い
と
の
申
事
也
。
し
か
れ
ど
も
我
等
の
ぞ
ん
ず
る
は
、
頼
正
の
御
手
が
ら
の
ほ
ど
は

か
し
と
存
候
。
さ
あ
ら
ば
ま
づ
只
今
は
罷
帰
り
、
重
而
参
り
様
子
ヲ
承
ず
る
二
て

候
。
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時
（
昨
ヵ
）
ふ
の
暮
ほ
ど
に
女
性
の
旅
人
［
×
に
］
を
留
申
て
侯
ヘ
バ
、
今
夜
の
暁
空
く

な
り
た
ま
ひ
て
候
。
又
お
さ
な
き
」
人
の
候
ひ
し
が
、
高
や
ゑ
人
ヲ
尋
に
の
ぼ
ら
せ

ら
れ
て
候
。
あ
ま
り
ふ
び
ん
二
御
ざ
あ
る
ほ
ど
に
、
尋
に
の
ぼ
り
、
此
事
を
し
ら
せ

ｊ
く
１
」
と
い
ふ
時
、

存
じ
て
あ
る
ほ
ど
に
、
う
さ
ん
二
も
御
座
な
い
、
い
お
と
し
申
さ
れ
う
ず
る
は
う
た

が
い
も
な
〔
け
〕
れ
ど
も
、
▽
心
の
た
け
き
ま
ふ
に
、
い
そ
ん
じ
た
ら
（
御
じ
が
い

（
マ
マ
）

お
も
」
被
成
れ
う
ず
る
と
お
ぽ
し
め
す
と
見
へ
た
。
只
今
も
申
事
ぐ
う
さ
ん
ハ
な
け

れ
ど
も
、
△
命
に
か
け
ら
る
ふ
ほ
ど
の
事
じ
や
ほ
ど
に
、
御
う
ん
き
わ
ま
り
た
ら
ば

矢
壷
が
ち
が
〔
お
〕
ふ
ず
る
と
ぞ
ん
じ
て
、
我
等
ご
と
き
の
も
の
ま
で
も
せ
ん
ぴ
ヲ

く
う
こ
と
二
て
候
・
此
度
の
事
じ
や
ほ
ど
に
、
御
供
に
参
り
た
い
と
ぞ
ん
じ
候
が
、

ま
た
き
け
ば
い
の
は
や
た
只
壱
人
め
し
つ
れ
ら
れ
、
よ
の
者
は
一
人
も
つ
れ
さ
せ
ら

御
事
か
．
（
脇
）
△

れ
間
敷
と
の
御
内
ぞ
ん
あ
る
と
申
が
、
是
ハ
我
等
が
為
に
は
ま
ん
ぞ
く
の
至
り
じ
や
。

乍
去
、
も
し
御
た
づ
ね
候
ハ
笈
、
こ
な
た
へ
し
ら
せ
て
た
ま
わ
り
候
へ
・
其
分
心
得

４
↑８
ｒ

候
へ
、
ノ
ー
１
１
。
』

三
十
三
刈
茅

此
所
の
者
と
御
た
づ
ね
は
、
い
か
や
う
成
事
二
て
候
ぞ
。
安
き
あ
い
だ
の
事
、
御
や

ど
参
ら
せ
う
ず
る
間
、
ゆ
る
り
と
御
や
す
ミ
候
へ
・
女
、
ワ
キ
座
二
な
お
る
。

あ
れ
は
高
や
へ
ま
い
ら
ざ
る
よ
し
い
ふ
。

籾
は
、
高
野
不
知
案
内
の
御
か
た
と
見
へ
申
て
候
・
女
性
は
是
ま
で
に
て
、
山
へ
は

上
る
事
な
ら
ず
候
・
御
用
の
事
候
ハ
貸
、
あ
の
お
さ
な
き
人
ヲ
御
の
ぼ
せ
候
得
や
。

中
々
の
こ
と
。
と
云
て
、
太
こ
ノ
方
ゑ
ひ
っ
こ
む
。
子
、
か
う
や
へ
上
る
。
シ
テ
ニ
相
テ
、
「
立
帰
、

申
さ
ば
や
と
存
ル
。
い
や
、
是
へ
御
下
り
二
て
候
。
い
か
に
申
候
。
是
ま
で
参
る
事
、

よ
の
ぎ
に
て
も
な
し
。
御
身
の
は
［
×
壁
］
わ
、
今
夜
む
な
し
く
成
た
ま
ひ
て
侯
ほ
ど

に
、
御
迎
に
参
り
て
候
・
中
々
の
事
、
と
く
ノ
ー
御
下
り
候
へ
・
子
ヲ
つ
れ
て
か
へ
り
、

（
マ
マ
）

母
を
兄
せ
て
、
子
の
く
時
有
。
（
脱
ア
ル
ヵ
）
な
り
と
云
時
、
嘆
の
中
の
御
な
げ
き
、
尤
一
一
て
候
・
生

死
の
習
ハ
御
身
一
人
に
か
ぎ
ら
ぬ
事
二
て
候
程
二
、
左
様
二
御
心
得
候
へ
や
。
我
等
高

ｎ
叩
》
》
Ⅱ
’
■

や
二
ぞ
ん
じ
た
る
ひ
じ
り
の
候
ほ
ど
に
、
是
ヲ
よ
び
下
し
け
う
や
う
申
』
さ
う
ず
る
〔
×

□
口
候
］
間
、
御
心
安
く
お
ぽ
し
め
し
候
へ
。
我
等
も
ふ
し
ぎ
成
旅
人
ヲ
留
し
ゆ
へ
、

な
き
お
も
ひ
ヲ
仕
候
。
い
そ
ぎ
罷
上
り
、
聖
に
此
よ
し
申
さ
ば
や
と
存
ル
。
急
候
程

に
、
彼
あ
ん
じ
つ
に
つ
き
て
候
・
聖
ハ
御
内
二
御
ざ
候
候
（
術
）
か
。
毬
唯
帥
呼
べ
や
い

や
、
我
等
二
て
候
・
只
今
参
る
事
、
別
の
子
細
二
［
×
あ
］
候
ら
〔
ハ
〕
ず
。
此
ほ
ど

女
性
旅
人
を
留
め
て
候
得
ば
、
此
暁
空
く
成
た
ま
ひ
て
候
間
、
此
け
［
×
し
］
う
や
う

あ
っ
て
給
候
へ
。
シ
し
て
来
り
、
「
此
人
の
邪
一
一
て
候
」
。
大
夫
み
て
、
「
か
へ
ら
う
」
と
云
・
［
×
時
］

何
と
、
御
か
へ
り
あ
ら
う
ず
る
と
候
や
。
し
ば
ら
く
、
聖
の
御
十
念
も
時
二
こ
そ
よ

れ
。
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
た
び
人
な
れ
ば
、
我
等
ご
と
き
の
も
の
ま
で
も
そ
堂
ろ
に
落
涙

申
に
、
ま
し
て
」
御
出
家
の
身
と
し
て
、
む
ゑ
ん
の
者
を
御
と
む
ら
い
あ
っ
て
こ
そ

御
出
家
な
れ
。
殊
更
日
来
だ
ん
な
に
成
［
×
て
候
］
申
も
、
か
や
う
の
時
頼
ミ
申
さ
う

為
也
。
左
様
二
仰
候
上
は
、
た
の
も
し
か
ら
ず
。
此
上
ハ
ぜ
ひ
に
［
×
□
〕
お
よ
ば
ぬ
、

以
来
申
承
ま
じ
く
候
間
、
い
そ
ぎ
御
か
へ
り
候
へ
・

左
様
の
子
細
お
ば
ぞ
ん
じ
候
わ
で
、
あ
ら
け
な
く
申
た
る
事
、
面
目
も
な
く
候
。
さ

り
な
が
ら
、
此
山
の
ふ
も
と
一
一
て
む
な
し
く
御
成
候
事
、
ひ
と
へ
に
大
師
の
御
は
か

ら
い
か
と
存
候
。
い
そ
ぎ
御
名
乗
候
て
、
よ
る
こ
ば
せ
御
申
候
へ
。
中
々
、
空
く
御

成
候
上
は
く
る
し
叫
か
ら
ぬ
事
、
急
デ
御
名
乗
候
へ
。
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（
面
）

一
々
十
三
犀
ワ
キ
、
い
づ
ミ
小
二
郎
。
「
い
づ
ミ
ハ
御
暇
た
ま
わ
り
て
、
御
前
ヲ
立
て
出
け
れ
ば
、

御
前
（
の
脱
力
）
侍
面
々
（
に
脱
ヵ
）
、
い
づ
ミ
め
ん
ぽ
く
是
成
と
、
う
ら
や
ま
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
れ
、

Ｏ
Ｊ
Ｊ
ｔ
ｌ
ｌ
ｏ
」

中
入

是
ハ
当
国
ノ
住
人
、
い
づ
ミ
の
小
二
郎
と
申
［
×
も
の
〕
御
方
に
仕
へ
申
者
二
て
候
・
某

只
今
こ
れ
へ
出
ル
事
、
よ
の
儀
二
あ
ら
ず
。
頼
奉
り
た
る
小
二
郎
殿
、
犀
川
ゑ
御
出

被
成
候
。
其
子
細
は
、
頼
朝
犀
川
の
辺
へ
御
狩
へ
御
出
被
成
、
あ
さ
ば
や
ま
へ
御
つ

き
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く
よ
も
の
て
い
ヲ
御
覧
被
成
、
此
川
は
如
何
様
や
う
あ
り
げ
に

見
へ
て
あ
る
が
、
何
と
云
川
ぞ
、
く
わ
し
く
存
じ
た
る
者
は
な
き
か
、
と
御
た
づ
ね

被
成
け
れ
ば
、
御
供
の
」
人
々
お
ほ
き
中
に
、
さ
が
ミ
の
守
御
定
承
て
、
さ
ん
候
、

此
川
お
ば
さ
い
川
と
申
、
と
申
上
ら
れ
け
れ
ば
、
頼
朝
き
こ
し
め
し
て
、
そ
も
さ
い

川
と
云
子
細
は
い
か
に
、
と
御
ふ
し
ん
被
成
候
処
二
、
さ
が
ミ
の
守
、
い
や
く
ち
成

子
細
一
一
て
も
御
ざ
な
げ
に
候
、
た
夏
さ
い
と
申
も
の
シ
住
と
申
て
さ
い
川
と
申
よ
し

承
及
た
る
よ
し
申
上
ら
れ
し
か
（
、
籾
〔
×
陸
其
さ
い
と
云
者
は
い
か
様
成
す
が
た

ぞ
、
と
仰
ら
れ
候
所
に
、
其
時
御
前
の
人
々
、
さ
い
の
す
が
た
ハ
く
わ
し
く
不
存
候

が
、
大
方
承
た
る
ハ
、
い
た
だ
き
に
つ
の
ひ
と
つ
あ
り
、
水
中
へ
入
ぬ
れ
ば
さ
な
が

ら
水
は
五
尺
さ
っ
て
、
其
身
は
し
よ
て
う
↓
』
の
こ
く
う
を
か
け
る
ご
と
く
に
御
座
あ

る
と
申
伝
へ
候
よ
し
申
さ
れ
け
れ
ば
、
頼
朝
き
こ
し
め
さ
れ
、
其
さ
い
の
つ
の
を
取

て
、
御
家
の
て
う
ほ
う
に
被
成
べ
き
と
あ
っ
て
、
御
供
の
中
に
た
れ
か
其
さ
い
の
っ

の
を
取
ま
い
ら
［
×
せ
」
す
べ
き
物
や
あ
る
と
の
御
定
一
一
て
候
所
に
、
そ
の
時
さ
が
ミ

の
守
、
さ
れ
ば
御
供
の
人
々
、
何
も
ノ
ー
つ
わ
者
一
一
て
候
中
に
、
と
り
わ
き
た
れ

ノ
ー
と
申
た
り
と
も
、
さ
い
の
つ
の
を
と
っ
て
参
ら
せ
う
ず
る
は
、
い
づ
ミ
の
小
二

是
ハ
此
当
に
住
居
す
る
も
の
｜
一
て
候
。
さ
い
前
い
づ
く
と
も
な
き
お
僧
の
御
出
候
て
、

そ
め
川
ヲ
御
尋
一
一
て
候
ほ
」
ど
に
、
お
し
へ
申
て
候
。
次
に
ぬ
れ
衣
の
女
ノ
旧
蹟
ヲ
も

ち
く
ぜ
ん

・
・
卜
凹
湿
衣
リ
キ
、
州
Ｎ
・
兄
の
佃
・
道
行
ぁ
っ
テ
、
「
そ
め
川
に
付
に
け
り
。
‐
く
‐
｜
↑

ワ
キ
い
か
に
此
所
の
人
の
渡
り
候
か
。
Ⅲ
此
所
（
の
脱
ヵ
）
者
と
お
た
づ
ね
は
、
如
何

様
成
御
用
二
て
候
ぞ
。
ワ
キ
此
川
お
ば
何
と
申
候
ぞ
。
〔
間
此
川
ハ
そ
め
川
と
申
候
。

ワ
キ
〕
又
是
成
し
る
し
ハ
、
い
か
や
う
な
る
人
（
の
脱
ヵ
）
旧
蹟
こ
て
候
ぞ
。
あ
れ
ハ

き
い

ぬ
れ
衣
の
女
と
申
女
の
旧
蹟
二
て
候
。
立
寄
心
し
づ
か
に
御
一
見
候
へ
。
〔
ワ
キ
こ
上

ろ
へ
申
候
。
間
御
用
之
事
候
ハ
夏
、
重
而
仰
付
ら
れ
候
へ
。
〕
心
得
申
〔
て
〕
候
。

此
内
二
太
夫
出
テ
、
い
出
か
け
あ
り
ゞ

郎
な
ら
で
は
あ
る
ま
じ
い
、
と
た
し
や
か
に
申
上
（
ら
脱
ヵ
）
れ
し
か
（
、
則
小
次
郎

ヲ
（
。
．
）
御
前
ゑ
め
し
出
さ
れ
、
此
川
に
住
さ
い
の
つ
の
を
取
て
上
よ
と
仰
付
ら
れ
け

れ
ば
、
小
二
郎
御
定
」
承
て
、
や
す
き
間
の
御
事
、
と
っ
て
上
申
そ
う
ず
る
と
御
請

ヲ
申
、
御
前
ヲ
立
テ
、
頓
而
か
る
ハ
ー
と
出
立
テ
、
只
今
さ
い
川
へ
出
ら
れ
候
程
に
、

わ
れ
ら
ご
と
き
の
も
の
ま
で
も
御
と
も
一
一
参
ら
う
ず
る
と
申
せ
ば
、
た
の
ふ
だ
人
被

申
候
様
は
、
大
ぜ
い
に
て
参
り
と
り
ゑ
た
り
と
も
、
さ
ら
二
手
が
ら
に
成
ま
じ
い
、

小
二
郎
ま
い
る
ほ
ど
に
、
あ
と
よ
り
あ
と
よ
り
面
字
術
）
参
た
る
者
あ
ら
ば
、
く
せ

事
た
る
べ
し
と
仰
ら
れ
候
へ
ど
も
、
此
度
ノ
の
（
術
）
事
は
一
入
太
事
二
存
ル
間
、
御

あ
と
に
残
り
て
も
き
づ
か
い
一
一
て
い
ら
れ
ま
じ
い
、
小
二
郎
ど
の
を
大
切
に
お
も
ふ

（
岬
）

人
々
は
、
い
そ
ぎ
さ
い
川
の
ほ
と
り
へ
出
ら
れ
候
得
、
そ
れ
が
し
ヲ
初
而
。
罷
出
候
ぞ
、

魂
Ｉ

か
ま
』
い
て
其
分
心
得
候
へ
、
ノ
ー
。
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お
し
へ
申
て
候
が
、
い
ま
だ
あ
れ
に
御
ざ
あ
る
か
、
参
て
見
申
さ
ば
や
と
存
ル
。

い
や
、
最
前
の
御
僧
は
い
ま
だ
是
に
御
ざ
候
。
中
ｊ
～
、
さ
き
の
男
二
て
候
・
い

ま
だ
是
に
御
ざ
あ
る
か
、
御
目
に
か
ふ
ら
う
ず
る
と
ぞ
ん
じ
、
参
り
て
候
。
近
比

御
心
ざ
し
の
ほ
ど
、
し
う
ち
や
く
申
て
候
・
籾
、
か
た
入
、
ゑ
た
づ
ね
申
度
事
の
候
・

夫
は
如
何
様
成
事
二
て
候
ぞ
。
此
所
ノ
人
な
ら
ば
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ
ノ
女
之
事
、
あ
り

〔
原
な
り
〕
平
こ
れ
ま
で
も
御
出
あ
り
た
る
か
、
御
ぞ
ん
じ
な
ら
ば
か
た
っ
て
御
聞

せ
候
へ
。
つ
れ
ノ
ご
と
く
．
先
最
前
も
申
ご
と
く
、
是
成
川
は
そ
め
川
と
も
う
す
。
亦

郵
丁

い
に
し
へ
あ
り
原
の
な
』
り
平
、
宇
佐
の
使
に
御
下
向
時
、
当
国
此
た
か
（
は
ヵ
）
れ

じ
ま
の
じ
と
う
た
い
ら
の
さ
だ
ぶ
ん
の
も
と
に
付
た
ま
ひ
し
に
、
さ
だ
ぶ
ん
の
む
す

め
色
こ
の
み
の
ひ
と
坐
聞
召
て
、
ゆ
か
し
［
×
く
］
く
お
ぼ
し
め
し
て
も
や
候
ら
ん
、

な
り
平
一
首
の
う
た
ヲ
よ
ミ
て
、
息
女
の
［
×
□
］
方
ゑ
つ
か
（
は
脱
）
さ
れ
た
る
と
申
。

な
る

そ
の
御
う
た
ハ
、
そ
め
川
ヲ
わ
た
ら
ん
人
の
い
か
で
か
わ
、
い
る
に
成
て
う
こ
と
の

ら
ん

な
か
ら
ん
、
と
あ
そ
ば
し
つ
か
わ
さ
れ
候
得
ば
、
さ
だ
ぶ
ん
の
そ
く
女
の
返
寄
に
、

な
に
し
を
は
（
？
）
（
あ
だ
に
ぞ
あ
る
く
き
た
は
れ
じ
ま
、
な
ミ
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
き
る

と
い
ふ
な
り
、
と
返
寄
ヲ
い
た
さ
れ
、
御
ち
ぎ
り
ヲ
こ
め
ら
れ
た
る
な
ど
と
申
つ
た

へ
候
が
、
た
し
か
に
は
」
不
存
候
。
去
間
ぬ
れ
ぎ
ぬ
の
女
と
申
い
わ
れ
は
、
い
に
し

へ
此
た
わ
れ
じ
ま
の
じ
と
う
、
ち
く
ぜ
ん
の
守
さ
だ
ぶ
ん
の
そ
く
女
、
ぢ
［
×
き
］
っ
ぽ

（
卿
）

に
お
く
れ
、
け
い
ぽ
に
て
御
ざ
あ
り
た
る
と
申
。
然
所
一
一
、
け
い
ぽ
ま
上
む
す
め
ヲ

に
く
ミ
て
お
も
わ
（
？
）
れ
候
に
は
、
何
と
も
シ
テ
あ
の
む
す
め
ヲ
う
し
な
い
申
さ
ん

と
色
々
に
た
く
ミ
、
あ
ま
人
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
ヲ
と
っ
て
、
か
の
そ
く
女
の
ね
屋
へ
し
の
び

入
て
そ
く
女
に
ぬ
（
？
）
れ
ぎ
ぬ
ヲ
き
せ
お
き
、
あ
ま
人
と
心
ヲ
あ
わ
せ
、
い
す
人
に

せ
ん
と
た
く
ミ
、
左
様
の
躰
に
も
て
な
し
候
所
二
、
彼
そ
く
女
ハ
其
た
く
ミ
ヲ
夢
二
も

５
１

４
口

し
ら
ず
候
所
一
一
、
あ
ま
人
我
ぬ
れ
ぎ
ぬ
の
見
ゑ
ぬ
よ
し
ヲ
申
て
』
愛
か
し
こ
ヲ
尋
あ
り

き
、
か
の
そ
く
女
の
ね
や
に
御
ざ
候
ヲ
見
付
た
る
て
い
二
て
、
何
と
て
我
等
の
ぬ
れ

ぎ
ぬ
お
ば
と
ら
せ
ら
れ
て
候
ぞ
と
申
て
、
大
キ
に
か
こ
め
候
ほ
ど
に
、
そ
く
女
我
は

〔
ゆ
め
に
も
し
ら
ぬ
と
〕
か
た
く
申
候
得
ど
も
、
か
ね
て
い
Ｌ
ま
わ
し
た
る
こ
と
な

れ
ば
、
た
れ
あ
っ
て
そ
く
じ
よ
の
尤
と
い
ふ
も
の
も
な
け
れ
（
、
父
こ
の
よ
し
聞
テ
、

天
下
の
た
い
ほ
う
な
れ
ば
、
い
す
人
に
か
た
ふ
ど
な
し
、
ふ
び
ん
に
は
存
候
へ
ど
も
、
ぜ

ひ
な
し
と
て
、
其
ま
シ
む
す
め
ヲ
が
い
し
て
、
き
ぬ
お
ば
あ
ま
人
に
か
へ
し
候
所
に
、

か
の
む
す
め
父
ノ
ゆ
め
に
見
へ
て
一
首
の
う
た
ニ
い
わ
く
、
ぬ
ぎ
坐
す
る
そ
の
た
ぱ
か

ぎ
ぬ

り
の
ぬ
れ
衣
は
、
な
が
き
な
ミ
だ
の
た
め
し
な
り
け
り
、
と
よ
ミ
、
う
ら
」
み
た
る

け
し
き
に
て
さ
め
人
、
と
な
く
と
お
も
へ
ば
、
ゆ
め
さ
め
ぬ
。
か
の
父
大
き
に
お
ど

ろ
き
、
そ
の
ま
ふ
け
い
ぽ
ヲ
リ
く
つ
仕
た
る
と
申
。
そ
れ
よ
り
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ
と
申
つ

た
へ
候
。
最
前
よ
り
申
ご
と
く
、
く
わ
し
く
は
不
存
候
。

是
は
ふ
し
ぎ
成
事
ヲ
仰
候
。
い
に
し
へ
の
、
平
の
さ
だ
ぷ
ん
の
そ
く
女
二
て
御
ざ
あ

ら
う
ず
る
と
ぞ
ん
じ
候
。
此
所
の
女
に
、
御
僧
の
御
目
二
か
上
り
、
左
様
の
こ
と
を

く
わ
し
く
物
語
申
さ
う
も
の
は
な
く
候
。
お
僧
た
つ
と
く
ま
し
ま
す
間
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ

の
女
一
一
て
御
ざ
あ
ら
う
ず
る
と
存
候
。
左
様
二
候
ハ
笈
、
ぬ
れ
ぎ
ぬ
の
女
の
御
ぽ
だ

５
７

い
ヲ
御
と
む
ら
い
あ
れ
か
し
と
存
候
。
』

一
・
十
五
飛
雲

是
ハ
本
山
み
熊
野
の
ご
ん
げ
ん
二
仕
へ
申
、
末
社
の
臣
に
て
候
。
さ
る
ほ
ど
に
只
今

是
へ
出
る
事
、
よ
の
儀
二
あ
ら
ず
。
ほ
ん
ざ
ん
の
山
ぶ
し
、
出
羽
の
は
ぐ
ろ
山
ゑ
参

ら
れ
し
に
、
木
曽
の
山
家
二
て
ひ
う
ん
と
申
お
に
、
ほ
ん
ざ
ん
の
山
伏
の
命
ヲ
と
ら

57



ん
為
に
、
彼
ひ
う
ん
ら
う
人
の
す
が
た
に
出
立
、
薪
を
」
（
脱
ア
ル
カ
）
い
か
に
も
気
色

面
白
紅
葉
な
ど
の
有
所
に
薪
を
お
ろ
し
お
き
、
や
す
む
躰
二
も
て
な
し
候
所
二
、
山

伏
た
ち
も
何
と
な
く
詞
ヲ
か
け
ら
れ
候
へ
ば
、
彼
老
人
悦
び
申
、
頓
而
命
ヲ
と
ら
ん

為
、
色
々
面
白
き
物
語
な
ど
を
仕
り
か
け
、
紅
葉
の
名
所
な
ど
お
も
く
わ
し
く
か
た

り
、
兎
角
し
て
命
を
と
ら
ん
と
す
れ
ど
も
、
さ
す
が
山
伏
と
申
ハ
か
た
じ
け
な
く
も

ゑ
ん
の
ぎ
や
う
じ
や
の
あ
と
ヲ
次
た
ま
ふ
ほ
ど
の
山
伏
な
れ
ば
、
い
か
で
か
さ
う
な

ふ
と
ら
る
べ
き
、
惣
じ
て
ゑ
ん
の
ぎ
や
う
者
と
申
は
、
い
に
し
ヘ
ヲ
た
づ
ぬ
る
一
一
、

大
和
国
ち
わ
ら
の
さ
と
の
ひ
と
な
る
が
、
③
是
よ
り
つ
れ
の
人
間
に
は
か
わ
り
た
り
。

蒟
丁

其
子
細
は
、
』
行
者
の
御
母
お
つ
と
の
さ
い
あ
い
も
な
く
、
日
月
の
や
う
き
を
う
け

く
わ
い
に
ん
せ
ら
れ
、
ゑ
ん
の
ぎ
や
う
者
生
れ
さ
せ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
行
じ
や
、
③

是
ま
で
其
里
に
も
住
も
せ
で
、
葛
城
山
岩
屋
二
こ
も
り
い
て
、
ひ
ほ
う
ヲ
お
こ
な
い
、

鬼
神
お
も
し
た
が
ゑ
、
お
も
ひ
の
ま
Ｌ
に
さ
し
つ
か
い
、
我
身
も
心
の
ま
ふ
に
こ
く

う
お
［
×
ヲ
］
も
か
け
り
給
へ
り
。
か
ほ
ど
お
（
た
ヵ
）
つ
と
き
行
者
の
あ
と
ヲ
つ
ぎ
給

ふ
山
伏
の
御
事
な
れ
ば
、
中
Ｊ
１
命
ヲ
と
る
事
ハ
成
間
鋪
い
。
殊
更
ひ
う
ん
と
申
お

に
が
、
山
伏
の
命
ヲ
と
ら
ん
と
す
る
も
（
を
ヵ
）
、
権
現
御
存
知
あ
っ
て
、
い
そ
ぎ
此
末

社
二
立
こ
へ
つ
げ
し
ら
せ
よ
と
の
御
事
二
て
候
間
、
只
今
木
曽
の
」
山
家
へ
参
る
。
い

そ
ひ
で
参
ら
ば
や
と
存
ル
。
誠
二
、
い
に
し
へ
の
行
者
は
き
じ
ん
お
も
心
の
ま
ふ
に

さ
し
つ
か
い
給
ふ
に
、
其
あ
と
ヲ
つ
ぎ
け
る
山
伏
の
命
ヲ
と
ら
ん
と
の
事
は
、
い
か

成
ひ
う
ん
成
と
も
た
ち
所
二
て
め
い
わ
く
い
た
し
迷
惑
い
た
し
（
五
字
術
）
、
取
事
ハ
成

間
鋪
候
。
乍
去
、
山
伏
達
も
油
断
せ
ら
れ
た
ら
ば
、
い
か
や
う
の
事
二
あ
わ
れ
う
ず

る
も
し
れ
ま
じ
い
と
存
ル
。
神
通
ヲ
ゑ
て
く
だ
れ
ば
、
せ
つ
な
が
間
に
信
濃
国
木
曽
ノ

山
家
に
つ
い
た
が
、
さ
て
山
（
伏
脱
）
達
ハ
い
づ
く
に
い
ら
る
Ｌ
ぞ
。
さ
れ
ば
こ
そ
是

二
十
六
紅
葉
持
（
狩
ヵ
）

や
れ
』
、
、
見
事
成
紅
葉
哉
。
安
元
は
ち
け
い
も
す
ぐ
れ
て
」
面
白
き
所
成
ば
、
是

二
び
や
う
ぶ
立
な
〔
×
し
］
ら
べ
ま
く
打
ま
わ
し
て
、
み
な
１
１
く
こ
ん
の
き
こ
し
め

し
候
得
や
。
た
れ
二
て
お
り
や
ら
せ
ま
す
ぞ
。
こ
な
た
の
ハ
た
笈
さ
る
御
方
二

て
候
が
、
あ
れ
二
た
ふ
せ
ら
れ
た
る
は
何
と
申
御
方
二
て
さ
む
ら
ふ
ぞ
。
そ
な
た

二
い
ら
る
上
が
、
さ
ん
ハ
ー
に
く
た
び
れ
ら
れ
た
る
躰
二
て
あ
り
。
籾
も
せ
う
躰
も

釘
Ｔ

な
い
躰
か
な
。
い
』
や
、
此
分
二
て
ハ
時
刻
が
う
つ
る
。
い
そ
ひ
で
つ
げ
し
ら
せ
申

さ
う
。
い
か
に
き
や
く
僧
、
是
ハ
熊
野
々
ど
ん
げ
ん
よ
り
の
神
ち
よ
く
也
。
さ
い
ぜ

ん
た
き
笈
ヲ
お
ひ
て
御
身
に
詞
ヲ
か
わ
し
た
る
は
、
此
山
二
住
ひ
う
ん
と
申
お
に
成
・

御
身
ヲ
た
ぶ
ら
か
し
、
命
ヲ
と
ら
ん
と
す
る
間
、
行
カ
ヲ
も
っ
て
命
ヲ
と
ら
れ
申
な
と

の
御
事
に
て
、
則
権
現
よ
り
の
神
ち
よ
く
成
。
其
分
心
得
侯
へ
、
１
１
。

（
以
下
、
冒
頭
か
ら
途
中
ま
で
の
行
間
に
書
か
れ
た
詞
章
）

ら
ん
上

是
ハ
本
山
御
熊
野
ノ
権
現
二
仕
ヱ
申
、
末
社
ノ
神
ニ
テ
（
候
脱
ヵ
）
。
去
程
二
、
唯
今
是
へ

出
ル
事
、
余
ノ
儀
二
不
有
。
本
山
ノ
山
伏
、
出
羽
ノ
羽
黒
山
へ
被
参
候
所
二
、
木
曽
ノ
山

家
一
手
飛
雲
ト
甲
（
申
ヵ
）
鬼
、
本
山
ノ
山
伏
ノ
命
ヲ
取
覧
為
二
、
彼
飛
雲
老
人
ノ
姿
に

出
立
、
薪
ヲ
■
テ
、
如
何
一
一
も
気
色
面
白
キ
紅
葉
ナ
ド
ノ
有
所
二
薪
ヲ
於
道
（
路
ヵ
）
師

置
、
屋
住
躰
一
一
モ
テ
ナ
シ
△
（
侯
ヵ
）
所
二
、
山
伏
達
モ
何
卜
無
言
葉
ヲ
被
掛
△
（
候
ヵ
）

得
（
、
彼
老
人
悦
ビ
申
シ
、
頓
テ
命
ヲ
ト
ウ
（
ラ
ヵ
）
ン
ダ
メ
、
イ
ロ
ノ
、
面
白
キ
物
語

ナ
ド
ヲ
仕
リ
カ
け
、
モ
ミ
ヂ
ノ
名
所
ヲ
ク
ハ
シ
ク
語
、
兎
角
シ
テ
命
ヲ
ト
ウ
（
ラ
ヵ
）
ン

０
ト
ス
レ
（
以
下
欠
）
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末
社
ら
ん
じ
ゃ
う

（
”
）

是
ハ
八
幡
八
ま
ん
宮
二
仕
へ
申
、
武
［
×
内
］
氏
と
申
末
社
の
臣
二
て
候
・
そ
れ
が
し

認
丁

只
今
是
へ
出
る
事
、
』
よ
の
儀
□
あ
ら
ず
。
よ
ど
の
将
ぐ
ん
平
の
こ
れ
も
ち
は
、
信

濃
国
と
が
く
し
山
へ
分
入
ら
る
ふ
に
よ
り
、
我
等
も
し
ん
ち
よ
く
ヲ
請
、
た
笈
い
ま

．
（
副
）
．

と
が
く
し
山
へ
参
る
。
其
様
躰
ハ
、
と
が
〔
×
し
］
く
じ
山
二
き
じ
ん
す
ん
で
、
国
土

の
人
を
う
し
な
ひ
候
間
、
し
や
う
ぐ
ん
こ
れ
も
ち
の
方
へ
ち
よ
（
く
脱
）
し
立
て
、
と

が
く
じ
山
の
き
じ
ん
を
た
い
ら
げ
よ
と
の
御
事
也
。
こ
れ
も
ち
は
、
て
う
て
き
な
ど

ノ
御
事
こ
そ
候
へ
、
鬼
神
ヲ
た
い
ら
げ
よ
と
の
御
事
は
迷
惑
に
候
得
共
、
せ
ん
じ
な

れ
（
是
（
非
脱
）
二
不
及
、
か
し
こ
ま
っ
た
と
お
請
ヲ
申
、
と
が
く
し
山
へ
分
入
れ
候
間
、

太
か
う
の
人
な
れ
ば
、
き
じ
ん
の
太
い
ぢ
す
」
べ
き
事
は
心
に
か
け
も
せ
で
、
道
す

が
ら
紅
葉
持
（
狩
ヵ
）
な
ど
ヲ
し
、
ま
た
し
か
な
ど
も
狩
、
ゆ
ふ
ノ
ー
成
躰
二
て
く
だ

ら
れ
候
所
一
一
、
彼
き
じ
ん
は
本
よ
り
じ
ん
づ
う
ほ
う
べ
ん
の
者
な
れ
ば
、
は
や
此
由

ヲ
問
テ
、
こ
れ
も
ち
ヲ
た
ぶ
ら
か
い
テ
命
ヲ
と
ろ
ふ
ず
る
と
て
、
女
と
ば
け
、
と
が
く

し
山
の
紅
葉
た
く
さ
ん
成
〔
岩
尾
の
そ
び
へ
た
る
〕
所
に
、
ま
く
う
ち
ま
わ
し
び
や

う
ぶ
立
な
ら
べ
し
ゆ
ゑ
ん
ノ
い
た
し
、
こ
れ
も
ち
ヲ
待
か
け
テ
居
る
処
二
、
た
ぶ
ら
か

す
と
は
夢
（
？
）
に
も
し
ら
で
、
是
も
ち
か
の
て
い
ヲ
見
て
、
如
何
様
成
御
か
た
ぞ
と

鋤
丁

使
ヲ
立
ら
れ
候
ヘ
バ
、
た
笈
さ
る
御
方
ノ
紅
葉
狩
と
計
返
事
ヲ
申
。
』
惟
持
き
い
て
、

よ
し
ｊ
、
如
何
様
の
人
二
て
も
あ
れ
、
上
郎
の
道
の
ほ
と
り
の
紅
葉
狩
な
ら
ば
、
か

た
ハ
ー
乗
打
い
か
笈
と
て
、
馬
よ
り
お
り
て
ひ
そ
か
に
と
お
ら
れ
し
に
、
待
ま
ふ
け

た
る
事
な
れ
ば
、
彼
女
出
て
こ
れ
も
ち
の
そ
で
ヲ
引
へ
、
御
入
あ
っ
て
壱
シ
き
こ
し

の
あ
れ
も
ち
二
て
も
是
も
ち
二
て
（
も
脱
ヵ
）
あ
れ
、
こ
な
た
の
は
た
だ
さ
る
御
方
と
ば

か
り
お
申
し
や
ら
し
ま
せ
や
。

め
せ
と
申
。
見
れ
（
う
つ
く
し
き
女
也
。
こ
れ
も
ち
の
心
も
よ
わ
』
ｌ
と
成
テ
と
蛍

め
ら
れ
、
そ
の
ま
堅
酒
を
の
む
ほ
ど
に
、
せ
う
だ
い
も
な
く
た
べ
ゑ
い
、
ぜ
ん
ど
も

し
ら
ず
ふ
し
申
さ
る
皇
を
、
鬼
神
は
よ
き
じ
せ
つ
と
待
、
命
ヲ
と
ら
ん
と
す
る
ヲ
、

八
ま
ん
太
ぼ
さ
つ
御
存
知
あ
っ
て
、
さ
ば
か
り
の
［
×
是
］
こ
れ
も
ち
ヲ
き
じ
ん
に
や

ミ
Ｊ
１
と
取
ら
せ
て
は
い
か
富
な
り
、
い
そ
ぎ
此
武
氏
二
立
」
越
ゆ
め
の
つ
げ
し
ら

せ
、
鬼
神
の
た
い
ら
げ
さ
せ
〔
よ
〕
と
の
御
事
成
二
よ
り
、
是
ま
で
出
テ
侯
。
い
そ

ぎ
参
ら
う
ず
る
。
い
や
、
神
通
ヲ
ゑ
て
下
れ
ば
、
せ
つ
な
が
間
に
と
が
く
し
山
二

つ
い
た
が
、
彼
是
も
ち
は
ど
こ
も
と
に
い
ら
る
ふ
ぞ
し
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
こ
そ
是
二

い
ら
る
Ｌ
が
、
あ
ら
心
安
や
、
先
何
事
も
な
い
ほ
ど
に
、
ま
ん
ぞ
く
い
た
い
た
。
誠

二
此
人
は
、
み
る
ほ
ど
人
二
す
ぐ
れ
た
る
人
躰
哉
。
さ
こ
そ
此
人
ヲ
平
の
こ
れ
も
ち
と

名
付
事
は
、
七
才
の
と
し
お
ぢ
の
こ
れ
か
げ
と
申
人
ヲ
う
っ
て
候
得
バ
、
あ
ま
り
世

二
こ
ゑ
き
よ
う
第
一
の
人
二
て
あ
る
と
て
、
し
や
う
ぐ
ん
が
う
を
給
わ
っ
て
、
夫
よ

帥
丁

り
よ
ど
の
し
や
う
ぐ
ん
平
の
こ
れ
も
ち
と
、
天
下
に
か
く
れ
な
き
人
也
。
』
い
や

ノ
ー
～
、
じ
こ
く
う
つ
し
て
か
な
ふ
ま
じ
ひ
、
い
そ
い
で
つ
げ
し
ら
せ
申
さ
う
。
い
か

に
平
の
是
も
ち
、
慥
二
問
給
へ
。
さ
き
に
う
つ
く
し
き
女
の
、
御
身
ヲ
と
堂
め
酒
ヲ
参

ら
せ
た
る
は
、
人
間
二
て
ハ
な
し
。
皆
此
山
の
き
じ
ん
と
成
、
御
身
ヲ
た
ぶ
ら
か
し

命
ヲ
と
ら
ん
と
す
る
ヲ
、
八
ま
ん
太
ぼ
さ
つ
御
存
知
あ
っ
て
、
い
そ
ぎ
武
氏
二
立
越
ゆ

め
の
つ
げ
し
ら
せ
〔
×
よ
］
、
き
じ
ん
の
た
い
ら
げ
さ
せ
よ
と
の
し
ん
ち
よ
く
お
請
、

只
今
武
氏
参
り
た
り
。
〔
則
八
ま
ん
宮
よ
り
御
は
か
せ
被
下
間
、
〕
こ
れ
｜
一
て
き
じ
ん

ヲ
安
ノ
ー
と
た
い
ら
げ
、
い
そ
い
で
上
落
あ
る
べ
し
。
あ
ら
、
正
躰
な
の
て
い
や
。

と
う
ノ
、
～
目
を
さ
ま
さ
れ
候
得
、
ノ
ー
。
」
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一
干
七
加
茂

か
様
二
候
者
は
、
都
加
茂
の
明
神
に
仕
へ
申
、
末
社
の
臣
二
て
候
・
誠
二
め
で
た
き
事

二
て
侯
ぞ
、
我
て
う
は
小
国
と
は
申
せ
ど
も
神
国
二
て
、
仏
法
は
ん
じ
や
う
し
、
何

事
も
目
出
度
御
国
二
て
候
・
こ
れ
と
申
も
、
く
に
八
、
に
れ
い
し
ん
あ
ま
た
地
ヲ
し

め
て
御
ざ
あ
る
ゆ
ゑ
な
り
。
中
二
も
当
社
の
御
こ
と
は
、
王
城
の
ち
ん
じ
ゆ
二
て
、

天
下
ヲ
ま
も
り
給
ふ
御
神
也
。
殊
更
い
の
り
を
か
け
申
ほ
ど
の
御
事
ハ
、
何
事
も
思

馴
丁

ひ
の
ま
Ｌ
に
御
ざ
候
に
よ
り
、
く
に
ハ
ー
ざ
い
，
Ｉ
Ｉ
所
々
よ
り
』
し
ん
が
う
申
、
参

り
下
向
の
人
々
ハ
お
び
た
坐
敷
御
事
な
り
。
籾
ま
た
人
間
は
し
や
う
ぢ
き
ヲ
も
と
ふ

し
、
神
ヲ
し
ん
ぜ
ば
、
仏
と
も
成
神
［
×
と
〕
二
も
成
わ
（
玉
力
）
ひ
候
。
そ
れ
ヲ
い
か

ロ
ロ

に
と
申
に
、
当
社
明
神
の
い
に
し
へ
は
、
昔
か
も
の
里
に
は
だ
の
う
じ
［
×
色
女
と

申
人
あ
り
、
朝
暮
か
も
川
へ
出
て
水
ヲ
む
〔
す
〕
び
て
神
二
た
む
け
御
申
有
。
あ
る
時

川
上
よ
り
し
ら
は
の
や
一
す
ぢ
な
が
れ
、
む
す
び
給
ふ
お
け
の
中
へ
な
が
れ
入
候
を
、

何
と
な
く
取
テ
我
が
宿
に
か
へ
り
、
の
き
に
さ
し
お
き
た
ま
へ
ば
、
ほ
ど
な
く
う
じ

女
く
（
わ
脱
ヵ
）
い
た
い
せ
ら
れ
、
則
拾
月
と
申
に
御
さ
ん
の
ひ
ぽ
を
と
き
給
ふ
二
、

玉
ヲ
の
べ
［
×
な
〕
た
る
ご
と
く
」
成
男
子
ヲ
う
め
り
。
其
子
さ
ん
さ
い
ノ
時
、
汝
が
ち

（
型
）

上
は
と
頁
ま
と
い
て
と
ゑ
（
］
と
へ
ば
、
の
き
に
さ
し
お
き
た
る
矢
ヲ
お
し
へ
給
ふ
。

其
時
か
の
矢
な
る
い
か
づ
ち
と
成
、
天
に
上
り
給
ふ
。
是
則
、
わ
け
い
か
づ
ち
の
神

な
り
。
さ
れ
ば
其
ま
ふ
御
子
と
も
二
神
と
成
わ
玉
ヵ
）
ひ
、
加
茂
三
所
ノ
御
神
と
［
×

（
泌
）

ぃ
わ
ひ
］
名
付
、
下
か
も
、
中
か
も
、
上
加
茂
と
て
、
れ
い
げ
ん
あ
ら
た
な
る
御
神
二

て
候
・
籾
只
今
ば
ん
し
う
む
ろ
の
明
神
の
神
し
よ
く
の
御
方
、
と
う
し
や
ゑ
御
さ
ん

け
い
被
成
候
。
む
ろ
の
明
神
と
と
う
し
や
〔
と
〕
は
御
同
一
躰
な
る
に
よ
り
参
詣
申

睡
丁

さ
る
土
間
、
明
神
う
れ
し
く
お
ぽ
し
め
し
、
や
ん
ご
と
な
き
す
が
た
二
て
』
ゆ
き
相
、

↓
・
十
八
氷
室

ら
ん
じ
ゃ
う

是
ハ
丹
波
国
ひ
む
ろ
更
ノ
」
の
明
神
に
仕
へ
申
、
し
ん
し
よ
く
の
者
に
て
候
．
只
今

是
へ
出
る
事
、
よ
の
儀
二
あ
ら
ず
。
籾
も
此
ひ
む
ろ
の
明
神
と
申
は
、
仁
王
拾
二
代

け
い
こ
う
天
皇
の
御
宇
に
、
〔
ミ
〕
か
り
の
ぎ
や
う
が
う
の
［
×
御
ざ
］
御
座
あ
る
に
、

し
が

六
月
朔
日
の
事
成
［
×
□
Ｅ
し
が
、
［
×
有
く
わ
う
や
一
一
み
ゆ
き
成
候
所
昌
一
村
の
人
家
見

へ
候
。
其
一
［
×
時
］
村
よ
り
、
時
な
ら
ぬ
か
〔
ん
〕
ぷ
う
し
き
り
に
ふ
き
来
り
て
、

↓
｛
』
『
、

ぎ
よ
い
の
袖
に
う
つ
り
、
さ
な
が
ら
冬
〔
野
〕
の
み
か
［
×
き
］
り
の
ご
と
く
に
御
ざ

候
間
、
御
門
あ
や
し
ミ
た
ま
い
、
か
の
一
村
ヘ
ミ
ゆ
き
あ
っ
て
御
覧
あ
る
に
、
家
内

に
ゆ
き
［
×
旦
か
ふ
り
ヲ
た
上
へ
〔
お
き
〕
申
ヲ
、
み
か
ど
ふ
し
ぎ
に
お
ぽ
し
め
し
、

是
〔
ハ
〕
い
か
成
事
ぞ
と
御
た
づ
ね
あ
れ
ば
、
あ
る
」
じ
の
お
き
な
こ
た
ゑ
て
申
や

う
、
夫
せ
ん
か
に
は
、
〔
し
〕
せ
つ
、
か
う
せ
つ
と
て
薬
の
ゆ
き
有
、
此
お
き
な
も
か

と
う
し
や
ノ
め
で
た
き
子
細
御
物
語
被
成
、
重
而
き
ど
く
ヲ
お
が
ま
せ
申
さ
う
ず
る

と
て
、
先
神
が
く
れ
に
し
た
ま
ひ
て
候
。
其
間
に
、
只
は
何
と
て
御
ざ
あ
ら
う
ず
る

ぞ
、
我
等
が
様
成
末
社
二
も
罷
出
、
一
き
よ
く
お
も
仕
り
、
慰
め
申
〔
せ
〕
と
の
御

事
な
る
に
よ
り
、
是
ま
で
出
候
。
い
そ
ひ
で
御
れ
い
（
脱
ア
ル
ヵ
）
申
上
侯
。
是
ハ
当

社
明
神
に
仕
へ
申
末
社
の
臣
二
て
候
が
、
只
今
の
御
参
詣
、
近
比
め
で
た
う
存
る
。

則
当
し
や
明
神
よ
り
、
我
等
が
や
う
成
ま
つ
し
や
二
も
罷
出
、
一
き
よ
く
ヲ
モ
仕
り
、

お
ね
む
り
ヲ
さ
ま
し
申
せ
と
の
御
事
成
二
よ
り
、
是
ま
で
罷
出
テ
侯
が
、
何
ぞ
一
き
よ

く
仕
ら
う
ず
る
か
。
た
冨
し
何
と
御
ざ
あ
ら
う
ず
る
ぞ
。
か
し
こ
ま
つ
」
て
候
。

い
そ
ひ
で
ひ
と
か
な
で
い
た
さ
う
。
め
で
た
か
り
〔
け
〕
る
時
と
か
や
。
舞
う
た
い
、

、
㈱
１

つ
ね
ノ
ご
と
く
。
』
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た
の
ご
と
く
、
や
［
×
く
］
く
せ
つ
と
お
ふ
く
ぶ
く
仕
る
に
よ
り
、
そ
く
さ
い
ゑ
ん
め

い
一
一
御
ざ
候
、
と
申
上
る
。
さ
あ
ら
（
や
く
せ
つ
〔
×
ノ
］
卜
そ
な
ゑ
奉
る
べ
し
と
て
、

則
み
か
ど
へ
氷
ヲ
そ
な
へ
奉
り
、
そ
れ
よ
り
ひ
の
も
の
〔
と
［
×
』
］
ぐ
ご
と
申
鞄
こ

と
は
じ
ま
り
て
候
。
其
後
愛
か
し
こ
に
ひ
む
ろ
ヲ
か
ま
へ
し
が
、
〔
此
〕
比
ハ
舟
（
丹

か
う
り
ひ
む
ろ

ヵ
）
波
国
く
わ
だ
の
〔
×
□
］
郡
に
氷
室
ヲ
か
ま
へ
、
六
月
朔
日
に
我
き
ミ
ヘ
ひ
の
も

の
〔
と
ぐ
ご
ヲ
さ
Ｌ
げ
申
候
。
ま
づ
是
ハ
氷
室
の
子
細
な
り
。
そ
れ
二
付
、
と
う
ぎ

ん
に
仕
へ
御
申
あ
る
臣
下
ど
の
、
此
所
へ
御
下
向
二
て
候
間
、
御
れ
い
ヲ
申
さ
ば
や

６
１

と
［
×
ぞ
ん
じ
て
］
ぞ
ん
ず
る
。
』
［
×
罷
川
テ
候
］
御
礼
申
候
。
是
ハ
と
う
し
や
明
神

（
顔
）

二
仕
申
、
神
し
よ
く
の
者
に
て
候
。
此
所
へ
御
下
向
、
め
で
た
う
存
ル
。
籾
当
社
明
神

よ
り
の
御
た
く
せ
ん
に
、
只
今
の
御
参
詣
、
何
よ
り
う
れ
し
［
×
う
］
く
お
ぽ
し
め
し

候
間
、
し
ば
ら
く
御
逗
留
候
得
、
神
の
す
が
た
お
も
あ
ら
わ
し
、
ひ
の
物
（
の
脱
ヵ
）

ぐ
ご
ヲ
そ
な
ゑ
た
ま
ふ
け
し
き
〔
を
〕
ま
の
ふ
で
御
め
に
か
け
〔
×
御
申
あ
る
べ
き
］
申

さ
う
ず
る
、
と
の
御
た
く
せ
ん
二
て
候
間
、
し
ん
八
、
わ
（
？
）
た
く
し
な
く
御
き
れ

ん
［
×
□
せ
ん
□
口
候
］
あ
れ
か
し
と
存
候
。
〔
籾
〕
我
等
ご
と
き
の
も
の
が
ゆ
き
ヲ
こ
い

候
得
ば
、
時
な
ら
ぬ
ゆ
き
ふ
り
申
侯
間
、
ゆ
き
お
か
ふ
て
［
×
た
ち
ま
ち
神
り
ょ
［
×
に
］

（
猫
）

の
き
ど
く
Ｚ
御
目
に
か
け
申
さ
う
ず
る
二
て
候
。
〔
［
×
わ
れ
一
人
一
一
て
も
な
く
候
と
云
て
］
や

れ
＃
く
１
、
一
段
の
御
機
嫌
に
申
上
た
。
今
壱
人
を
呼
出
し
申
う
。
〕
［
×
み
な
］
の
ふ

ｊ
く
Ｉ
、
い
さ
し
ま
す
か
。
［
×
中
ノ
ー
足
一
雨
る
」
が
］
何
事
ぞ
。
い
や
、
［
×
・
へ
ち
の

邪
｜
一
て
も
な
い
］
当
今
〔
×
’
二
の
臣
下
ど
の
御
下
向
に
て
候
二
よ
り
、
我
等
も
御
礼
申
た

（
”
）
○

が
、
ゆ
き
ヲ
こ
ふ
て
み
せ
〔
よ
〕
と
御
申
被
成
る
坐
ほ
ど
（
？
）
に
、
い
ざ
と
も
ハ
ー

こ
わ
し
め
。
心
得
た
。
ぁ
ふ
ぎ
ひ
ろ
げ
て
、
い
る
ｊ
、
あ
り
．
ゆ
き
か
ふ
ｊ
ｌ
ｊ
－
Ｉ
、
あ
ら

れ
か
う
Ｊ
１
’
１
１
。
あ
ら
さ
む
や
ノ
Ｉ
・
あ
上
、
し
た
Ｌ
か
に
つ
も
っ
た
。
い
ざ

是
を
雪
こ
ろ
ぱ
し
二
せ
う
。

ま
る
め
う
。
ゆ
き
こ
ろ
ば
か
し
、
ノ
ー
～
、
あ
ら
つ
め
た
や
の
ふ
、
ノ
ー
。
く
い
り

Ｊ
１
や
［
×
な
ふ
］
。
さ
（
ら
脱
ヵ
）
は
是
ヲ
、
な
い
じ
ん
へ
こ
ろ
ぱ
し
い
れ
う
。
（
上
欄
外

に
「
柳
も
ノ
ー
、
大
き
に
成
た
．
是
を
内
剛
へ
納
め
う
。
」
）
陀
弐
池
争
↓
へ
い
る
塁
心
ヲ
す
る
．
ゑ
い

ノ
ー
、
あ
ふ
。
是
ハ
い
か
な
事
、
ま
は
ん
ぶ
ん
に
わ
れ
た
。
さ
ら
ば
、
い
ま
そ
っ
と

こ
わ
し
め
。
ち
と
う
す
ゆ
き
ヲ
こ
わ
ふ
。
ゆ
き
こ
ふ
ノ
ー
Ｊ
１
、
あ
ら
れ
か
う
ノ
、

Ｊ
１
、
我
［
×
□
］
家
の
か
き
［
×
の
］
や
木
に
、
ふ
［
×
り
］
れ
や
た
ま
れ
か
う
１
１

幅
ｒ

ｂ
″
ノ
ー
１
１
。
』

二
十
九
白
鬚

か
様
二
候
者
は
、
江
州
白
鬚
の
明
神
へ
仕
へ
申
、
末
社
の
臣
一
一
て
候
・
申
ま
で
も
な

き
事
な
れ
ど
も
、
国
々
に
れ
い
し
ん
あ
ま
た
ち
を
し
め
て
御
ざ
有
と
は
申
せ
ど
も
、

当
社
の
御
事
は
、
ご
宣
百
さ
い
に
至
る
ま
で
か
く
れ
も
な
き
御
神
也
。
其
子
細
は
、

し
や
く
そ
ん
と
そ
つ
天
よ
り
あ
ま
く
だ
り
、
是
よ
り
ひ
ん
が
し
に
仏
法
ぐ
づ
う
の
所

ヲ
御
た
て
あ
る
べ
し
と
て
、
あ
し
の
は
に
め
し
て
、
ま
ん
１
１
」
た
る
く
う
海
へ
風

に
ま
か
せ
て
御
出
候
所
二
、
当
国
志
賀
の
辺
一
一
て
な
ミ
の
う
つ
お
と
ヲ
問
た
ま
い
て
、

是
二
て
仏
法
か
い
ひ
や
く
あ
る
く
（
し
脱
）
と
て
、
め
し
た
る
め
し
た
る
（
四
字
術
）
あ

し
の
葉
ヲ
ぬ
ぎ
す
て
た
ま
ふ
。
其
時
つ
り
の
お
き
な
一
人
出
相
、
此
所
ハ
我
住
家
成

ヲ
、
仏
法
の
ち
ま
た
に
な
す
べ
き
事
か
な
ふ
ま
じ
ひ
［
×
と
］
よ
し
被
申
け
れ
ば
、
尺

尊
ち
か
ら
な
く
て
、
す
で
に
ぢ
や
つ
く
わ
う
ど
に
か
へ
ら
ん
と
し
た
ま
〔
×
へ
ぱ
］
ふ

所
に
、
東
北
（
方
ヵ
）
よ
り
や
く
し
女
来
出
給
ひ
、
翁
に
む
か
い
子
細
を
い
か
に
と
の

蝿
ｒ
わ
ｕ

た
ま
ひ
け
れ
ば
、
』
翁
こ
た
へ
て
被
申
候
は
、
我
人
じ
ゆ
六
千
ざ
い
の
は
じ
め
よ
り
、

唯
り

此
山
の
ぬ
し
な
り
、
此
水
海
千
年
す
ぎ
て
は
あ
し
原
と
成
、
又
千
年
す
ぎ
て
は
も
と
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二
十
老
松

安
楽
寺
の
門
前
の
者
と
お
た
づ
ね
は
、
い
か
様
な
る
御
用
二
て
候
ぞ
。
所
の
者
、

御
前
二
候
・
せ
り
ふ
、
つ
れ
ノ
ご
と
く
．

ぱ
い

ま
づ
此
安
楽
寺
（
に
脱
）
お
ひ
て
、
老
松
、
」
か
う
梅
ど
の
上
子
細
と
申
は
、
都
き
た

の
上
天
神
、
い
ま
だ
か
ん
せ
う
ハ
ー
ニ
て
御
ざ
候
ひ
し
時
、
し
へ
い
の
お
と
茸
の
御

ざ
ん
げ
ん
一
一
よ
り
、
ゑ
ん
ぎ
元
年
正
月
廿
九
日
二
此
所
迄
御
下
り
あ
っ
て
、
誠
二
あ
ら

の
水
海
と
成
し
お
も
、
一
度
な
ら
ず
弐
度
な
ら
ず
、
七
度
迄
見
た
る
翁
な
り
、
此
山

の
ぬ
し
は
わ
れ
な
ら
で
は
あ
る
べ
か
ら
ず
、
と
の
た
ま
へ
ば
、
其
時
薬
し
女
来
、
わ

れ
人
じ
ゆ
弐
万
ざ
い
の
は
じ
め
よ
り
此
地
の
ぬ
し
な
れ
ど
も
、
御
身
二
相
て
ゑ
き
な

き
ゆ
へ
ま
見
（
え
脱
ヵ
）
ず
、
此
山
の
ぬ
し
は
我
也
、
尺
尊
此
所
二
て
仏
法
ヲ
ひ
ろ
め
給

へ
、
と
か
た
く
御
約
束
あ
り
、
薬
し
女
来
は
」
ひ
ん
が
し
へ
と
び
給
ゑ
ば
、
尺
尊
ハ

ぢ
や
つ
く
わ
う
ど
に
か
へ
ら
せ
給
ふ
。
其
時
の
お
き
な
は
、
今
の
白
鬚
の
明
神
也
。

尺
尊
其
後
で
ん
ぎ
や
う
太
し
と
む
（
ま
脱
）
れ
か
わ
り
て
、
く
わ
ん
む
天
皇
と
御
心
ヲ

壱
シ
に
し
て
、
ゑ
ん
り
や
く
年
中
に
ひ
ゑ
ひ
（
山
脱
ヵ
）
の
た
て
給
ふ
。
さ
あ
る
に
よ

っ
て
、
寺
が
う
ヲ
ゑ
ん
り
や
く
寺
と
申
也
。
先
是
ハ
、
此
所
の
物
語
。
当
今
に
仕
へ

御
申
あ
る
し
ん
か
ど
の
、
せ
ん
じ
を
か
ふ
む
り
、
只
今
と
う
し
や
へ
御
参
詣
被
成
候

間
、
と
う
し
や
か
り
に
つ
り
人
と
成
、
大
方
じ
ん
ぴ
の
様
躰
御
物
語
被
成
、
重
テ
き
ど

碗
丁

く
ヲ
お
が
ま
せ
御
申
被
成
』
り
や
う
ず
る
と
の
御
事
二
て
候
・
其
間
に
、
只
は
何
と

て
御
ざ
あ
ら
ふ
ぞ
、
我
（
等
脱
力
）
が
や
う
成
末
社
一
一
も
罷
出
、
一
き
よ
く
お
も
仕
り
、

麻
（
慰
力
）
め
申
せ
と
の
御
事
二
よ
り
、
是
ま
で
出
候
。
い
そ
い
で
御
礼
申
そ
う
。

是
よ
り
、
つ
れ
ノ
ご
と
く
。

う
た
い
も
舞
も
何
ジ
。

い
す
ま
ひ
二
て
候
間
、
都
の
事
ゆ
か
し
ぐ
お
ぽ
し
め
し
、
こ
ち
風
の
ふ
き
候
ヲ
五
も

じ
に
お
か
せ
ら
れ
、
御
う
た
ヲ
あ
そ
ば
さ
れ
た
る
と
申
。
其
野
は
、
こ
ち
ふ
か
ぱ

に
お
い
お
こ
せ
よ
梅
の
花
、
あ
る
じ
な
し
と
て
春
な
わ
す
れ
そ
、
と
か
様
二
よ
ミ
た

ま
ゑ
ば
、
此
梅
夜
の
間
［
×
に
］
出
来
申
候
。
是
ハ
都
て
い
し
や
う
に
［
×
こ
］
う
ゑ
お

か
れ
た
る
か
ん
し
や
う
ぜ
う
御
ち
や
う
あ
い
の
梅
な
る
が
、
御
ゑ
い
か
の
心
ヲ
か
ん

じ
来
る
叫
と
あ
っ
て
、
飛
梅
と
見
（
名
力
）
付
給
ふ
。
ま
た
こ
な
た
成
松
は
、
梅
の
あ

と
ヲ
し
た
ひ
お
ひ
来
ル
ー
よ
り
、
お
い
松
と
な
づ
け
給
ふ
。
籾
両
木
此
所
へ
あ
ら
わ
れ

（
マ
マ
）

た
る
ヲ
、
か
ん
せ
う
じ
や
う
め
で
た
し
と
よ
ろ
こ
び
た
給
ふ
。
其
子
細
は
、
梅
ハ
是

む
ざ
い
お
ん
る
の
し
う
た
ん
を
と
む
ら
い
、
松
は
又
き
ら
く
ほ
ん
ま
ふ
の
ぢ
つ
た
い

ヲ
あ
ら
わ
す
と
、
か
や
う
の
事
ヲ
思
召
時
は
、
御
本
望
ヲ
御
と
げ
あ
る
べ
き
事
う
た
が

い
な
し
と
て
、
て
ん
ぱ
い
が
み
ね
ニ
御
あ
が
り
有
、
ぼ
ん
で
ん
二
い
の
り
た
ま
ヘ
バ
、

な
む
天
ま
ん
太
ぢ
ざ
い
天
神
と
く
わ
ん
ヲ
御
あ
げ
被
成
候
間
、
籾
は
ぼ
ん
で
ん
よ
り

大
じ
ざ
い
に
被
成
候
う
へ
は
、
御
ぐ
わ
ん
ぢ
や
う
じ
ゆ
成
〔
り
〕
と
て
、
そ
れ
よ
り

色
々
の
事
あ
り
テ
、
ゑ
ん
ぎ
拾
六
年
ひ
の
ゑ
子
ノ
と
し
二
な
る
い
か
」
づ
ち
と
な
っ
て

都
二
上
り
、
ざ
ん
に
ん
に
（
の
ヵ
）
と
も
が
ら
お
も
心
の
ま
壁
し
た
が
ゑ
、
今
一
一
北
野

（
湖
）

々
天
ま
ん
大
じ
ざ
い
天
神
と
い
わ
ふ
れ
、
れ
い
げ
ん
あ
ら
た
成
御
神
也
。
さ
有
に
よ

っ
て
両
木
ヲ
モ
末
社
と
い
わ
い
、
則
お
い
松
の
神
、
紅
梅
ど
の
上
神
と
あ
が
め
申
候

が
、
只
今
の
御
尋
［
×
は
］
、
ふ
し
ん
（
に
脱
ヵ
）
存
ル
。
是
ハ
き
ど
く
成
事
ヲ
仰
候
も

の
哉
。
そ
れ
は
う
た
が
ふ
所
も
な
き
、
お
い
ま
つ
、
か
う
ば
い
ど
の
ふ
神
、
か
り
に

ミ
や
も
り
の
て
い
に
げ
ん
じ
、
御
こ
と
ば
ヲ
か
わ
さ
れ
た
る
と
存
候
。
左
様
一
二
？
）

候
ハ
茸
、
■
（
暫
ヵ
）
御
逗
留
被
成
、
し
ん
入
、
わ
た
く
し
な
く
御
き
れ
ん
有
、
か
さ

胡
丁

ね
て
き
ど
く
お
御
お
が
ミ
あ
れ
か
し
と
存
候
。
近
比
あ
り
が
た
う
侯
。
』
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三
十
一
に
し
き
笈

是
ハ
陸
奥
き
や
（
う
脱
）
の
郡
に
住
居
す
る
も
の
二
て
候
。
今
日
ハ
き
や
う
の
市
二
て

候
間
、
罷
出
市
人
ヲ
も
見
て
、
心
ヲ
慰
ば
や
と
存
ル
。
先
此
所
の
市
ヲ
、
き
や
う
の

市
と
申
。
取
分
此
市
二
お
ひ
て
、
よ
の
里
に
な
き
物
（
を
脱
ヵ
）
う
り
か
い
仕
候
。
そ

れ
ヲ
、
に
し
き
宣
、
ほ
そ
い
の
と
申
候
。
惣
じ
て
人
間
の
男
女
夫
婦
の
中
だ
ち
と
申

ハ
、
そ
の
［
×
□
］
身
の
た
う
か
ん
な
き
物
か
、
あ
る
い
は
し
ん
る
い
か
ま
た
ハ
よ
き

ゑ
ん
の
も
つ
テ
申
定
候
が
、
此
所
の
太
ほ
う
二
て
、
に
し
き
ぎ
と
申
木
ヲ
い
ろ
ど
り
か

ざ
り
て
、
我
夫
婦
に
成
べ
き
と
存
ル
女
」
の
か
ど
に
た
て
お
き
候
ヲ
、
女
同
心
仕
れ

ぱ
そ
の
ま
上
と
り
い
る
上
。
ま
た
あ
ふ
ま
じ
き
と
存
ル
お
つ
と
の
た
て
た
る
に
し
き

買
ヲ
、
と
り
も
い
れ
ず
候
。
是
が
則
、
夫
婦
の
中
だ
ち
の
木
二
て
候
・
然
所
に
、
と

あ
る
お
つ
と
の
候
へ
し
が
、
あ
る
女
ヲ
お
も
ひ
か
け
、
か
の
に
し
き
貰
ヲ
か
ざ
り
女

の
か
ど
に
た
て
置
候
所
二
、
か
の
女
の
ち
シ
は
シ
可
然
ゑ
ん
に
〔
て
〕
も
な
い
と
ぞ

ん
じ
け
る
か
、
其
に
し
き
萱
ヲ
と
り
も
い
れ
ず
。
お
（
術
ヵ
）
男
ハ
い
よ
』
～
あ
こ
が

れ
、
あ
た
ら
し
く
こ
し
ら
ゑ
て
ハ
た
て
か
ゑ
ノ
ー
、
三
と
せ
の
間
お
（
た
ヵ
）
つ
る
ほ
ど

に
、
せ
い
り
き
も
つ
き
け
る
か
、
頓
而
男
ハ
む
な
し
く
成
て
候
。
な
ん
ぽ
う
い
た
わ

Ｇ
ｎ
Ｕ
串
■
日
■

し
き
御
事
二
て
候
ぞ
。
女
此
よ
し
ヲ
き
シ
、
か
ほ
ど
〕
ま
で
我
を
お
も
い
て
た
て
た

る
に
し
き
賀
ヲ
、
む
な
し
く
な
し
た
る
事
の
か
な
し
さ
と
て
、
頓
而
そ
の
女
も
む
な

し
く
成
た
る
間
、
女
の
ち
ふ
母
此
よ
し
ヲ
見
て
、
籾
は
両
方
共
に
お
も
ひ
合
た
る
を

し
ら
ず
し
て
、
弐
人
な
が
ら
う
し
な
い
た
る
事
の
か
な
し
さ
よ
と
な
げ
け
ど
も
か
な

わ
ず
。
さ
あ
ら
ば
夫
婦
の
者
の
と
り
お
き
ヲ
仕
ら
う
ず
る
と
て
、
立
置
た
る
に
し
き

笈
と
両
人
の
も
の
を
ひ
と
つ
の
つ
か
二
つ
き
こ
め
、
則
に
し
き
づ
か
と
申
な
ら
わ
し

候
。
ま
た
ほ
そ
い
の
と
申
は
、
と
り
の
は
一
一
て
お
り
た
る
ぬ
の
二
て
侯
が
、
い
に
し

へ
、
わ
し
、
く
ま
た
か
と
申
者
が
あ
れ
、
お
さ
あ
い
者
ヲ
こ
く
う
に
つ
か
ん
で
う
せ

候
間
、
そ
の
ま
じ
な
い
の
為
、
お
さ
あ
い
も
の
」
に
き
せ
た
る
ぬ
の
な
れ
ば
、
い
か

に
も
は
た
ば
り
せ
ば
き
い
の
こ
て
候
。
只
今
の
御
尋
、
ふ
し
ん
二
存
ル
。
そ
れ
は
う

た
が
い
も
な
き
、
い
に
し
へ
に
し
き
蜜
ヲ
立
、
む
な
し
く
（
な
り
脱
ヵ
）
た
る
も
の
鼻

ゆ
ふ
れ
い
に
て
御
ざ
あ
ら
う
ず
る
と
存
ル
間
、
し
ば
ら
く
御
逗
留
あ
り
、
か
の
夫
婦

７
．

の
者
ノ
あ
と
ヲ
御
と
む
ら
い
あ
れ
か
し
と
存
候
。
』

三
十
一
樒
墳

い
か
に
お
僧
へ
申
候
、
其
塚
の
辺
へ
御
よ
り
被
成
候
事
は
御
無
用
二
て
候
。

さ
ん
候
、
其
塚
は
去
夫
婦
の
人
の
つ
か
二
て
侯
。
樒
つ
む
者
候
得
（
、
必
塚
の
内
よ

り
ゆ
う
れ
い
出
で
テ
、
恨
ヲ
な
し
申
候
。
左
様
の
時
は
立
所
二
て
空
な
り
申
候
間
、
し

き
ミ
ヲ
手
二
持
給
ふ
事
、
御
無
用
二
て
候
・
そ
の
子
細
は
、
先
此
所
ハ
南
都
の
領
に
て

候
間
、
南
都
の
代
官
此
所
二
住
居
仕
候
を
、
何
と
申
た
る
子
細
や
ら
ん
、
当
所
の
者

ど
も
寄
合
、
彼
代
官
〔
ヲ
〕
夫
婦
と
も
に
こ
ろ
し
申
」
て
候
が
、
其
執
心
二
て
あ
り
げ

（
”
）

に
候
・
進
（
近
ヵ
）
比
あ
り
が
た
き
事
ヲ
仰
候
。
左
様
ニ
た
つ
と
き
御
僧
な
ら
ば
、
少

も
く
る
し
か
る
ま
じ
い
と
存
候
。
先
我
等
は
御
暇
申
候
。
又
重
而
御
用
の
事
候
ハ
貫
、

承
わ
ら
う
ず
る
二
て
候
。
心
得
申
候
。

三
十
三
△
草
薙

勢
（
熱
ヵ
）
田
の
社
人
二
て
候
・
恵
（
心
脱
）
の
僧
都
へ
行
、
礼
ヲ
い
ふ
。
尋
時
、
如
常

泥
丁

語
間
二
て
、
く
さ
な
ぎ
の
剣
の
子
細
ヲ
い
ふ
。
ひ
の
川
』
上
の
お
る
ち
た
い
じ
の
事
、

籾
景
こ
う
天
皇
第
二
皇
子
大
和
武
卜
現
じ
東
夷
退
治
の
事
、
草
二
火
ヲ
か
け
た
［
×
□
〕
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案
内
と
は
た
れ
二
て
渡
り
候
ぞ
。
や
す
き
間
の
事
、
お
や
ど
参
ら
せ
う
ず
る
間
、

奥
の
間
へ
御
通
り
候
へ
。
見
申
せ
ば
足
弱
衆
ヲ
御
と
も
二
て
、
殊
二
お
さ
な
き
人
も
」

御
入
候
が
、
是
ハ
何
方
よ
り
何
国
へ
御
出
被
成
候
ぞ
。
そ
れ
は
は
る
人
、
の
た
び

二
十
四
岸
洞

か
様
二
候
者
は
、
高
丸
の
鬼
神
に
仕
へ
申
け
ん
ぞ
く
一
一
て
候
。
籾
も
田
」
村
の
五
郎

ざ
い

と
し
な
り
、
三
百
よ
き
に
て
、
此
三
年
が
間
御
在
陳
二
て
候
。
我
等
が
お
や
か
た
の

一
太
事
二
て
候
。
先
此
と
し
な
り
と
申
は
、
代
々
武
遍
の
家
二
て
、
は
く
ふ
を
と
し

は
つ
ぜ

し
げ
の
将
軍
と
申
。
其
子
は
と
し
ひ
と
の
将
軍
、
奥
州
岩
瀬
の
こ
ふ
り
田
村
ノ
が
う筒

に
も
ふ
け
給
ふ
二
よ
り
、
田
む
ら
丸
と
申
候
。
奥
州
よ
り
都
ま
で
三
百
（
Ⅱ
ヵ
）
に
京
ち

や
く
被
成
た
る
問
、
い
か
成
神
の
け
し
ん
ぞ
と
、
皆
人
ふ
し
ん
の
な
し
申
侯
。
ま
た

田
む
ら
の
御
は
か
せ
、
い
そ
や
わ
う
と
申
剣
二
て
御
ざ
候
・
ま
た
す
園
か
び
め
と
申

祁
ｒ

は
、
立
ゑ
ぽ
し
と
申
鬼
神
二
て
候
が
、
田
村
』
丸
と
夫
婦
二
て
候
得
バ
、
今
ハ
は
や

あ
か
ざ
し
ら

ぎ
や
く
し
ん
と
見
へ
申
候
ほ
ど
に
、
赤
頭
の
四
郎
ど
の
、
御
う
ん
の
つ
き
た
る
ゆ
へ

と
存
ル
。
は
や
め
ん
ノ
ｌ
Ｉ
の
身
の
上
ま
で
一
太
事
に
き
わ
ま
ま
（
術
）
り
候
間
、
け
ん

ぞ
く
ヲ
も
よ
び
出
し
、
か
け
お
ち
の
用
意
い
た
そ
う
ず
る
間
、
皆
々
其
分
心
得
候
へ
、

’
○

り
尊
剣
ヲ
ぬ
い
て
く
さ
ヲ
な
が
れ
た
に
よ
っ
て
草
な
ぎ
と
い
ふ
の
説
、
専
い
ふ
也
。

ニ
ノ
句
、
う
た
が
い
も
な
き
大
和
武
尊
た
ち
ば
な
姫
■
（
顕
ヵ
）
給
ひ
、
御
経
ヲ
聴
聞

有
た
る
と
存
候
。
い
よ
ノ
、
お
こ
た
り
な
く
、
御
調
（
？
）
り
候
へ
か
し
。

三
十
五
生
贄
ノ
前
也

三
十
七
△
諸
社

語
り
間
也
。

先
幡
州
諸
し
や
山
と
申
は
、
我
朝
の
始
、
い
ざ
な
ぎ
、
い
ざ
な
ミ
の
み
こ
と
の
御
子
、

二
十
六
富
士
山

是
ハ
せ
ん
げ
ん
太
ぼ
さ
つ
に
仕
へ
申
、
末
社
の
臣
二
て
候
。
然
る
に
此
ふ
じ
山
と
申

は
、
三
国
ぶ
そ
う
の
山
二
て
候
。
そ
れ
ヲ
い
か
に
と
申
に
、
③
昔
も
ろ
こ
し
よ
り
ほ
う

し
と
甲
（
申
ヵ
）
者
此
国
に
わ
た
り
、
不
老
不
死
の
承
（
薬
ヵ
）
を
求
（
？
）
ン
為
に
来
り

候
が
、
今
又
②
し
や
う
め
い
わ
う
に
仕
へ
申
者
此
土
二
わ
た
り
、
薬
ヲ
も
と
め
ん
と
て

此
富
（
士
脱
）
山
へ
尋
入
候
処
二
、
太
ぼ
さ
つ
出
給
ひ
、
こ
と
人
、
く
御
薬
ヲ
と
上
の
へ

。
（
”
）

御
申
候
。
殊
に
当
山
の
御
薬
ヲ
ぶ
く
す
る
と
も
が
ら
は
、
諸
病
さ
っ
て
寿
命
長
お
ん
」

な
る
事
う
た
が
い
な
し
。
猶
も
権
現
、
か
ぐ
や
ひ
め
御
姿
ヲ
あ
ら
わ
し
、
不
承
（
死
ヵ
）

の
薬
ヲ
〔
×
□
］
も
ろ
こ
し
の
ち
よ
く
し
に
（
脱
ア
ル
ヵ
）
御
申
あ
る
べ
き
と
の
御
こ
と

に
て
候
。
如
常
末
社
也
。

二
て
候
・
ゆ
る
ノ
ー
、
と
御
く
つ
ろ
ぎ
候
へ
や
。
や
、
お
も
ひ
出
て
候
。
明
日
は
ふ

じ
の
生
勢
（
賢
ヵ
）
｜
一
て
候
。
此
よ
し
〔
申
〕
さ
う
。
い
か
に
申
候
。
我
等
は
っ
た
と

し
つ
れ
ん
し
て
、
御
宿
参
ら
せ
候
。
明
日
は
富
士
の
御
池
へ
人
を
そ
な
へ
申
侯
が
、

此
宿
に
と
ま
り
た
る
た
び
人
に
鬮
事
を
と
ら
せ
申
て
、
一
の
鬮
を
取
た
る
人
ヲ
に
へ

に
そ
な
へ
申
候
。
夜
中
な
り
と
も
御
立
あ
れ
か
し
と
存
候
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
旅
人
の

『
ｊ
ｇ
●
Ⅱ
９

役
に
て
候
。
何
方
へ
な
り
と
も
、
早
々
御
出
候
へ
か
し
。
』
尤
二
て
候
・
更
ぱ
、

此
方
ゑ
御
出
候
へ
。
シ
ヵ
ノ
ー
。
中
入
シ
テ
、
「
ワ
ニ
ヒ
レ
フ
シ
泣
（
？
）
居
タ
リ
」
。
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三
十
八
千
引

御
前
二
候
。
か
し
こ
ま
っ
て
候
。
が
く
や
ニ
向
、
い
か
に
此
内
へ
案
内
申
候
。
是
ハ

か
さ
い
ど
の
よ
り
の
御
使
二
て
候
・
此
所
の
千
引
の
石
を
他
国
へ
引
出
し
、
千
々
に

御
わ
り
あ
る
べ
き
と
の
御
事
一
一
て
候
間
、
い
そ
」
ひ
で
石
ヲ
御
引
候
得
。
た
と
い
ひ

ん
女
成
と
も
、
此
事
そ
む
き
申
な
ら
（
、
此
所
に
は
か
な
ふ
ま
じ
き
と
の
御
事
二
て

候
・
と
う
ノ
ー
御
出
あ
れ
と
の
御
こ
と
二
て
侯
。
皆
々
承
候
へ
・
此
所
ノ
千
引
の
石
ヲ

他
国
へ
引
出
し
、
千
千
に
わ
り
す
へ
有
べ
く
候
間
、
女
人
一
一
よ
ら
ず
、
い
そ
い
で
石
ヲ

わ
ら
ハ
ひ
と
り
し
て

ひ
か
れ
候
へ
・
其
分
心
得
候
へ
、
ｊ
Ｉ
Ｉ
ｏ
兆
歩
調
陸
｜
緬
墹
ヲ
何
と
、
此
石
ヲ
か
た
八
’
’

ひ
と
り
し
て
ひ
か
う
ず
る
と
御
申
候
か
。
夫
に
御
待
候
へ
、
其
よ
し
申
上
う
ず
る
二

て
候
・
い
か
に
申
候
。
あ
れ
二
女
の
候
が
、
此
石
ヲ
孤
し
て
ひ
か
う
ず
る
と
申
候
。

釜
６
１
７

畏
て
候
・
こ
な
た
へ
渡
り
候
へ
。
』

ひ
る
こ
、
そ
さ
の
ふ
の
み
こ
と
悪
神
二
て
、
天
し
や
（
う
脱
）
太
神
御
代
に
即
た
ま
い

し
を
、
代
を
ひ
る
が
へ
さ
ん
と
テ
、
大
和
国
宇
多
の
こ
ふ
り
に
城
郭
を
か
ま
へ
、
一

千
の
剣
を
そ
ろ
へ
て
こ
も
り
た
も
ふ
。
天
し
や
（
う
脱
）
太
神
け
や
ぶ
り
給
ふ
。
数
千

戸
⑥
ｒ
Ｏ
ｅ

の
け
ん
を
や
』
ぶ
［
×
り
］
る
と
書
て
、
ち
〔
ハ
〕
や
ぶ
る
と
よ
ミ
申
よ
し
承
侯
。
そ

れ
よ
り
尊
は
出
雲
国
に
御
下
向
候
が
、
先
当
山
二
て
狩
ヲ
め
さ
れ
、
山
の
い
げ
ん
い

ふ
て
、
如
此
ほ
め
た
ま
い
し
よ
り
、
則
尊
の
名
を
か
た
ど
り
、
諸
〔
×
し
や
］
社
山
と

い
ふ
。
あ
と
二
て
も
山
ヲ
ほ
め
た
が
よ
し
．
殊
更
是
成
桜
は
、
則
御
本
尊
と
一
躰
分

神
の
様
二
申
候
。
如
此
二
候
・

他

三
十
九
信
（
？
）
夫
ヤ
ド
呼
出
ス
．

何
事
二
て
候
ぞ
。
畏
て
候
・
誠
二
是
ハ
日
本
一
の
御
事
二
て
候
・
い
つ
ぞ
や
御
売
被
成

た
る
者
は
、
ぶ
し
や
う
者
に
て
中
ノ
ー
つ
か
わ
れ
ぬ
と
て
、
殊
外
御
は
ら
立
二
て
候
。

か
れ
ら
は
一
段
若
き
者
の
、
た
っ
し
や
そ
う
成
も
の
二
て
候
程
に
、
い
そ
い
で
御
や

り
あ
ら
う
ず
る
二
て
侯
。
更
（
、
追
付
舟
ヲ
出
し
申
さ
う
。
心
得
申
て
候
・

宿
ト
イ
ト
間
ボ
（
ゴ
ヵ
）
イ
シ
テ
、
舟
に
の
せ
て
か
い
ヲ
取
、
漕
出
る
時
、
「
此
舟
は
殊
外
沖
へ
出
ル
」
ト
不

審
ス
ル
．
笑
シ
イ
躰
ヲ
シ
テ
、

Ⅲ
ま
こ
と
に
よ
う
御
ら
う
ぜ
ら
れ
た
。
事
の
ほ
か
こ
う
し
や
二
て
候
・
此
舟
は
あ
の

つ
ぎ
、

お
き
（
？
）
成
嶋
へ
付
て
、
あ
れ
二
て
荷
ヲ
積
て
行
舟
に
て
候
ほ
ど
に
、
籾
か
様
に
漕

申
候
。
中
々
、
あ
れ
へ
つ
け
申
候
。
い
や
、
兎
角
申
内
に
舟
が
つ
い
て
候
・
」
あ
が

ら
せ
ら
れ
て
、
御
休
ミ
候
得
。
い
や
ノ
Ｉ
、
此
処
二
て
用
を
（
脱
ア
ル
ヵ
）
荷
を
〔
も
〕

つ
ミ
候
得
ば
、
手
間
が
入
申
候
。
た
笈
御
あ
が
り
候
て
、
御
や
す
ミ
候
得
。
我
等
も

か
い
て

お
り
て
休
申
さ
う
ず
る
二
て
候
・
逵
蝿
韓
封
元
、
い
か
に
案
内
申
候
。
買
主
出
ス
（
ル
ヵ
）
。

い
や
、
そ
れ
が
し
二
て
候
・
頼
だ
人
申
さ
る
る
は
、
先
度
参
ら
せ
た
る
者
は
御
意
に

い
ら
ぬ
よ
し
承
候
ほ
ど
に
、
只
今
よ
き
者
ヲ
弐
人
参
ら
せ
侯
よ
し
御
申
候
。
則
是
に

御
文
の
候
。

中
ｊ
‐
、
、
一
段
す
ぐ
や
か
な
る
わ
か
き
者
ヲ
、
二
人
つ
れ
て
参
り
て
候
・
あ
れ
成

一
肥
干
ｊ

わ
か
き
も
の
ど
も
の
事
一
一
て
候
。
心
得
申
て
候
。
さ
ら
ば
、
ま
た
か
さ
ね
て
ま
い
』

ら
う
ず
る
二
て
侯
。
畏
て
侯
。

四
拾
寒
山

門
前
の
者
と
御
た
づ
ね
は
、
如
何
様
成
御
用
に
て
候
ぞ
。
中
ノ
ー
、
寒
山
十
徳
ハ
、

折
々
此
所
ゑ
御
出
候
。
殊
今
夜
ハ
月
も
熊
な
く
候
ほ
ど
に
、
定
而
頓
而
御
出
あ
ら
う
ず
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四
燈
・
太
世
太
子

是
ハ
天
竺
ハ
ら
な
い
国
の
御
門
、
太
世
太
子
に
仕
へ
奉
る
も
の
二
て
候
・
籾
も
此
君

国
土
の
民
の
ひ
ん
な
る
事
を
か
な
」
し
ミ
給
ひ
、
ぼ
ん
で
ん
に
き
せ
ひ
し
給
ふ
。
其

時
龍
の
た
か
ら
如
意
宝
珠
ヲ
太
世
太
子
二
あ
た
へ
給
ひ
、
則
宮
中
に
納
た
ま
ゑ
ば
、

ち
ん
ぽ
う

七
珍
万
宝
み
ち
ノ
、
ｌ
た
る
御
事
｜
一
て
御
ざ
候
・
頓
而
辻
々
に
高
ふ
だ
お
立
、
た
か
ら

を
民
二
御
あ
た
へ
た
ま
ゑ
ば
、
〔
×
如
〕
女
壱
入
来
り
、
我
わ
れ
三
字
術
ヵ
）
た
か
ら
の

る
間
、
し
ば
ら
く
御
待
あ
っ
て
御
相
候
へ
。
寒
山
十
徳
出
テ
、
う
た
い
に
「
御
身
の
事
お
申
な

り
」
と
云
時
、
し
ば
ら
く
、
か
た
ハ
ー
は
む
さ
と
し
た
る
事
ヲ
御
申
候
。
と
う
，
Ｉ
Ｉ
か
た
は

ら
へ
御
の
き
候
へ
。
鯉
澁
罷
・
望
議
、
左
様
の
望
な
ら
ば
、
そ
れ
が
し
所
望
申
さ

う
ず
る
間
、
か
た
原
に
御
忍
び
候
得
て
御
聴
聞
候
へ
。
」
か
ま
ひ
て
む
さ
と
し
た
る
事

を
仰
候
な
。
い
か
に
御
両
人
ゑ
申
候
。
今
夜
面
白
き
月
の
夜
二
て
候
ほ
ど
に
、
よ

も
す
が
ら
せ
つ
ぽ
う
ヲ
御
の
べ
候
い
て
、
御
き
か
せ
候
へ
や
。
せ
つ
ぽ
う
す
ぎ
て
、
う
た
い

に
「
心
ヲ
し
ら
ゆ
き
（
の
脱
ヵ
）
、
き
し
（
え
ヵ
）
て
何
と
か
な
り
ぬ
ら
ん
」
と
云
時
、
最
前
の
人
の

候
か
。
是
へ
御
出
あ
っ
て
、
心
し
づ
か
に
御
聴
聞
候
得
や
。
か
つ
》
所
望
の
時
も
、
狂
言
云

禰
丁

事
あ
り
、
ワ
キ
よ
り
直
に
所
望
す
る
時
も
有
。
』

四
拾
一
鷺
は
じ
め
い
Ｌ
た
て

す
に
よ
り
（
帥
）

是
ハ
ゑ
ん
ぎ
の
御
門
に
仕
へ
奉
る
者
二
て
候
・
誠
二
此
君
け
ん
わ
う
二
て
ま
し
ま
せ
（
、

吹
風
条
を
な
ら
さ
ず
、
民
戸
ざ
し
ヲ
せ
ず
（
ぬ
ヵ
）
御
代
な
れ
ば
、
四
季
折
々
の
御
遊
び

か
ず
を
つ
く
し
給
ふ
。
今
日
は
し
ん
ぜ
ん
ゑ
ん
の
池
の
辺
へ
御
幸
有
テ
、
御
遊
び
あ

る
べ
し
と
の
御
事
也
。
其
分
心
得
候
へ
、
ノ
、
。

三
会
盟
は
じ
め
い
陰
た
て

〉
》
ノ
ゼ
、

是
ハ
も
ろ
こ
し
し
ん
の
て
い
わ
う
に
仕
へ
申
、
官
人
二
て
候
。
去
程
に
り
ん
国
に
て

う
わ
う
（
と
脱
ヵ
）
申
て
御
ざ
候
が
、
し
ん
皇
よ
り
会
盟
有
べ
き
と
の
ち
よ
く
し
」
を

立
ら
れ
候
処
に
、
今
日
互
に
国
の
境
へ
御
幸
有
て
、
御
酒
ゑ
ん
有
べ
き
と
の
御
事
二

て
候
・
此
■
（
旨
ヵ
）
相
心
得
候
得
、
Ｊ
１
・
ワ
キ
よ
り
よ
び
出
ル
。
御
前
二
候
・
畏

て
う
わ
う

て
候
。
岬
ユ
弛
稲
案
誰
に
て
渡
り
候
ぞ
。
頓
而
御
殿
へ
御
う
つ
し
候
得
。

う
た
い
○
（
魂
）

「
く
わ
ん
ぎ
よ
な
り
（
？
）
し
も
こ
籾
々
、
目
出
度
事
の
候
・
日
来
望
に
お
ぽ
し
め
す
所
の
て
う

と
わ
り
や
、
Ｊ
１
。
』
中
人
。

［
×
の
］
へ
き
の
玉
、
御
所
望
候
処
に
、
て
う
わ
う
や
す
ノ
ー
と
御
出
シ
候
事
、
君
の

御
よ
ろ
こ
び
以
の
外
［
×
ハ
］
の
御
事
二
て
候
。
則
此
所
ヲ
だ
い
り
と
被
成
、
し
ば
ら

く
御
逗
留
あ
っ
て
、
て
う
こ
ぐ
ま
で
御
し
た
が
へ
あ
つ
（
術
）
る
べ
き
と
の
御
事
な
れ

ば
、
民
百
姓
に
至
る
ま
で
、
そ
せ
う
の
事
あ
ら
（
叫
い
そ
ぎ
罷
出
、
そ
う
も
ん
申
候

は
く
せ
い

得
。
其
分
心
得
候
へ
、
ノ
ー
。
誰
二
て
渡
り
候
ぞ
。
し
ば
ら
く
御
待
候
へ
、
其

望
さ
ら
に
な
し
、
如
意
宝
珠
を
一
目
お
が
ま
せ
た
ま
ゑ
と
申
。
い
や
ｊ
、
、
宮
中
ふ

か
く
納
り
た
り
、
そ
れ
は
叶
ふ
ま
じ
き
と
仰
候
。
其
時
か
の
女
申
様
、
望
を
か
な
ゑ

『
〃
。９
ｒ

た
ま
わ
ん
こ
と
い
つ
わ
り
也
、
お
が
ま
ん
と
申
。
さ
す
が
り
ん
げ
ん
出
て
弐
』
度
か

へ
ら
ず
、
た
ま
を
お
が
ま
せ
給
へ
（
、
か
の
女
け
し
き
か
わ
り
て
、
玉
ヲ
ぬ
す
み
て

龍
宮
に
か
へ
り
ぬ
。
し
か
れ
者
ぼ
ん
で
ん
た
い
し
や
く
ヲ
も
と
も
な
ひ
、
龍
宮
ヲ
御

し
た
が
へ
有
べ
き
と
の
御
事
［
×
な
り
〕
に
て
候
ぞ
。
其
分
心
得
候
へ
、
‐
１
１
．

初
め
あ
い
し
ら
い

畏
て
候
・
皆
々
承
り
候
得
。
ひ
ん
成
民
一
一
、
た
か
ら
ヲ
あ
た
へ
給
ふ
く
き
と
の
御

事
也
。
い
そ
ひ
で
参
り
候
へ
、
Ｊ
１
。
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豊
後
う
す
き
稲
葉
右
京
様
御
内

大
蔵
又
左
衛
門
宿
所
二
て
書
之
（
印
記
「
永
北
／
之
印
二

大
蔵
又
左
衛
門
正
本

大
蔵
弥
右
衛
門
伝
」
（
後
見
返
）

貞
享
弐
年
二
月
廿
八
日
書
之

豊
前
国
宇
佐
宮
住

賀
徳
氏

よ
し
申
上
げ
う
ず
る
二
て
候
・
い
か
に
申
上
候
。
て
う
わ
う
の
臣
下
り
ん
し
や
う

と
申
者
、
珠
の
き
づ
を
申
上
ン
ガ
為
に
、
只
今
さ
ん
だ
い
申
て
侯
。

翻
刻
補
記

（
１
）
不
明
字
の
下
部
に
「
力
」
を
重
ね
書
き
し
て
「
勢
」
と
す
る
。

（
２
）
「
他
」
は
「
あ
た
り
」
と
読
む
ら
し
い
。
た
だ
し
こ
の
用
字
が
見
ら
れ
る
の
は
本
曲
の
み
。

（
３
）
「
せ
う
せ
ら
れ
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
と
思
し
き
符
号
が
あ
る
（
図
４
参
照
）
。

（
４
）
「
寺
」
に
濁
点
が
あ
る
。

さ
す
か
御
■
■

（
５
）
〔
〕
内
は
「
誠
二
で
ん
し
や
と
は
申
な
が
ら
」
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
補
入
で

は
な
く
、
別
の
詞
章
を
記
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
「
さ
す
が
御
■
■
と
は

申
な
が
ら
」
と
続
く
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
読
み
得
な
い
字
が
あ
っ
て
明
ら
か
で
な
い
。

（
６
）
「
望
所
」
を
転
倒
符
で
訂
正
。
そ
れ
に
従
う
。

（
７
）
「
せ
ん
ほ
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
と
思
し
き
符
号
が
あ
る
（
図
５
参
照
）
。

（
８
）
「
さ
」
が
行
頭
に
あ
り
、
そ
の
上
方
欄
外
に
「
○
」
印
が
あ
る
が
、
意
味
不
明
。

（
９
）
ス
」
の
右
に
見
セ
消
チ
符
号
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
が
、
消
し
た
の
か
ど
う
か
不
明
。

消
す
必
要
の
な
い
字
。

（
、
）
「
あ
る
夕
暮
二
」
と
「
に
わ
う
兵
部
き
や
う
」
の
順
序
を
入
れ
替
え
る
「
上
」
「
下
」
の

指
示
が
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
底
本
の
形
の
ま
ま
翻
刻
す
る
。

（
皿
）
「
者
」
の
草
体
の
上
に
「
盤
」
の
草
体
を
重
ね
書
き
す
る
が
、
底
本
で
は
「
盤
」
の
草
体

は
〈
ワ
〉
ま
た
は
〈
（
〉
と
読
む
「
は
」
に
使
い
、
一
方
「
者
」
の
草
体
は
原
則
的
に
〈
ワ
〉

と
読
む
「
は
」
に
は
使
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
も
〈
ト
リ
ワ
ナ
シ
（
鳥
は
無
し
）
〉
と
読

ま
せ
る
た
め
に
仮
名
を
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
底
本
は
、
〈
ハ
〉
と
読
む
「
は
」

に
は
原
則
と
し
て
「
者
」
の
草
体
を
用
い
て
お
り
（
例
外
は
二
二
例
中
「
波
」
の
草
体

一
例
と
「
ハ
」
二
例
の
み
）
、
本
曲
で
も
「
取
り
放
し
」
の
意
の
「
と
り
は
な
し
」
の
「
は
」

は
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
。

（
吃
）
「
是
」
が
行
頭
に
あ
り
、
そ
の
右
上
方
欄
外
に
小
さ
い
「
○
」
印
が
あ
る
が
、
意
味
不
明
。

そ
の
前
に
ワ
キ
の
詞
が
入
る
こ
と
を
示
す
か
。

（
旧
）
「
御
申
あ
（
り
）
」
の
あ
た
り
の
右
側
に
墨
線
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
消
去
の
符
号
か
。
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（
別
）
こ
の
「
事
」
は
行
十

（
弱
）
こ
の
上
方
欄
外
に

と
も
あ
る
、
の
意
か
。

（
妬
）
こ
の
前
後
の
〔
〕

二
て
も
…
」
を
消
し
一

（
狸
）
「
汝
か
ち
畠
は
と
ま
と
い
て
と
ゑ
ハ
」
の
「
と
ま
と
い
て
と
ゑ
」
を
墨
線
で
消
し
、
右
に

「
と
へ
は
」
と
記
す
が
、
「
ま
と
い
て
と
ゑ
ハ
」
を
「
と
へ
は
」
と
改
め
た
も
の
と
見
な
す
。

（
羽
）
「
い
わ
ひ
」
（
「
い
」
が
行
末
、
「
わ
ひ
」
が
行
頭
に
あ
る
）
の
「
わ
ひ
」
の
上
に
「
名
付
」

を
重
ね
書
き
し
、
「
い
」
は
消
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
い
わ
ひ
」
を
「
名
付
」
と
改
め
た
も

（
幻
）
底
本
で
は
こ
の
例
と
次
の
例
に
お
い
て
「
と
か
く
じ
山
」
と
「
し
」
に
濁
点
が
あ
る
が

（
他
例
は
す
べ
て
「
と
か
く
し
山
二
、
一
般
的
発
音
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
る
の

（
Ｍ
）
長
い
「
し
」
の
上
に
「
番
」
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
し
」
は
消
さ
れ
て
い
な
い
と
見
な

す
。

（
脂
）
以
下
、
詩
の
冒
頭
と
各
句
末
に
「
。
」
印
が
打
た
れ
て
い
る
（
た
だ
し
最
後
の
分
は
「
と

成
」
の
後
に
打
つ
べ
き
も
の
を
誤
る
）
。
便
宜
「
・
」
に
置
き
換
え
て
示
す
。

（
略
）
「
御
内
ぞ
ん
あ
る
」
の
右
に
墨
線
を
引
き
、
「
御
事
か
」
と
別
の
詞
章
を
記
す
。
な
お
下

の
「
是
」
の
右
肩
に
「
△
」
印
が
あ
る
の
は
、
「
御
事
か
」
か
ら
そ
こ
に
続
く
こ
と
を
示
す

か
。

（
Ⅳ
）
底
本
、
山
冠
に
「
犀
」
の
誰
字
に
作
る
。

（
腿
）
「
而
」
と
「
罷
」
の
間
の
右
寄
り
に
「
。
」
印
が
あ
る
が
、
意
味
不
明
。

（
旧
）
上
欄
外
に
「
実
母
也
」
の
頭
注
（
本
文
と
別
筆
）
が
あ
る
。

（
別
）
「
内
」
と
「
氏
」
は
重
ね
書
き
さ
れ
て
お
り
、
前
後
を
必
ず
し
も
判
じ
難
い
が
、
後
出
は

す
べ
て
「
武
氏
」
な
の
で
、
「
内
」
を
「
氏
」
に
改
め
た
も
の
と
見
な
す
。

の
と
見
な
す
。

で
、
他
に
は
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

の
〔
〕
内
は
上
欄
外
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
初
め
に
書
い
た
「
わ
れ
一
人

を
消
し
て
、
別
の
詞
章
を
書
き
直
し
て
い
る
。
「
云
て
」
に
は
消
去
の
墨
線
が

は
行
末
の
加
筆
で
、
術
字
。

外
に
「
神
主
と
も
」
と
記
す
。
「
神
し
よ
く
の
者
」
を
「
神
主
」
と
す
る
こ

引
か
れ
て
い
な
い
が
、
消
し
た
も
の
と
見
な
す
。

（
”
）
「
に
」
の
右
下
、
「
い
」
の
右
上
に
「
。
」
印
が
あ
る
が
、
意
味
不
明
。

（
記
）
「
れ
」
の
上
に
「
申
」
を
重
ね
書
き
し
て
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
い
わ
ふ
れ
申
」
で

文
を
終
止
す
る
別
の
詞
章
を
示
し
た
も
の
か
。

（
調
）
「
に
げ
」
を
転
倒
符
で
訂
正
。
そ
れ
に
従
う
。

（
”
）
「
長
」
に
濁
点
が
あ
る
。

（
別
）
「
ま
し
ま
せ
ぱ
」
に
対
し
、
「
ま
し
ま
す
に
よ
り
」
と
い
う
別
の
詞
章
を
記
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

（
犯
）
「
の
」
の
右
下
、
「
て
」
の
右
上
に
「
。
」
印
が
あ
る
が
、
意
味
不
明
．
あ
る
い
は
「
て
」

の
清
音
符
か
。
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